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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　２重無線アクセス技術（２重ＲＡＴ）ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）により実
施される方法であって、
　前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵにより、セルラＲＡＴで、セルラネットワークへ登録メッセ
ージを送信することであり、前記登録メッセージは、前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵと関連付
けられた無線ローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）デバイス識別（ＩＤ）を含んでい
る、ことと、
　前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵにより、前記セルラＲＡＴで前記セルラネットワークから、
前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵが第１のＷＴＲＵと直接に通信することを許可する応答メッセ
ージを受信することと、
　前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵにより、前記セルラＲＡＴで前記セルラネットワークから、
ＷＬＡＮのためのセキュリティ鍵を含む補助情報を受信することであり、前記２重ＲＡＴ
 ＷＴＲＵが前記第１のＷＴＲＵに接近しているという判定に基づいて、前記補助情報が
直接通信エンティティを介して受信される、ことと、
　前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵにより、ＷＬＡＮ ＲＡＴで、前記ＷＬＡＮデバイスＩＤおよ
び前記ＷＬＡＮのための前記セキュリティ鍵を使用して直接発見を実行することと、
を含む、方法。
【請求項２】
　前記セルラＲＡＴは前記セルラネットワークのためのものであり、前記ＷＬＡＮ ＲＡ
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Ｔは前記ＷＬＡＮのためのものである、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記セルラネットワークは３ＧＰＰ（third generation partnership project）ネット
ワークであり、前記ＷＬＡＮは８０２．１１ネットワークである、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
　２重無線アクセス技術（２重ＲＡＴ）ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって
、
　セルラＲＡＴで、セルラネットワークへ登録メッセージを送信する手段であり、前記登
録メッセージは、前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵと関連付けられた無線ローカルエリアネット
ワーク（ＷＬＡＮ）デバイス識別（ＩＤ）を含んでいる、手段と、
　前記セルラＲＡＴで前記セルラネットワークから、前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵが第１の
ＷＴＲＵと直接に通信することを許可する応答メッセージを受信する手段と、
　前記セルラＲＡＴで前記セルラネットワークから、ＷＬＡＮのためのセキュリティ鍵を
含む補助情報を受信する手段であり、前記２重ＲＡＴ ＷＴＲＵが前記第１のＷＴＲＵに
接近しているという判定に基づいて、前記補助情報が直接通信エンティティを介して受信
される、手段と、
　ＷＬＡＮ ＲＡＴで、前記ＷＬＡＮデバイスＩＤおよび前記ＷＬＡＮのための前記セキ
ュリティ鍵を使用して直接発見を実行する手段と、
を備えた、２重ＲＡＴ ＷＴＲＵ。
【請求項５】
　前記セルラＲＡＴは前記セルラネットワークのためのものであり、前記ＷＬＡＮ ＲＡ
Ｔは前記ＷＬＡＮのためのものである、請求項４に記載の２重ＲＡＴ ＷＴＲＵ。
【請求項６】
　前記セルラネットワークは３ＧＰＰ（third generation partnership project）ネット
ワークであり、前記ＷＬＡＮは８０２．１１ネットワークである、請求項４に記載の２重
ＲＡＴ ＷＴＲＵ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、近接データパスセットアップを最適化するための方法および装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１２年４月２７日に出願された米国特許仮出願第６１／６３９，３５２
号明細書、２０１２年５月１０日に出願された米国特許仮出願第６１／６４５，３３５号
明細書、２０１２年５月１０日に出願された米国特許仮出願第６１／６４５，２８２号明
細書、２０１２年５月３１日に出願された米国特許仮出願第６１／６５３，７６９号明細
書、および２０１２年１０月３１日に出願された米国特許仮出願第６１／７２０，６４０
号明細書の利益を主張するものであり、これらの仮出願の内容の全体は参照により本明細
書に組み込まれる。
【０００３】
　デバイス同士のデバイス間通信（Ｄ２Ｄ）は、Ｄ２Ｄ対応デバイスが、その付近の他の
ピアデバイスの存在と、それらのデバイスが提供および／または参与するサービスとに気
付いた後で、行うことができる。この発見プロセスは、データ通信プロセス自体とは別個
のものと見なすことができる。無線の観点からは、デバイス発見は、通信と比較して、異
なる周波数において行うことができる可能性がある（この場合、発見周波数におけるＤ２
Ｄリンクの品質の判断が、対応するＤ２Ｄデータリンク周波数の判断に変換されなければ
ならないであろう）。デバイス間の物理リンクを介した発見があり、その後に、直接物理
Ｄ２Ｄリンクを含まないローカルパスを介した通信が続くと想定することができる。
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【０００４】
　近年、直接Ｄ２Ｄ通信が重要性を増しつつある。このため、新しいノードおよびインタ
フェースを追加することによって現在の第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰ
Ｐ）アーキテクチャを変更することが必要とされる。オペレータネットワーク内から、ま
たは３ＧＰＰネットワーク外部の第三者アプリケーションによって、Ｄ２Ｄ通信の協調を
容易にするアーキテクチャが必要である。サービス発見が完了すると、ユニキャストと、
マルチキャスト／ブロードキャストとの両方のＤ２Ｄセッションで、呼確立および維持の
ためのプロシージャが必要である。サービス発見および呼確立プロシージャはまた、Ｄ２
Ｄサービスが市場で勢いをつけるためのオペレータ間Ｄ２Ｄ通信を可能にするためにも必
要である。
【発明の概要】
【０００５】
　近接データパスセットアップを最適化するための方法および装置について述べる。非ア
クセス層（ＮＡＳ）レイヤにおける様々なポリシ、規則、および許可を使用して、近接サ
ービスが可能かどうか、また可能ならどの近接サービスが可能かを決定することができる
。ポリシおよび許可がどのようにネットワーク中で構成されるかを決定するためのプロシ
ージャを実施することができる。ポリシおよび許可は、様々なネットワークノードにまた
がって展開することができる。
【０００６】
　最適化された近接データパスの確立をトリガするためのＮＡＳメッセージおよびプロシ
ージャについて述べる。加えて、最適化された近接データパスを可能にするのに使用でき
る新しいデータ通信レイヤ代替形態についても述べる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
　添付の図面と共に例として提供する後続の記述から、より詳細な理解を得ることができ
る。
【図１Ａ】１または複数の開示される実施形態をその中で実現できる例示的な通信システ
ムを示す図である。
【図１Ｂ】図１Ａに示す通信システム内で使用できる例示的なワイヤレス送受信ユニット
（ＷＴＲＵ）を示す図である。
【図１Ｃ】図１Ａに示す通信システム内で使用できる例示的な無線アクセスネットワーク
および例示的なコアネットワークを示す図である。
【図２Ａ】相互に近接する２つのＷＴＲＵによる、それぞれの進化型Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮ
Ｂ）を介した、コアネットワーク（ＣＮ）ノード（例えばサービングゲートウェイ（ＳＧ
Ｗ）またはパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ（ＰＧＷ））への通信の
例を示す図である。
【図２Ｂ】ｅＮＢを介してローカルにルーティングされる２つのＷＴＲＵ間の近接通信の
ためのデータパスの例を示す図である。
【図２Ｃ】直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ（すなわちｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄ）データパス
の例を示す図である。
【図３Ａ】中間ノードが含まれない直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラを確立する例を
示す図である。
【図３Ｂ】ｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）の中を通るＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ
ベアラの例を示す図である。
【図３Ｃ】通常の進化型パケットシステム（ＥＰＳ）ベアラを使用するパス中のｅＮＢま
たはＨｅＮＢを介してＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接続を確立する例を示す図である。
【図３Ｄ】２つのＷＴＲＵが２つの異なるｅＮＢまたはＨｅＮＢのカバレッジ下にあると
きに、ＳＧＷの中を通るｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラを確立する例を示す図である。
【図４】直接モデルの要約図としてのデバイスｔｏデバイス（デバイス間（Ｄ２Ｄ））ア
ーキテクチャを示す図である。
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【図５】直接モデルの展開図としてのＤ２Ｄアーキテクチャを示す図である。
【図６】Ｄ２Ｄプロトコルスタック図である。
【図７】通常のＥＰＳベアラと、Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラとを対比させて示す図である。
【図８】ｅＮＢ内ユニキャストＤ２Ｄサービス要求プロシージャの流れ図である。
【図９Ａ】ｅＮＢ間／モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）間Ｄ２Ｄサービス要求プロ
シージャの信号流れ図である。
【図９Ｂ】ｅＮＢ間／モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）間Ｄ２Ｄサービス要求プロ
シージャの信号流れ図である。
【０００８】
【図１０Ａ】オペレータ間ユニキャストの場合のサービス要求プロシージャの信号流れ図
である。
【図１０Ｂ】オペレータ間ユニキャストの場合のサービス要求プロシージャの信号流れ図
である。
【図１１】複数のインタフェースにわたってセットアップされたＥＰＳベアラの例を示す
図である。
【図１２】ベアラ確立プロシージャの例示的な信号流れ図である。
【図１３】ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続のため
のＰＤＮ接続セットアッププロシージャの例示的な信号流れ図である。
【図１４】ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ専用ベアラ確立プロシージャの例示的な信号流れ図
である。
【図１５】ＳＧＷのケースのＰＤＮ接続セットアッププロシージャの例示的な信号流れ図
である。
【図１６Ａ】一意のＤ２Ｄ識別子を使用するｅＮＢ内、ＭＭＥ内２重無線アクセス技術（
ＲＡＴ）の場合の例示的なサービス要求プロシージャの信号流れ図である。
【図１６Ｂ】一意のＤ２Ｄ識別子を使用するｅＮＢ内、ＭＭＥ内２重無線アクセス技術（
ＲＡＴ）の場合の例示的なサービス要求プロシージャの信号流れ図である。
【図１７】近接サービスを求める要求をＷＴＲＵが開始する例を示す図である。
【図１８】近接サービスに関するポリシおよび課金制御モデルを示す図である。
【図１９】ネットワークベースの近接トリガプロシージャの信号流れ図である。
【図２０】特定のアプリケーションについての近接情報の登録および交換を示す図である
。
【図２１Ａ】セルラトリガ式デバイス発見を伴うｅＮＢ内、ＭＭＥ内２重ＲＡＴの場合の
例示的なサービス要求プロシージャの信号流れ図である。
【図２１Ｂ】セルラトリガ式デバイス発見を伴うｅＮＢ内、ＭＭＥ内２重ＲＡＴの場合の
例示的なサービス要求プロシージャの信号流れ図である。
【図２２Ａ】ｅＮＢ内ローカルパスをセットアップするための例示的なプロシージャの信
号流れ図である。
【図２２Ｂ】ｅＮＢ内ローカルパスをセットアップするための例示的なプロシージャの信
号流れ図である。
【図２３Ａ】ｅＮＢ間ローカルパスをセットアップするための例示的なプロシージャの信
号流れ図である。
【図２３Ｂ】ｅＮＢ間ローカルパスをセットアップするための例示的なプロシージャの信
号流れ図である。
【図２４】パケットデータ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤまでのアクセス層データプ
レーンプロトコルスタックレイヤがＷＴＲＵとｅＮＢとの間で終端するときの、例示的な
プロトコルアーキテクチャを示す図である。
【図２５】Ｄ２Ｄローカルパスについての例示的なデータプレーンプロトコルスタックを
示す図である。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
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　図１Ａに、１または複数の開示される実施形態をその中で実現できる例示的な通信シス
テム１００を示す。通信システム１００は、音声、データ、ビデオ、メッセージング、ブ
ロードキャストなどのコンテンツを複数のワイヤレスユーザに提供する多元接続システム
とすることができる。通信システム１００は、複数のワイヤレスユーザが、ワイヤレス帯
域幅を含めたシステムリソースの共有を通してこのようなコンテンツにアクセスするのを
可能にすることができる。例えば、通信システム１００は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ
）、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交ＦＤＭＡ（Ｏ
ＦＤＭＡ）、シングルキャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）など、１または複数のチャネ
ルアクセス方法を採用することができる。
【００１０】
　図１Ａに示すように、通信システム１００は、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）
１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄと、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）１０
４と、コアネットワーク１０６と、公衆交換電話網（ＰＳＴＮ）１０８と、インターネッ
ト１１０と、他のネットワーク１１２とを含んでよいが、開示する実施形態が任意の数の
ＷＴＲＵ、基地局、ネットワーク、および／またはネットワーク要素を企図することは理
解されるであろう。各ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレス
環境で動作および／または通信するように構成された任意のタイプのデバイスとすること
ができる。例として、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、ワイヤレス
信号を送信および／または受信するように構成されてよく、ユーザ機器（ＵＥ）、移動局
、固定またはモバイルの加入者ユニット、ページャ、セルラ電話機、パーソナルディジタ
ルアシスタント（ＰＤＡ）、スマートフォン、ラップトップ、ネットブック、パーソナル
コンピュータ、ワイヤレスセンサ、消費者電子機器などを含んでよい。
【００１１】
　通信システム１００はまた、基地局１１４ａおよび基地局１１４ｂを含んでよい。各基
地局１１４ａ、１１４ｂは、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの
少なくとも１つとワイヤレスにインタフェースして、コアネットワーク１０６、インター
ネット１１０、および／またはネットワーク１１２など、１または複数の通信ネットワー
クへのアクセスを容易にするように構成された、任意のタイプのデバイスとすることがで
きる。例として、基地局１１４ａ、１１４ｂは、ベーストランシーバステーション（ＢＴ
Ｓ）、Ｎｏｄｅ－Ｂ、進化型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）、Ｈｏｍｅ　ＮｏｄｅＢ（ＨＮＢ）、
Ｈｏｍｅ　ｅＮＢ（ＨｅＮＢ）、サイトコントローラ、アクセスポイント（ＡＰ）、ワイ
ヤレスルータなどとすることができる。基地局１１４ａ、１１４ｂはそれぞれ単一の要素
として描かれているが、基地局１１４ａ、１１４ｂが任意の数の相互接続された基地局お
よび／またはネットワーク要素を含んでよいことは理解されるであろう。
【００１２】
　基地局１１４ａはＲＡＮ１０４の一部とすることができ、ＲＡＮ１０４はまた、基地局
コントローラ（ＢＳＣ）や無線ネットワークコントローラ（ＲＮＣ）や中継ノードなど、
他の基地局および／またはネットワーク要素（図示せず）を含んでもよい。基地局１１４
ａおよび／または基地局１１４ｂは、特定の地理領域内でワイヤレス信号を送信および／
または受信するように構成されてよく、この地理領域はセル（図示せず）と呼ばれること
もある。セルはさらに、セルセクタに分割することができる。例えば、基地局１１４ａに
関連付けられたセルを、３つのセクタに分割することができる。したがって、一実施形態
では、基地局１１４ａは、３つの送受信機、すなわちセルの各セクタにつき１つの送受信
機を備えることができる。別の実施形態では、基地局１１４ａは、多入力多出力（ＭＩＭ
Ｏ）技術を採用することができ、したがって、セルの各セクタにつき複数の送受信機を利
用することができる。
【００１３】
　基地局１１４ａ、１１４ｂは、エアインタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの１または複数と通信することができ、エアインタ
フェース１１６は、任意の適切なワイヤレス通信リンク（例えば、無線周波数（ＲＦ）、
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マイクロ波、赤外線（ＩＲ）、紫外線（ＵＶ）、可視光など）とすることができる。エア
インタフェース１１６は、任意の適切な無線アクセス技術（ＲＡＴ）を使用して確立する
ことができる。
【００１４】
　より具体的には、上記のように、通信システム１００は、多元接続システムとすること
ができ、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、ＳＣ－ＦＤＭＡなど、１または複
数のチャネルアクセス方式を採用することができる。例えば、ＲＡＮ１０４中の基地局１
１４ａ、およびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、ユニバーサルモバイルテレコ
ミュニケーションズシステム（ＵＭＴＳ）地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）などの無線技術
を実装することができ、これにより、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））を使用
してエアインタフェース１１６を確立することができる。ＷＣＤＭＡは、高速パケットア
クセス（ＨＳＰＡ）および／または進化型ＨＳＰＡ（ＨＳＰＡ＋）などの通信プロトコル
を含んでよい。ＨＳＰＡは、高速ダウンリンク（ＤＬ）パケットアクセス（ＨＳＤＰＡ）
および／または高速アップリンク（ＵＬ）パケットアクセス（ＨＳＵＰＡ）を含んでよい
。
【００１５】
　別の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
進化型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）などの無線技術を実装することができ、これにより、ロ
ングタームエボリューション（ＬＴＥ）および／またはＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ
）を使用してエアインタフェース１１６を確立することができる。
【００１６】
　他の実施形態では、基地局１１４ａおよびＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃは、
ＩＥＥＥ８０２．１６（すなわちワールドワイドインターオペラビリティフォーマイクロ
ウェーブアクセス（ＷｉＭＡＸ））、ＣＤＭＡ２０００、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、ＣＤ
ＭＡ２０００エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）、暫定標準２００
０（ＩＳ－２０００）、暫定標準９５（ＩＳ－９５）、暫定標準８５６（ＩＳ－８５６）
、グローバルシステムフォーモバイルコミュニケーションズ（ＧＳＭ（登録商標））、エ
ンハンストデータレートフォーＧＳＭエボリューション（ＥＤＧＥ）、ＧＳＭ／ＥＤＧＥ
　ＲＡＮ（ＧＥＲＡＮ）などの無線技術を実装することができる。
【００１７】
　図１Ａ中の基地局１１４ｂは、例えばワイヤレスルータ、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、またはＡ
Ｐとすることができ、事業所、家庭、車両、キャンパスなどの局所化されたエリア中での
ワイヤレス接続性を容易にするために任意の適切なＲＡＴを利用することができる。一実
施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１
１などの無線技術を実装して、ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）を確
立することができる。別の実施形態では、基地局１１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０
２ｄは、ＩＥＥＥ８０２．１５などの無線技術を実装して、ワイヤレスパーソナルエリア
ネットワーク（ＷＰＡＮ）を確立することができる。さらに別の実施形態では、基地局１
１４ｂおよびＷＴＲＵ１０２ｃ、１０２ｄは、セルラベースのＲＡＴ（例えばＷＣＤＭＡ
、ＣＤＭＡ２０００、ＧＳＭ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａなど）を利用して、ピコセルまたはフ
ェムトセルを確立することができる。図１Ａに示すように、基地局１１４ｂは、インター
ネット１１０への直接接続を有することができる。したがって、基地局１１４ｂは、コア
ネットワーク１０６を介してインターネット１１０にアクセスすることは必要とされなく
てよい。
【００１８】
　ＲＡＮ１０４は、コアネットワーク１０６と通信してよく、コアネットワーク１０６は
、音声、データ、アプリケーション、および／またはボイスオーバインターネットプロト
コル（ＶｏＩＰ）サービスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのうちの
１または複数に提供するように構成された、任意のタイプのネットワークとすることがで
きる。例えば、コアネットワーク１０６は、呼制御、料金請求サービス、モバイル位置ベ
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ースサービス、前払い電話、インターネット接続性、ビデオ配信などを提供することがで
き、かつ／または、ユーザ認証など、高レベルのセキュリティ機能を実施することができ
る。図１Ａには示されていないが、ＲＡＮ１０４および／またはコアネットワーク１０６
が、ＲＡＮ１０４と同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを採用する他のＲＡＮと、直接的また
は間接的に通信してもよいことは理解されるであろう。例えば、コアネットワーク１０６
は、Ｅ－ＵＴＲＡ無線技術を利用しているであろうＲＡＮ１０４に接続されるのに加えて
、ＧＳＭ無線技術を採用する別のＲＡＮ（図示せず）と通信してもよい。
【００１９】
　コアネットワーク１０６はまた、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄが
ＰＳＴＮ１０８、インターネット１１０、および／または他のネットワーク１１２にアク
セスするためのゲートウェイとしての働きをすることができる。ＰＳＴＮ１０８は、プレ
ーンオールドテレフォンサービス（ＰＯＴＳ）を提供する回路交換電話網を含んでよい。
インターネット１１０は、ＴＣＰ／ＩＰインターネットプロトコルスイート中の、伝送制
御プロトコル（ＴＣＰ）、ユーザデータグラムプロトコル（ＵＤＰ）、およびインターネ
ットプロトコル（ＩＰ）など、共通の通信プロトコルを使用する相互接続されたコンピュ
ータネットワークおよびデバイスの地球規模のシステムを含んでよい。ネットワーク１１
２は、他のサービスプロバイダによって所有および／または運営される、有線またはワイ
ヤレス通信ネットワークを含んでよい。例えば、ネットワーク１１２は、ＲＡＮ１０４と
同じＲＡＴまたは異なるＲＡＴを採用するであろう１または複数のＲＡＮに接続された、
別のコアネットワークを含んでよい。
【００２０】
　通信システム１００中のＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄのいくつか
または全ては、マルチモード能力を備えることができる。すなわち、ＷＴＲＵ１０２ａ、
１０２ｂ、１０２ｃ、１０２ｄは、種々のワイヤレスリンクを介して種々のワイヤレスネ
ットワークと通信するために、複数の送受信機を備えることができる。例えば、図１Ａに
示すＷＴＲＵ１０２ｃは、セルラベースの無線技術を採用するであろう基地局１１４ａと
、また、ＩＥＥＥ８０２無線技術を採用するであろう基地局１１４ｂと、通信するように
構成されてよい。
【００２１】
　図１Ｂに、図１Ａに示した通信システム１００内で使用できる例示的なＷＴＲＵ１０２
を示す。図１Ｂに示すように、ＷＴＲＵ１０２は、プロセッサ１１８、送受信機１２０、
送受信要素（例えばアンテナ）１２２、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２
６、表示装置／タッチパッド１２８、非取外し可能メモリ１３０、取外し可能メモリ１３
２、電源１３４、全地球測位システム（ＧＰＳ）チップセット１３６、および周辺装置１
３８を備えてよい。ＷＴＲＵ１０２が、実施形態との整合性を維持しながら前述の要素の
任意のサブコンビネーションを備えてよいことは理解されるであろう。
【００２２】
　プロセッサ１１８は、汎用プロセッサ、専用プロセッサ、従来型プロセッサ、ディジタ
ル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、マイクロプロセッサ、ＤＳＰコアに関連する１または複数
のマイクロプロセッサ、コントローラ、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（
ＡＳＩＣ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）回路、集積回路（ＩＣ
）、状態機械などとすることができる。プロセッサ１１８は、信号符号化、データ処理、
電力制御、入出力処理、および／または、ＷＴＲＵ１０２がワイヤレス環境で動作できる
ようにする他の任意の機能を実施することができる。プロセッサ１１８は送受信機１２０
に結合されてよく、送受信機１２０は送受信要素１２２に結合されてよい。図１Ｂではプ
ロセッサ１１８と送受信機１２０とを別々のコンポーネントとして描いているが、プロセ
ッサ１１８と送受信機１２０とは共に電子パッケージまたはチップ中で統合されてもよい
。
【００２３】
　送受信要素１２２は、エアインタフェース１１６を介して基地局（例えば基地局１１４
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ａ）との間で信号を送信または受信するように構成されてよい。例えば、一実施形態では
、送受信要素１２２は、ＲＦ信号を送信および／または受信するように構成されたアンテ
ナとすることができる。別の実施形態では、送受信要素１２２は、例えばＩＲ、ＵＶ、ま
たは可視光信号を送信および／または受信するように構成された、エミッタ／検出器とす
ることができる。さらに別の実施形態では、送受信要素１２２は、ＲＦ信号と光信号の両
方を送受信するように構成されてよい。送受信要素１２２は、任意の組合せのワイヤレス
信号を送信および／または受信するように構成されてよい。
【００２４】
　加えて、図１Ｂでは送受信要素１２２が単一の要素として描かれているが、ＷＴＲＵ１
０２は、任意の数の送受信要素１２２を備えてよい。より具体的には、ＷＴＲＵ１０２は
、ＭＩＭＯ技術を採用することができる。したがって、一実施形態では、ＷＴＲＵ１０２
は、エアインタフェース１１６を介してワイヤレス信号を送受信するために、２つ以上の
送受信要素１２２（例えば複数のアンテナ）を備えることができる。
【００２５】
　送受信機１２０は、送受信要素１２２によって送信されることになる信号を変調し、送
受信要素１２２によって受信された信号を復調するように構成されてよい。上記のように
、ＷＴＲＵ１０２は、マルチモード能力を有することができる。したがって、送受信機１
２０は、ＷＴＲＵ１０２が複数のＲＡＴ（例えばＵＴＲＡおよびＩＥＥＥ８０２．１１な
ど）を介して通信できるようにするために、複数の送受信機を備えることができる。
【００２６】
　ＷＴＲＵ１０２のプロセッサ１１８は、スピーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１
２６、および／または、表示装置／タッチパッド１２８（例えば液晶表示装置（ＬＣＤ）
表示ユニットもしくは有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）表示ユニット）に結合されてよく
、これらからユーザ入力データを受け取ることができる。プロセッサ１１８はまた、スピ
ーカ／マイクロホン１２４、キーパッド１２６、および／または、表示装置／タッチパッ
ド１２８にユーザデータを出力することができる。加えて、プロセッサ１１８は、非取外
し可能メモリ１３０および／または取外し可能メモリ１３２など、任意のタイプの適切な
メモリからの情報にアクセスすること、およびそのようなメモリにデータを記憶すること
ができる。非取外し可能メモリ１３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取専用
メモリ（ＲＯＭ）、ハードディスク、または他の任意のタイプのメモリ記憶デバイスを含
んでよい。取外し可能メモリ１３２は、加入者識別モジュール（ＳＩＭ）カード、メモリ
スティック、セキュアディジタル（ＳＤ）メモリカードなどを含んでよい。他の実施形態
では、プロセッサ１１８は、サーバやホームコンピュータ（図示せず）上のメモリなど、
ＷＴＲＵ１０２上に物理的に位置しないメモリからの情報にアクセスすること、およびそ
のようなメモリにデータを記憶することができる。
【００２７】
　プロセッサ１１８は、電源１３４から電力を受け取ることができ、ＷＴＲＵ１０２中の
他のコンポーネントへの電力を分配および／または制御するように構成されてよい。電源
１３４は、ＷＴＲＵ１０２に電力を供給するための任意の適切なデバイスとすることがで
きる。例えば、電源１３４は、１または複数の乾電池バッテリ（例えばニッケルカドミウ
ム（ＮｉＣｄ）、ニッケル亜鉛（ＮｉＺｎ）、ニッケル金属水素化物（ＮｉＭＨ）、リチ
ウムイオン（Ｌｉ－ｉｏｎ）など）、太陽電池、燃料電池などを含んでよい。
【００２８】
　プロセッサ１１８は、ＧＰＳチップセット１３６にも結合されてよく、ＧＰＳチップセ
ット１３６は、ＷＴＲＵ１０２の現在位置に関する位置情報（例えば経度と緯度）を提供
するように構成されてよい。ＧＰＳチップセット１３６からの情報に加えて、またはそれ
に代えて、ＷＴＲＵ１０２は、基地局（例えば基地局１１４ａ、１１４ｂ）からエアイン
タフェース１１６を介して位置情報を受信することができ、かつ／または、２つ以上の近
隣基地局から受信されている信号のタイミングに基づいてその位置を決定することができ
る。ＷＴＲＵ１０２は、実施形態との整合性を維持しながら、任意の適切な位置決定方法
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を用いて位置情報を取得することができる。
【００２９】
　プロセッサ１１８はさらに、他の周辺装置１３８にも結合されてよく、周辺装置１３８
は、追加の特徴、機能、および／または有線もしくはワイヤレス接続性をもたらす、１ま
たは複数のソフトウェアおよび／またはハードウェアモジュールを含んでよい。例えば、
周辺装置１３８は、加速度計、電子コンパス、衛星送受信機、ディジタルカメラ（写真ま
たはビデオ用）、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）ポート、振動デバイス、テレビジ
ョン送受信機、ハンズフリーヘッドセット、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）モジュール
、周波数変調（ＦＭ）無線ユニット、ディジタル音楽プレーヤ、メディアプレーヤ、ビデ
オゲームプレーヤモジュール、インターネットブラウザなどを含んでよい。
【００３０】
　図１Ｃに、図１Ａに示した通信システム１００内で使用できる例示的なＲＡＮ１０４お
よび例示的なコアネットワーク１０６を示す。上記のように、ＲＡＮ１０４は、Ｅ－ＵＴ
ＲＡ無線技術を採用して、エアインタフェース１１６を介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２
ｂ、１０２ｃと通信することができる。ＲＡＮ１０４はまた、コアネットワーク１０６と
通信することができる。
【００３１】
　ＲＡＮ１０４は、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃを含んでよいが、ＲＡＮ１０４
が実施形態との整合性を維持しながら任意の数のｅＮＢを含んでよいことは理解されるで
あろう。ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃはそれぞれ、エアインタフェース１１６を
介してＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃと通信するために、１または複数の送受信
機を備えることができる。一実施形態では、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｍ
ＩＭＯ技術を実装することができる。したがって、例えばｅＮＢ１４０ａは、複数のアン
テナを使用して、ＷＴＲＵ１０２ａとの間でワイヤレス信号を送受信することができる。
【００３２】
　各ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、特定のセル（図示せず）に関連してよく、
無線リソース管理決定、ハンドオーバ決定、アップリンクおよび／またはダウンリンクに
おけるユーザのスケジューリングなどを処理するように構成されてよい。図１Ｃに示すよ
うに、ｅＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃは、Ｘ２インタフェースを介して相互と通信
することができる。
【００３３】
　図１Ｃに示すコアネットワーク１０６は、モビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）１４
２、サービングゲートウェイ１４４、およびパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）ゲー
トウェイ１４６を含んでよい。前述の各要素はコアネットワーク１０６の一部として描か
れているが、これらの要素のいずれか１つがコアネットワークオペレータ以外のエンティ
ティによって所有および／または運営されてもよいことは理解されるであろう。
【００３４】
　ＭＭＥ１４２は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ１０４中の各ｅＮＢ１４２ａ、１
４２ｂ、１４２ｃに接続されてよく、制御ノードとしての働きをすることができる。例え
ば、ＭＭＥ１４２は、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのユーザを認証すること、
ベアラをアクティブ化／非アクティブ化すること、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２
ｃの最初のアタッチ中に特定のサービングゲートウェイを選択することなどを担うことが
できる。ＭＭＥ１４２はまた、ＲＡＮ１０４と、ＧＳＭやＷＣＤＭＡなど他の無線技術を
採用する他のＲＡＮ（図示せず）との間で切り替えるための制御プレーン機能を提供する
こともできる。
【００３５】
　サービングゲートウェイ１４４は、Ｓ１インタフェースを介してＲＡＮ１０４中の各ｅ
ＮＢ１４０ａ、１４０ｂ、１４０ｃに接続されてよい。サービングゲートウェイ１４４は
一般に、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃとの間でユーザデータパケットをルーテ
ィングおよび転送することができる。サービングゲートウェイ１４４はまた、ｅＮＢ間ハ
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ンドオーバ中にユーザプレーンをつなぎ留めること、ダウンリンクデータがＷＴＲＵ１０
２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに利用可能なときにページングをトリガすること、ＷＴＲＵ１
０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃのコンテキストを管理および記憶することなど、他の機能を
実施することもできる。
【００３６】
　サービングゲートウェイ１４４はまた、ＰＤＮゲートウェイ１４６に接続されてよく、
ＰＤＮゲートウェイ１４６は、インターネット１１０などのパケット交換ネットワークへ
のアクセスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１
０２ｂ、１０２ｃとＩＰ対応デバイスとの間の通信を容易にすることができる。
【００３７】
　コアネットワーク１０６は、他のネットワークとの通信を容易にすることができる。例
えば、コアネットワーク１０６は、ＰＳＴＮ１０８などの回路交換ネットワークへのアク
セスをＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供して、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ
、１０２ｃと従来の陸線通信デバイスとの間の通信を容易にすることができる。例えば、
コアネットワーク１０６は、コアネットワーク１０６とＰＳＴＮ１０８との間のインタフ
ェースとしての働きをするＩＰゲートウェイ（例えばＩＰマルチメディアサブシステム（
ＩＭＳ）サーバ）を含むか、またはそのようなＩＰゲートウェイと通信することができる
。加えて、コアネットワーク１０６は、他のサービスプロバイダによって所有および／ま
たは運営される他の有線またはワイヤレスネットワークを含みうるネットワーク１１２へ
のアクセスを、ＷＴＲＵ１０２ａ、１０２ｂ、１０２ｃに提供することができる。
【００３８】
　ＧＰＳ技術および／または関連する標準は、デバイス間における近接ベースの発見およ
び通信を可能にするための、かつ、将来のより進歩した多数の近接ベースのアプリケーシ
ョンおよびサービスを促進するための、最適なプラットフォームになる好機を有する。
【００３９】
　近接ベースのサービスには、かなりの関心が持たれてきた。デバイス（継続的なネット
ワーク制御下で近接している、かつ／または３ＧＰＰ　ＬＴＥネットワークカバレッジ下
にある）の間における、オペレータネットワーク制御による発見および通信に関して、使
用事例が研究されつつあり、潜在的な要件および機能が識別されつつある。３ＧＰＰ近接
ベースのサービスは、以下の目的で可能にすることができる。すなわち、商業／ソーシャ
ル使用、ネットワークオフローディング、公共安全、および現行インフラストラクチャサ
ービスの統合（到達可能性およびモビリティの側面を含めたユーザ体験の一貫性を保証す
るための）、ならびに、進化型ユニバーサルモバイルテレコミュニケーションズシステム
地上無線アクセスネットワーク（ＥＵＴＲＡＮ）カバレッジがない場合の公共安全（地域
的規制およびオペレータポリシに従った、かつ、公共安全に指定される特定の周波数帯域
および端末に限定された）の目的である。
【００４０】
　これらの近接ベースのサービスの一般的なシナリオは、ＷＴＲＵ近接発見と、発見可能
または接触可能または会話可能になることに対するＷＴＲＵ同意と、近接ＷＴＲＵ－ｔｏ
－ＷＴＲＵ（すなわちｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄ）通信と、発見および発見可能性および後続
の通信形式に対する、ネットワークまたはオペレータによる制御可能性およびポリシと、
を含むことがある。
【００４１】
　図２Ａに、相互に近接する２つのＷＴＲＵ２０５1および２０５2による、それぞれの進
化型Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮＢ）２１０1および２１０2を介した、コアネットワーク（ＣＮ）
ノード２１５（例えばサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）またはパケットデータネットワ
ーク（ＰＤＮ）ゲートウェイ（ＰＧＷ））への通信の例を示す。ＷＴＲＵ２０５同士がた
またま相互に近くなったならば、これらのＷＴＲＵ２０５間のどんな通信も、ＣＮノード
２１５を介してルーティングされなければならないであろう。
【００４２】



(11) JP 6571732 B2 2019.9.4

10

20

30

40

50

　近接の検討項目（ＳＩ）の導入により、近接ＷＴＲＵ間の通信を、直接（例えば一定距
離内の認可／無認可スペクトル中の直接無線パス）または間接（ネットワーク要素経由（
セル内／間、または、ｅＮＢもしくはＳＧＷ内／間など））等の、他のパスをとるように
向上させることができ、これはネットワークまたはオペレータによって制御することがで
きる。
【００４３】
　図２Ｂに、ｅＮＢ２２５を介してローカルにルーティングされる２つのＷＴＲＵ２２０

1および２２０2間の近接通信のためのデータパスの例を示す。
【００４４】
　図２Ｃに、エアインタフェースを直接介した直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵデータパス
２３０の例を示す。
【００４５】
　近接サービスデータパス選択（直接、またはインフラストラクチャ中の何らかのパスを
介した間接）は、無線もしくはネットワークカバレッジ、負荷条件、または、ネットワー
クもしくはオペレータにより設定されたポリシによって決定することができる。近接ベー
スのサービスは、ネットワーク共有展開においてサポートすることができる。
【００４６】
　様々な技法を使用して、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ近接サービスを可能にすることに対
する１または複数の困難に対処することができる。例えば、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接
続またはベアラの場合のページングプロシージャは、現在のＳ１ページングプロシージャ
とは異なる可能性がある。ＷＴＲＵのうちの１つは、それが他方のＷＴＲＵへのデータを
持っていることを何とかしてＭＭＥに通知する必要があることがあり、この他方のＷＴＲ
Ｕは、アイドルモードであるかもしれず、また、別のＭＭＥのカバレッジ下にあるかもし
れない。また、現在のページングプロシージャは、リソースのいくらかまたは全てをセッ
トアップする（例えばＷＴＲＵとネットワークとの間の全ての既存の進化型パケットシス
テム（ＥＰＳ）ベアラを戻す）ことがある。しかし、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接続の場
合、これは必要なくてよく、リソース、または直接通信に必要なリソースをセットアップ
すればよく、したがって、このプロシージャは修正する必要があろう。さらに、ＭＭＥは
、ＷＴＲＵをページングしてその位置を決定することができる。したがって、おそらくユ
ーザプレーンを確立するためではなくセルレベルの位置を決定するだけのためにＷＴＲＵ
を接続モードにするためのメカニズムを定義することができる。
【００４７】
　ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信が開始する前に、両方のＷＴＲＵは、相互を発見し、そ
れらが直接通信可能なくらい十分に近いと判定することができる。このタイプの発見は、
プロトコルスタック中のいくつかのレベルまたはレイヤで可能とすることができる。ＮＡ
Ｓ方法を実施してＷＴＲＵを発見することができる。したがって、発見近接関連情報をネ
ットワークに送るための種々のＮＡＳプロシージャを定義することができる。発見プロシ
ージャは、ネットワークまたはＷＴＲＵによって開始されてよく、ケースごとに異なる場
合がある。さらに、この発見はまた、ＷＴＲＵがＷＴＲＵのグループを発見できるケース
に、または両方のＷＴＲＵが異なる公衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）に属する
場合のあるケースに拡張させることができる。両方のケースで、ＷＴＲＵがグループを発
見するため、グループに参加するため、またはグループを離脱するための方法を定義する
ことができる。さらに、近接グループ（以下、近接サービス（ＰｒｏＳｅ）グループと呼
ぶ）を動的に形成し解散させることができる。このようなグループの属性が何であるか、
このようなグループがどのように形成されるか、誰がいつどのようにグループの形成をト
リガしたかについて、決定を行うことができる。
【００４８】
　いくつかのサービスを可能にするために通常リストすることのできる規則およびポリシ
がありうる。いくつかのまたはあらゆるサービスは、使用を可能にするためにＣＮによっ
て検証できる規則および条件を有してよい。近接は、規則およびポリシを定義する必要が
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ある可能性のあるもう１つのサービスとすることができ、したがって、ネットワークは、
そのようなサービスを制御することができ、様々な基準に基づいてその使用に料金を課す
ことが可能であってよい。
【００４９】
　近接サービスニーズをリストできるようにするために、関連する規則およびポリシが必
要であろう。これらの規則は、種々の要因（例えば、ＷＴＲＵ位置、加入、ＰＬＭＮ、優
先ユーザなど）を考慮することができる。
【００５０】
　非常時の近接シナリオの場合は、緊急状況の間に送達されるかまたは公衆サービスに使
用されるように近接サービスを使用することに対して、規則およびポリシの別個のセット
を適用することができる（例えば警察隊員のためのＤ２Ｄ通信）。ＷＴＲＵとネットワー
クの両方で、何らかの異常アクションがあることがある。したがって、異常規則およびア
クションの概要をまとめることができる。
【００５１】
　これらの規則は、種々のノード（例えばｅＮＢ、ＭＭＥ、ＷＴＲＵなど）において施行
することができる。また、これらの規則をＷＴＲＵとネットワークとの間で交換するため
のメカニズムがあってよく、したがって、これらの規則を交換するためのプロシージャを
定義することが望ましいであろう。
【００５２】
　オペレータはこのサービスを導入するために収益を必要とするので、特にオペレータに
とっては、課金は重要な側面であろう。したがって、通信方法（例えば、直接、またはＲ
ＡＮ経由、またはＲＡＮよりも上のノード経由）に応じて、課金を適用できるための方法
を定義することができる。
【００５３】
　直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラまたはＰＤＮ接続をセットアップできる方法とし
て、種々の方法がありうる。このベアラは、一方のＷＴＲＵから開始することができ、他
方のＷＴＲＵまでずっと続くことができる。ネットワークがどのようにこのＷＴＲＵ－ｔ
ｏ－ＷＴＲＵベアラを確立するか、および関与するＷＴＲＵの能力に応じて、このベアラ
は、２つのＷＴＲＵ間の直接ベアラである場合もあり、または、このベアラのパス中に何
らかの中間ＲＡＮまたはＣＮノードがある場合もある。
【００５４】
　図３Ａ（ケース１）に、中間ノードが含まれない直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラ
（すなわちｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラ）を確立する例を示す。図３Ａは、ＷＴＲＵ３０
０1と３００2の両方が直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信をサポートするならば、２つの
ＷＴＲＵ３００1と３００2の間でローカルベアラ３０５を確立できることを示す。このタ
イプのベアラは、２つのＷＴＲＵ３００1と３００2の間の無線ベアラを含むが、両方のＷ
ＴＲＵ中でＮＡＳレベルのベアラコンテキストを依然として有する場合がある。したがっ
て、現在のベアラセットアップのケースのＥＰＳベアラＩＤと同様のＮＡＳ識別子（ＩＤ
）を、このベアラに割り当てることができる。別法としてまたは追加で、この新しいベア
ラは、ＮＡＳコンテキストを有さず、一方のＷＴＲＵ３００1のパケットデータ収束プロ
トコル（ＰＤＣＰ）レイヤから開始して他方のＷＴＲＵ３００2のＰＤＣＰレイヤで終わ
るかまたはその逆である場合がある。このシナリオでは、このベアラをＲＡＢ　ＩＤによ
って識別することができる。
【００５５】
　前述のように、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラは、ＲＡＮまたはＣＮノードの中を通
る場合がある。図３Ｂ（ケース２）に、ｅＮＢまたはホームｅＮＢ（ＨｅＮＢ）の中を通
るＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラの例を示す。このベアラは、２つの無線ベアラ（ＲＡ
Ｂ）３１５1および３１５2を含んでよい。ＲＡＢ３１５1はＷＴＲＵ－２とｅＮＢ／Ｈｅ
ＮＢ３２０との間にあってよく、ＲＡＢ３１５2はＷＴＲＵ－１とｅＮＢ／ＨｅＮＢ３２
０との間にあってよい。このシナリオではどんなＳ１およびＳ５リソースも確立されなく
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てよいので、これらのタイプのベアラは、ＲＡＢ３１５とＳ１ベアラとの間の１対１マッ
ピングを有さなくてよい。その代わり、それぞれのベアラの各側のＲＡＢ３１５間で１対
１マッピングがあってよい（例えば、ＲＡＢ３１５1とｅＮＢ／ＨｅＮＢ３２０との間、
およびＲＡＢ３１５2とｅＮＢ／ＨｅＮＢ３２０との間に、１対１マッピングがあってよ
い）。
【００５６】
　図３Ｃ（ケース３）に、通常のＥＰＳベアラを使用するパス中のｅＮＢまたはＨｅＮＢ
を介してＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接続を確立する例を示す。各ＷＴＲＵは、通常のＰＤ
Ｎ接続を確立することができる（例えば、図３Ｃに示すように、両方のＷＴＲＵがＳ１お
よびＳ５リソースを確立することができる。）しかし、これらのリソースは、ＷＴＲＵ－
ｔｏ－ＷＴＲＵ通信に使用されなくてよい。というのは、データがｅＮＢ／ＨｅＮＢに到
着したとき、ｅＮＢ／ＨｅＮＢは、データをＳ１－Ｕトンネルに送る代わりに、受信側Ｗ
ＴＲＵを接続するＲＡＢに向けてデータをルーティングすることができるからである。ケ
ース３に提示する解決法はまた、ＳＧＷレベルにおける以下のシナリオにも適用すること
ができる。
【００５７】
　図３Ｄ（ケース４）に、２つのＷＴＲＵが２つの異なるｅＮＢ／ＨｅＮＢ３３５1およ
び３３５2のカバレッジ下にあるときに、ＳＧＷ３３０の中を通るｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄ
ベアラを確立する例を示す。このシナリオでは、図３Ｄに示すように、ｅｎｄ－ｔｏ－ｅ
ｎｄベアラは、２つのＲＡＢ３４０1および３４０2と、２つのＳ１－Ｕトンネル３４５1

および３４５2とを含んでよい。ＷＴＲＵ－１とｅＮＢ／ＨｅＮＢ３３５2との間に、ＲＡ
Ｂ３４０2があり、他方のｅＮＢ／ＨｅＮＢ３３５2とＳＧＷ３３０との間に、対応するＳ
１－Ｕ接続がある。また、ＷＴＲＵ－２とＳＧＷ３３０との間にも、同じ構成が存在する
。ＲＡＢとＳ１－Ｕ接続との間には、１対１マッピングがあってよい。また、図３Ｄに示
すように、２つのＳＩ－Ｕトンネル３４５間には、１対１マッピングがあってよい。
【００５８】
　アタッチプロシージャを実施してデバイス間（Ｄ２Ｄ）サービスを得て、Ｄ２Ｄサービ
ス広告および発見を実施するための、方法および装置について述べる。モビリティ管理エ
ンティティ（ＭＭＥ）が、アタッチ要求非アクセス層（ＮＡＳ）メッセージをワイヤレス
送受信ユニット（ＷＴＲＵ）から受け取り、Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵ能力メッセージをＤ２Ｄサ
ーバに送ることができる。Ｄ２Ｄサーバは、Ｄ２ＤサーバがＷＴＲＵにＤ２Ｄサービスを
承認するという条件で、一意のＤ２Ｄデバイス識別子をＭＭＥに送ることができる。ＭＭ
Ｅは、一意のＤ２Ｄデバイス識別子を含むアタッチ受諾ＮＡＳメッセージを、ＷＴＲＵに
送ることができる。Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵは、一般アラートメッセージを、アクセスネットワ
ーク発見および選択機能（ＡＮＤＳＦ）に送ることができ、ＡＮＤＳＦは、Ｄ２Ｄ　ＷＴ
ＲＵに関連付けられたＡＮＤＳＦ管理オブジェクト（ＭＯ）を、新しいＤ２Ｄ発見情報で
更新することができる。Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵは、新しいＤ２Ｄ発見情報を使用して、通信相
手となる別のＷＴＲＵを見つけることができる。
【００５９】
　Ｄ２Ｄ通信のための呼確立を可能にするためのプロシージャ、ならびに、Ｄ２Ｄ通信の
ためのプロトコルスタックアーキテクチャ、オペレータ内（ｅＮＢ内およびｅＮＢ間を含
む）ユニキャストおよびマルチキャストセッションのためのサービス要求プロシージャ、
オペレータ間ユニキャストおよびマルチキャストセッションのためのサービス要求プロシ
ージャ、サービス解体およびＤ２Ｄ登録解除プロシージャについて、本明細書に述べる。
これらのプロシージャは、ネットワークと、Ｄ２Ｄ通信において動作するＷＴＲＵとの両
方に適用可能とすることができる。
【００６０】
　ワイヤレスモバイルデータに対する需要は爆発的に増加し続けており、これは、世界中
で使用されるスマートフォンの数の急増につながっている。遠隔通信業界はこれまで、よ
りよい多元接続と変調と符号化技法およびマルチアンテナ技法とを使用することでスペク
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トル効率の増大をもたらす、より新しい標準によって、需要に応えてきた。
【００６１】
　容量改善のための別の局面は、配置の密度を増大させ、それに対応してセル半径を低減
することによるものであった。加えて、異種トポロジがますます使用されており、この場
合、スモールセル（マイクロ／ピコ／フェムト）がマクロセルと共に配置される。リモー
ト無線ヘッドおよび分散アンテナを使用して屋内カバレッジを改善することもまた急増し
ている。しかし、これらの手法には、制限および欠点がある。スモールセル配置は、モビ
リティイベントの大幅な増加につながり、付随する干渉管理問題は複雑である。上記の技
法の最大の欠点は、大容量インターネットバックホール、電源、および無線周波数（ＲＦ
）機器など、維持しなければならない大量の追加インフラストラクチャが必要なことであ
る。
【００６２】
　可能な代替解決法の１つは、スマートフォン革命の力を創造的なやり方で使用すること
である。スマートフォンは、ますます強力なデバイスになりつつあり、複数の広帯域無線
機およびモデムを備え、大量のデータを処理する能力ならびに複数の同時アプリケーショ
ンを実行する能力を有する。これらのスマートフォンが、必要かつ可能なときに相互と直
接に通信することが可能になれば、従来のセルラ配置と共存できる代替トポロジが生み出
されるであろう。
【００６３】
　このような直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信によって可能になることだが、アドバン
ストトポロジ（ＡＴ）応用例は、ＡＴ中継（ＡＴ－Ｒ）およびＡＴローカルオフロード（
ＡＴ－ＬＯ）を含みうる。ＡＴ－Ｒ応用例では、端末ＷＴＲＵ（Ｔ－ＷＴＲＵ）が、中継
ノードを介してデータをネットワークと交換することができ、中継ノードはヘルパＷＴＲ
Ｕ（Ｈ－ＷＴＲＵ）である。ＡＴ－ＬＯ応用例は、中央ネットワークの制御下で近接する
ＷＴＲＵ間の直接データ通信を可能にすることができる。
【００６４】
　ＡＴ－Ｒ応用例は、容量モードおよびカバレッジモードを含んでよい。容量モードでは
、Ｔ－ＷＴＲＵは、ネットワークに関連付けられ、無線リンク容量を増強しデータ伝送容
量を改善するようＨ－ＷＴＲＵに協力を求める。一方、カバレッジモードでは、Ｔ－ＷＴ
ＲＵは、ネットワークカバレッジ外にあり、Ｈ－ＷＴＲＵに依拠してネットワーク関連付
けを達成することができる。これらのモードは両方とも、低モビリティＷＴＲＵに向けて
想定される。
【００６５】
　ＡＴ－ＬＯ応用例では、近接するＷＴＲＵは、交換される情報のソースとシンクとのい
ずれかとすることができる。ＡＴ－ＬＯ応用例におけるＷＴＲＵ間の無線リンクは、認可
セルラスペクトル、または無認可もしくは軽度認可スペクトルを使用することができる。
【００６６】
　ＷＴＲＵ間の通信は、従来型無線リンク（ＴＲＬ）を介して行われるｅＮＢとＷＴＲＵ
との間の従来の通信とは対照的に、クロスリンク（ＸＬ）と呼ばれる専用チャネル中で行
うことができる。ＸＬは、別個の帯域中にある場合もあり（帯域外解決法）、または、従
来型リンク（ＴＲＬ）と同じ帯域中にある場合もあり、隣接する周波数サブキャリア中に
ある場合すらある。Ｈ－ＷＴＲＵとＴ－ＷＴＲＵは、周波数分割複信（ＦＤＤ）方式と時
分割複信（ＴＤＤ）方式のいずれかで相互と通信することができ、関連する構成はネット
ワークによって定義されてよい。ネットワークは、ＸＬについて粗いリソース割振りを提
供することができ、ＷＴＲＵは、送信タイミング間隔（ＴＴＩ）ごとのリソース割振りを
扱う自由を有することができる。
【００６７】
　ＳＡ１グループにおける近接サービス（ＰｒｏＳｅ）検討項目の導入により、Ｄ２Ｄ通
信は、３ＧＰＰにおける議論の主題となってきた。物理通信が直接にＤ２Ｄデバイス間で
ある「直接パス」も、両デバイスが接続されたｅＮＢを通信が経由できる「ローカルパス
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」も両方とも、ＰｒｏＳｅの範囲内のシナリオである。
【００６８】
　ＰｒｏＳｅの一部として取り組まれるべきいくつかの使用事例がこれまでに定義されて
おり、各使用事例は、システム設計に対する異なる要件セットを提起する。これらは、ソ
ーシャル安全および公共安全の下に大きくカテゴリ化することができる。
【００６９】
　基本的なソーシャル使用事例では、Ｄ２Ｄユーザは、そのユーザグループ（例えば友達
リスト）に属する他のＤ２Ｄユーザを発見することが可能であるとともに他のＤ２Ｄユー
ザによって発見されることが可能であってよく、次いで、Ｄ２Ｄリンクを介してソーシャ
ルネットワークアプリケーションを使用することができる。発見は、どんなＷＴＲＵ位置
情報もなしに実施することができる。公共発見のケースでは、Ｄ２Ｄユーザは、事前許可
を必要とすることなく任意の他のＤ２Ｄユーザによって発見可能であってよい。異なる公
衆陸上モバイルネットワーク（ＰＬＭＮ）での発見の場合、異なるＰＬＭＮに属するＤ２
Ｄユーザは、相互にとって発見可能であってよい。このサブセットは、Ｄ２Ｄユーザがロ
ーミングもしているときである。サービス継続性のために、Ｄ２Ｄユーザは、ユーザによ
って知覚できる劣化なしに、直接パスとインフラストラクチャモードとの間で移行するこ
とができる。ロケーションおよびプレゼンスのために、オペレータは、それらの位置およ
び存在情報をＰｒｏＳｅプロシージャで向上させることができる。
【００７０】
　基本的な公共安全使用事例では、２人の許可された公共安全ユーザが、Ｄ２Ｄリンクを
介して直接に通信することができる。公共安全Ｄ２Ｄユーザは、種々のＤ２Ｄ公共安全ユ
ーザと、同時に複数の１対１のＤ２Ｄセッションを維持することができる。
【００７１】
　Ｄ２Ｄ発見の目的は、デバイス発見およびサービス発見によってそれぞれ達成すること
ができる。デバイス発見（すなわち近傍発見）プロセスは、ユーザデバイスがデバイス識
別に基づいて相互を見つけるように導く。これらのデバイス識別は、物理レイヤシーケン
ス、無線アクセスネットワーク（ＲＡＮ）識別、またはより高いレイヤの識別子の形とす
ることができる。デバイス発見は、デバイス間の物理的通信を伴うことがある。デバイス
（または近傍）発見プロセスにおいて、近傍を探すＷＴＲＵ（近傍を求めるＷＴＲＵ（Ｎ
ＳＷＴＲＵ））は、ネットワークから提供されたスケジュールに基づいて、特定の時間－
周波数リソース中で発見シーケンスを送信することができる。他のＷＴＲＵ（近傍にある
ＷＴＲＵ（ＮＰＷＴＲＵ）は、これらの期間中にリッスンしてこれらのシーケンスを受け
取ることができる。ＮＰＷＴＲＵは、それらの測定値に基づいて、ＮＳＷＴＲＵに直接に
応答し返すこともでき、または、さらに他のアクションのためにネットワークに測定値を
報告し返すこともでき、その後にＷＴＲＵ間の関連付けプロセスが続く。
【００７２】
　各Ｄ２Ｄデバイスは、１または複数のサービスを有することができ、したがって複数の
サービス識別を有することができる。これらのサービス識別は、提供されるサービスのパ
ラメータと共に、サービス発見の一部として発見することができる。サービス発見は、デ
バイスと、別の３ＧＰＰノード、３ＧＰＰネットワーク外の何らかのノードとの間の通信
によって、または、デバイス発見の完了後にデバイス間のサービス情報の直接交換によっ
て、実施することができる。サービス発見は、デバイス発見の前と後のいずれでも行うこ
とができる。
【００７３】
　Ｄ２Ｄ通信を３ＧＰＰ進化型パケットコア（ＥＰＣ）に組み込むために、アーキテクチ
ャ上の向上が必要である。既存のアーキテクチャに対するこれらの変更および追加は、ネ
ットワーク中の多数のＤ２Ｄ対応デバイスの効率的な動作を可能にするため、従来のセル
ラーリンクとのＤ２Ｄリンクの共存を可能にするため、３ＧＰＰ　ＰｒｏＳｅフィーチャ
に向けて想定される全ての配置構成を満たすため、および、３ＧＰＰによって計画される
Ｄ２Ｄ通信についての全てのサービス要件を満たすために、必要な場合がある。
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【００７４】
　図４に、直接モデルの要約図としてのＤ２Ｄアーキテクチャ４００を示す。この直接モ
デルでは、Ｄ２Ｄサーバ４０５が、３ＧＰＰネットワーク境界４１０内に位置することが
できる。Ｄ２Ｄサーバ４０５は、複数のオペレータに共通でありこれらのオペレータによ
って合同で管理される単一のエンティティとして位置してもよく、または、各オペレータ
の領域に部分的に位置する複数のエンティティとして実現されてもよい。
【００７５】
　図５に、直接モデルの展開図としてのＤ２Ｄアーキテクチャ５００を示す。Ｄ２Ｄサー
バ５０５は、Ｄ２Ｄのための直接パス手法とローカルパス手法の両方について、Ｄ２Ｄサ
ービスを管理することができる。Ｄ２Ｄサーバ５０５は、オペレータ内とオペレータ間の
両方のＤ２Ｄサービスを管理することができる。Ｄ２Ｄサービスは、集中型、階層型、ま
たは分散型の管理手法を使用して管理することができる。Ｄ２Ｄサーバ５０５の物理的位
置は、使用されるＤ２Ｄ管理手法のタイプに依存する場合がある。集中型手法では、全て
のオペレータにわたる３ＧＰＰネットワーク全体に対するＤ２Ｄサーバ５０５が、１つの
エンティティ中に位置してよい。階層型手法では、Ｄ２Ｄサーバは、異なる領域ごとに複
製されてよく（領域は、ＰＬＭＮとして、またはＰＬＭＮ内のＭＭＥプールなどとして定
義することができる）、より高いレベルのＤ２Ｄサーバエンティティによって協調がとら
れてよい。複数の階層レベルが可能である。分散型手法では、複数のピアＤ２Ｄエンティ
ティが、種々の領域に位置することができ、必要時に相互と通信することができる。
【００７６】
　呼確立プロシージャについて、本明細書に述べる。最初に、制御プレーンとデータプレ
ーンの両方についてのプロトコルスタックアーキテクチャについて述べ、その後、ｅＮＢ
内およびｅＮＢ間、オペレータ内およびオペレータ間、ユニキャストおよびマルチキャス
トを含めた複数のシナリオの場合のサービス要求プロシージャについて述べる。
【００７７】
　図６に、直接パスの場合の、２つのＤ２Ｄ　ＷＴＲＵ（すなわちＤ２Ｄ－ＷＴＲＵ－１
とＤ２Ｄ－ＷＴＲＵ－２）の間のＤ２ＤベアラについてのＤ２Ｄプロトコルスタック図を
示す。このシナリオでは、Ｄ２Ｄ－ＷＴＲＵ－１は、ｅＮＢ－１およびＭＭＥ－１に関連
してよく、Ｄ２Ｄ－ＷＴＲＵ－２は、ｅＮＢ－２およびＭＭＥ－２に関連してよい。
【００７８】
　Ｄ２Ｄベアラについての制御プレーン終端は、ＬＴＥ　Ｒ８／Ｒ１０（中継なし）と同
様とすることができる。無線リソース制御（ＲＲＣ）レイヤはｅＮＢで終端することがで
き、非アクセス層（ＮＡＳ）レイヤはＭＭＥで終端することができる。データプレーンレ
イヤは、対応するＤ２Ｄ　ＷＴＲＵ中で終端することができる。データプレーンについて
のプロトコルレイヤは、ｅＮＢでは維持されなくてよい。ローカルパスの場合は、制御プ
レーンとデータプレーンの両方のプロトコルスタック終端ポイントは、ＬＴＥ　Ｒ８／Ｒ
１０と同様とすることができる。
【００７９】
　サービス発見およびデバイス発見の後、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、サービス要求プロシー
ジャを使用してＤ２Ｄサービスを確立することができる。ＭＭＥに送られるサービス要求
メッセージは、サービスタイプ（「Ｄ２Ｄのみ」または「ベースラインおよびＤ２Ｄ」）
、ならびにＤ２Ｄサービスが１人のユーザに対するものかユーザのグループに対するもの
かなど、プロセスを補助できる情報を含んでよい。Ｄ２Ｄサービスが何人のユーザを対象
とするかに応じて、Ｄ２ＤユニキャストサービスまたはＤ２Ｄマルチキャストサービスを
確立することができる。個々のユーザがどこでネットワークに接続されているかに応じて
、Ｄ２Ｄサービスは、ｅＮＢ内、ｅＮＢ間、またはＰＬＭＮ間サービスとすることができ
る。サービスを確立するためのプロシージャは、上記のケースの各々で異なる場合がある
。まず、ターゲットＷＴＲＵが遊休である場合、これらを最初に必要に応じてページング
および接続確立プロシージャを介してＲＲＣ接続状態にすることができると仮定する。
【００８０】
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　最初に、サービス要求の中のＤ２Ｄサービス関連パラメータをＭＭＥが調べて、ターゲ
ットＷＴＲＵが同じＭＭＥに属するかどうか判定することができる。Ｄ２ＤサービスがＭ
ＭＥ内である場合は、ターゲットｅＮＢ情報もまたＭＭＥにおいて利用可能とすることが
できる。ターゲットがＭＭＥ内にあることが見出されない場合は、パラメータをＤ２Ｄサ
ーバに送ることができる。Ｄ２Ｄサーバは、ターゲットＷＴＲＵが現在アタッチしている
ＭＭＥの識別（ＭＭＥのＩＰアドレスなど）を有することができ、Ｄ２Ｄサーバはまた、
このサービスがＰＬＭＮ間動作を必要とするかどうか検証することができる。
【００８１】
　Ｄ２Ｄサービスのために、新しい種類のＥＰＳベアラ（すなわちＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラ
）を確立することができる。Ｄ２Ｄサービスではデータを直接パスまたはローカルパス上
で交換できるので、Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラは、ｅＮＢとサービングゲートウェイ（ＳＧＷ
）との間のＳ１インタフェース、およびＳＧＷとパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）
ゲートウェイ（ＰＧＷ）との間のＳ５／Ｓ８インタフェースを有さなくてよい。
【００８２】
　図７に、通常のＥＰＳベアラと、Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラとを対比させて示す。ユーザ間
の直接パスのための無線ベアラ確立は、ベースラインＬＴＥシステムと同様とすることが
できる。関連するｅＮＢは、互換性のある構成を有する無線ベアラをＤ２Ｄピア上で確実
に確立できるようにすることを担うことができる。例えば、このＤ２Ｄサービスのために
ＷＴＲＵによって使用される無線ベアラ識別（ＩＤ）、ＴＤＤ構成、最大許容データレー
ト、変調符号化方式（ＭＣＳ）などが合致しうる。既存のＸ２インタフェースに対する変
更を回避するために、通信／協調は、ＭＭＥ間レベルとすることができる。複数のオペレ
ータからｅＮＢ間のＸ２インタフェースに何らかの変更があるならば、ｅＮＢは、相互と
通信して協調を実施することができる。
【００８３】
　ｅＮＢ内ユニキャストＤ２Ｄサービスでは、関与する２人のユーザは、同じｅＮＢのカ
バレッジ下にある。サービス要求メッセージには、ターゲットであるＷＴＲＵのＤ２Ｄデ
バイス識別子、および一時サービス名が含まれてよい。当該ｅＮＢは、両方のＷＴＲＵの
能力を意識しており、それらのＤ２Ｄベアラを相応に構成することが可能であってよい。
Ｓ１およびＳ５インタフェースのない新しいタイプのＥＰＳベアラを使用して、２人のユ
ーザ間のＤ２Ｄサービスを表すことができる。
【００８４】
　図８は、第１のＷＴＲＵ８０５、第２のＷＴＲＵ８１０、ｅＮＢ８１５、ＭＭＥ／ＳＧ
Ｗ８２０、Ｄ２Ｄサーバ８２５、およびアプリケーションサーバ（ＡＳ）８３０を含むワ
イヤレス通信システム８００における、ｅＮＢ内ユニキャストＤ２Ｄサービス要求プロシ
ージャの流れ図である。ＷＴＲＵ８０５がＷＴＲＵ８１０とのＤ２Ｄサービスを持ちたい
とき、ＷＴＲＵ８０５は、ＷＴＲＵ８１０のＤ２ＤデバイスＩＤと一時サービス名とを含
むサービス要求８３５を、ｅＮＢ８１５を介してＭＭＥ／ＳＧＷ８２０に送ることができ
る。ＭＭＥ／ＳＧＷ８２０は、Ｄ２Ｄサービス要求８３５をＤ２Ｄサーバ８２５に転送す
ることができる。Ｄ２Ｄサーバ８２５は、ポリシおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）８４０
と共にＤ２Ｄサービス要求８３５を承諾し、ターゲットＷＴＲＵのＭＭＥのＩＤをソース
ＭＭＥに送ることができる（８４５）。このケースでは、ＷＴＲＵ８１０に対するＭＭＥ
は、ＷＴＲＵ８０５に対するＭＭＥ／ＳＧＷと同じ（すなわちＭＭＥ／ＳＧＷ８２０）と
することができる。ＭＭＥ／ＳＧＷ８２０は、ＷＴＲＵ８１０がＷＴＲＵ８０５と同じｅ
ＮＢのカバレッジ下にあると判定することができ、したがって、ＷＴＲＵ８０５と８１０
との間のデフォルトＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラをセットアップするための無線構成を実施する
ようｅＮＢ８１５に通知することができる。ｅＮＢ８１５は、無線ベアラ（ＲＢ）再構成
プロシージャを使用して、ＷＴＲＵ８０５と８１０の両方について無線を構成することが
できる。デフォルトＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラが確立された後は、ソースＭＭＥは、Ｄ２Ｄサ
ービスが他の専用Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラを必要とする場合に、同様のやり方でそれらを確
立することができる。
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【００８５】
　必要なＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラが確立された後、ソースＭＭＥ／ＳＧＷ（ＭＭＥ／ＳＧＷ
８２０）は、メッセージ８５０をＤ２Ｄサーバ８２５に送って、ＷＴＲＵ８０５と８１０
との間の直接パスが利用可能であることを示すことができる。Ｄ２Ｄサーバ８２５は、こ
の情報をメッセージ８５５としてＡＳ８３０に転送することができる。ＡＳ８３０は、Ｗ
ＴＲＵ８０５および８１０へのアプリケーションレイヤシグナリングを介して、この時点
の後で直接パスを使用することになるＷＴＲＵ８０５および８１０上のアプリケーション
を制御するのを開始することができる。
【００８６】
　図９Ａおよび９Ｂは共に、ワイヤレス通信システム９００中のｅＮＢ間のＸ２インタフ
ェース上でのｅＮＢ協調を伴う、ｅＮＢ間／ＭＭＥ間Ｄ２Ｄサービス要求プロシージャの
信号流れ図である。図９Ａに示すように、ワイヤレス通信システム９００は、ＷＴＲＵ９
０５、第２の２ＴＲＵ９１０、ソースｅＮＢ９１５、ターゲットｅＮＢ９２０、ソースＭ
ＭＥ／ＳＧＷ９２５、ターゲットＭＭＥ／ＳＧＷ９３０、Ｄ２Ｄサーバ９３５、およびア
プリケーションサーバ（ＡＳ）９４０を含んでよい。ｅＮＢ間ユニキャストでは、ＷＴＲ
Ｕ９０５および９１０は、異なるｅＮＢ９１５および９２０に接続されてよく、２つの異
なるＭＭＥ／ＳＧＷ９２５および９３０を伴ってよい（ＭＭＥ／ＳＧＷ間）。この２つの
ｅＮＢ９１５と９２０との間で、協調が必要であろう。協調は、直接パスについての無線
リソース構成、直接パスについての無線リソーススケジューリング、およびＲＲＣのため
の「マスタ」の確立を含んでよいが、これらに限定されない。
【００８７】
　協調は、ｅＮＢ９１５と９２０との間のＸ２インタフェースが存在すればそれを介して
直接に行われてもよく、または、ＭＭＥ／ＳＧＷ９２５および９３０、ならびにそれらの
間のＳ１０インタフェース（図示せず）を介して行われてもよい。
【００８８】
　このケースでは、ＷＴＲＵ９０５がＷＴＲＵ９１０とのＤ２Ｄサービスを要求したいも
のとすることができる。したがって、ＷＴＲＵ９０５は、ＷＴＲＵ９１０のＤ２Ｄデバイ
スＩＤと一時サービス名とを含むＤ２Ｄサービス要求９４５を、ソースｅＮＢ９１５を介
してＭＭＥ／ＳＧＷ９２５に送ることができる。ソースＭＭＥ／ＳＧＷ９２５は、Ｄ２Ｄ
サービス要求９４５をＤ２Ｄサーバ９３５に転送することができる。Ｄ２Ｄサーバ９３５
は、ＰＣＲＦ９５０と共にＤ２Ｄサービス要求９４５を承諾し、ターゲットＷＴＲＵのＭ
ＭＥ９３０のＩＤをソースＭＭＥ／ＳＧＷ９２５に送ることができる（９５５）。ソース
ＭＭＥ／ＳＧＷ９２５は、ＷＴＲＵ９１０のＤ２ＤデバイスＩＤを含むｅＮＢ　ＩＤ要求
９６０を、ターゲットＭＭＥ９３０に送ることができる。ターゲットＭＭＥ９３０は、タ
ーゲットｅＮＢ９２０のＩＤを含むｅＮＢ　ＩＤ応答９６２で応答し返すことができる。
ソースＭＭＥ／ＳＧＷ９２５は、ターゲットｅＮＢ９２０のＩＤを含むＤ２Ｄ　ＥＰＳベ
アラセットアップ要求９６４を、ソースｅＮＢ９１５に送ることができる。ソースｅＮＢ
９１５は、Ｄ２Ｄリンクに使用されるリソースの提案リストを含むＤ２Ｄセットアップ要
求９６６を、Ｘ２インタフェース上でターゲットｅＮＢ９２０に送ることができる。ター
ゲットｅＮＢ９２０は、マスタになり、ソースｅＮＢ９１５からのリソースの提案リスト
のサブセットを使用することに関する決定を行うことができる（９６８）。ターゲットｅ
ＮＢ９２０は、その決定を搬送するＤ２Ｄセットアップ応答９７０を、Ｘ２インタフェー
ス上でソースｅＮＢ９１５に送り返すことができる。ソースｅＮＢ９１５とターゲットｅ
ＮＢ９２０の両方は、無線構成を実施して、ターゲットｅＮＢ９２０によって指定された
リソースを使用してＷＴＲＵ９０５と９１０との間のデフォルトＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラを
ＲＢ再構成プロシージャに従ってセットアップすることができる。
【００８９】
　デフォルトＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラは、前述のプロシージャによって確立することができ
る。Ｄ２Ｄサービスが他の専用Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラを必要とする場合、ソースＭＭＥ／
ＳＧＷ９２５は、同様のやり方で、またはＤ２ＤデフォルトＥＰＳベアラを使用して、そ
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れらを確立することができる。後者の場合、ソースｅＮＢ９１５およびターゲットｅＮＢ
９２０は、Ｄ２Ｄリンク中のＤ２ＤデフォルトＥＰＳベアラを介して作業の協調をとるこ
とができる。
【００９０】
　図９Ｂに示すように、必要なＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラが確立された後、ソースＭＭＥ／Ｓ
ＧＷ９２５は、メッセージ９８０をＤ２Ｄサーバ９３５に送って、ＷＴＲＵ９０５と９１
０との間の直接パスが利用可能であることを示すことができる。Ｄ２Ｄサーバ９３５は、
メッセージ９８０をＡＳ９４０に転送することができる。ＡＳ９４０は、ＷＴＲＵ９０５
および９１０へのアプリケーションレイヤシグナリングを介して、この時点の後で直接パ
スを使用することになるＷＴＲＵ９０５および９１０上のアプリケーションを制御するの
を開始することができる（９８５）。
【００９１】
　Ｄ２Ｄにおけるマルチキャスト／ブロードキャストサービスでは、全てのユーザが、ス
ケジューリングされているトラフィックの送信側になることができる。ＷＴＲＵは、マル
チキャストＤ２Ｄサービスを要求するために、特定のユーザ識別の代わりに一時サービス
名を含むサービス要求メッセージを送ることができる。ＭＭＥおよびＤ２Ｄサーバの助け
により、ｅＮＢは、それがｅＮＢ内サービスであることを認識することができる。ｅＮＢ
は、無線構成を選択するためおよびＤ２Ｄリンクに関与する全てのＷＴＲＵを相応に構成
するためのプロシージャを使用することができる。ｅＮＢはこれを、リソース使用に基づ
いて最小限の構成で行うこともでき、または、Ｄ２Ｄサーバに依拠して、関与する全ての
ＷＴＲＵの能力に関する知識に基づいて最小限の可能な構成を提供することもでき、相応
に無線構成を実施することができる。互換性のある構成を有する無線ベアラが、全てのユ
ーザに対して確立される。
【００９２】
　マルチキャスト／ブロードキャストの場合の無線リソーススケジューリングは、半持続
的な承諾メカニズムをマルチキャストユーザに拡張することによって実施することができ
る。スケジューリングは、マスタ（例えばｅＮＢ）によって、一定期間の呼スケジューリ
ングウィンドウについて決定することができる。ｅＮＢは、全てのユーザからバッファス
テータスを得ることができ、次いで、各スケジューリングウィンドウの始めに、スケジュ
ールを割り振ることができる。ユーザは、スケジューリングウィンドウの始めに、既存の
サービスへの加入および既存のサービスからの離脱が可能であってよく、その時点で、ｅ
ＮＢはリソースを再割振りすることができる。
【００９３】
　ｅＮＢ間ユニキャストと同様、ｅＮＢ間マルチキャスト／ブロードキャストは、Ｘ２イ
ンタフェースを介した２つのｅＮＢ間の協調を必要とするであろう。Ｄ２Ｄサーバは、Ｗ
ＴＲＵによるＤ２Ｄサービス要求がｅＮＢ間のケースであると認識することができ、サー
ビスに参与する他のＷＴＲＵにどのｅＮＢが関連付けられているかをＷＴＲＵのＭＭＥに
通知することができる。次いで、ＷＴＲＵのｅＮＢは、これらのｅＮＢと通信することが
できる。
【００９４】
　互換性のある構成を有する無線ベアラを、サービスに参与する全てのＷＴＲＵに対して
確立することができる。これは、事前定義済みの最小限の構成によって実施することもで
き、または、Ｄ２Ｄサーバによって、全てのＷＴＲＵの能力に関する知識に基づいて最小
限の可能な構成を提供することによって協調させることもできる。
【００９５】
　エアリソーススケジューリングは、ｅＮＢ内のケースと同じやり方で実施することがで
きる。しかし、ｅＮＢ間のケースでは、スケジューリングは、ｅＮＢ間の協調を必要とす
るであろう。
【００９６】
　オペレータ間Ｄ２Ｄサービスでは、Ｄ２Ｄサーバは、Ｄ２Ｄサービスに関与するＷＴＲ
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Ｕが種々のオペレータからのものであることを意識している。既存のＸ２インタフェース
に対する変更を回避するために、２つのオペレータのネットワーク間の通信／協調は、Ｍ
ＭＥ間レベルとすることができる。また、複数のオペレータからｅＮＢ間のＸ２インタフ
ェースに何らかの変更があるならば、ｅＮＢが相互に話しかけて協調を実施できる可能性
もある。
【００９７】
　図１０Ａおよび１０Ｂは共に、無線通信システム１０００におけるオペレータ間ユニキ
ャストの場合のサービス要求プロシージャの信号流れ図である。図１０Ａに示すように、
ワイヤレス通信システム１０００は、第１のＷＴＲＵ１００５、第２のＷＴＲＵ１０１０
、ソースｅＮＢ１０１５、ターゲットｅＮＢ１０２０、ソースＭＭＥ／ＳＧＷ１０２５、
ターゲットＭＭＥ／ＳＧＷ１０３０、Ｄ２Ｄサーバ１０３５、およびＡＳ１０４０を含ん
でよい。オペレータ間ユニキャストＤ２Ｄサービスを開始するために、ＷＴＲＵ１００５
は、ターゲットＷＴＲＵ１０１０のＤ２Ｄデバイス識別子を含むＤ２Ｄサービス要求１０
４２を、ソースＭＭＥ／ＳＧＷ１０２５に送ることができる。ソースＭＭＥ１０２５は、
Ｄ２Ｄデバイスに関するそれ自体のデータリストをチェックして、ターゲットＷＴＲＵ１
０１０がリスト上にあるかどうか確認することができる。ない場合は、ＭＭＥ／ＳＧＷ１
０２５は、ターゲットＭＭＥ／ＳＧＷ１０３０のＤ２Ｄデバイス識別子をＤ２Ｄサーバ１
０３５に送ることができる。Ｄ２Ｄサーバ１０３５は、Ｄ２ＤデバイスＩＤとＭＭＥ／Ｓ
ＧＷ１０３０との間のマッピングを維持することができ、どのＭＭＥ／ＳＧＷ（ターゲッ
トＭＭＥ／ＳＧＷ１０３０）にターゲットＷＴＲＵ１０１０がアタッチするかをソースＭ
ＭＥ／ＳＧＷ１０２５に通知することができる。
【００９８】
　図１０Ｂに示すように、次いで、ＷＴＲＵ１００５と１０１０との間でデフォルトＤ２
Ｄ　ＥＰＳベアラ１０５０を確立することができ、それに続いて、必要ならいくつかの専
用Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラを確立することができる。例えば、無線ベアラ構成は、最小限の
構成を有するデフォルトベアラの確立を含んでよい。Ｄ２Ｄサーバ１０３５は、マスタと
しての一方のＭＭＥ／ＳＧＷに、ＷＴＲＵ能力を提供することができ、次いでこのＭＭＥ
／ＳＧＷは、スレーブである他方のＭＭＥ／ＳＧＷに構成を示すことができる。次いでこ
れらのＭＭＥ／ＳＧＷは、無線ベアラを確立するために、構成をｅＮＢに渡すことができ
る。ソースＭＭＥ／ＳＧＷ１０２５は、ＷＴＲＵ１００５および１０１０からＷＴＲＵ能
力を取得して、これを、コンテナ中で、ターゲットＭＭＥ／ＳＧＷ１０３０に渡し、さら
にターゲットｅＮＢ１０２０に回すことができ、それにより無線ベアラ構成の協調がとら
れてよい。
【００９９】
　２つのオペレータは、無線構成を協調させることができる。前述のように、この協調は
、ｅＮＢ間レベルとＭＭＥ間レベルのいずれかで実施することができる。ｅＮＢ間レベル
の協調が使用される場合、ソースＭＭＥは、ターゲットＭＭＥに、ターゲットＷＴＲＵの
Ｄ２Ｄデバイス識別子を使用して識別されるよう要求することができる。ターゲットＭＭ
Ｅは、ターゲットｅＮＢを識別する情報をソースＭＭＥに送ることができ、ソースＭＭＥ
は、この情報をソースｅＮＢに転送することができ、それにより、ソースｅＮＢがＸ２イ
ンタフェースを介して誰と協調できるかが、ソースｅＮＢにわかるようにすることができ
る。
【０１００】
　ＭＭＥ間レベルの協調では、ソースＭＭＥは、Ｄ２Ｄリソース要求メッセージをソース
ｅＮＢに送って、Ｄ２Ｄリンクのために利用可能な無線リソースを要求することができる
。ソースｅＮＢは、提案されるＤ２Ｄ無線リソースリストを含むＤ２Ｄリソース応答メッ
セージで、ソースＭＭＥに応答することができる。次いでソースＭＭＥは、Ｓ１０インタ
フェース上でＤ２Ｄセットアップ要求メッセージをターゲットＭＭＥに送って、提案され
るリソースリストでＤ２ＤリンクをセットアップするようターゲットＭＭＥに要求するこ
とができる。ターゲットＭＭＥは、ソースｅＮＢからの提案されるリソースリストを、Ｄ
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２Ｄリソース指示メッセージ中でターゲットｅＮＢに転送することができる。ターゲット
ｅＮＢは、提案されるリソースリストからリソースのサブセットを選択することができ、
Ｄ２Ｄリソース割当てメッセージ中で、その選択でターゲットＭＭＥに応答することがで
きる。このケースでは、マスタになって使用Ｄ２Ｄリソースを選ぶのは、ターゲットｅＮ
Ｂである。別の実施形態では、いくらかの信号変形を伴って、ソースｅＮＢがマスタにな
ることができる。このシナリオを続けるが、ターゲットＭＭＥは、どのリソースを使用で
きるかに関するターゲットｅＮＢの決定を搬送するＤ２Ｄセットアップ応答メッセージを
、Ｓ１０インタフェース上でソースＭＭＥに送り返すことができる。ソースｅＮＢとター
ゲットｅＮＢの両方は、ＲＢ再構成プロシージャを使用して、ソースＷＴＲＵ上とターゲ
ットＷＴＲＵ上の両方の無線インタフェースを、Ｄ２Ｄ通信を実施できるように再構成す
ることができる。ターゲットＭＭＥは、Ｄ２Ｄ無線構成が完了したことの確認をターゲッ
トｅＮＢから受け取った後、Ｓ１０インタフェースのＤ２Ｄセットアップ完了メッセージ
をソースＭＭＥに送って、Ｄ２Ｓ　ＥＰＳベアラセットアップを完了させることができる
。
【０１０１】
　デフォルトＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラは、前述のプロシージャによって確立することができ
る。Ｄ２Ｄサービスが他の専用Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラを必要とする場合、ソースＭＭＥは
、それらを同様のやり方で確立することもでき、または、Ｄ２ＤデフォルトＥＰＳベアラ
を使用することもできる。後者の場合、ソースｅＮＢおよびターゲットｅＮＢは、Ｄ２Ｄ
リンク中のＤ２ＤデフォルトＥＰＳベアラを介してプロセスを協調させることができる。
【０１０２】
　必要なＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラが確立された後、ソースＭＭＥは、メッセージをＤ２Ｄサ
ーバに送って、２つのＷＴＲＵ間の直接パスが利用可能であることを示すことができる。
Ｄ２Ｄサーバは、この情報をＡＳに転送することができる。ＡＳは、アプリケーションレ
イヤシグナリングを介して、この時点の後で直接パスを使用することになる２つのＷＴＲ
Ｕ上のアプリケーションを制御するのを開始することができる。
【０１０３】
　マルチキャスト／ブロードキャストＤ２Ｄサービスプロシージャは、ｅＮＢ間マルチキ
ャスト／ブロードキャストおよびオペレータ間ユニキャストの場合のプロシージャの、組
合せ／修正である。オペレータ間マルチキャスト／ブロードキャストサービスを開始する
ために、ＷＴＲＵは、Ｄ２Ｄサービスの一時サービス名を含むサービス要求メッセージを
、ＭＭＥ（ソースＭＭＥ）に送ることができる。ＭＭＥは、この要求をＤ２Ｄサーバに転
送することができる。Ｄ２Ｄサーバは、このサービスに関与するＷＴＲＵがアタッチする
ＭＭＥを決定することができ、これらのＭＭＥのリストをソースＭＭＥに送ることができ
る。ソースＭＭＥは、リスト上の他のＭＭＥとの通信を介してＤ２Ｄリンクの無線構成に
おいて協調するよう、全てのｅＮＢに通知することができる。ソースｅＮＢと各ターゲッ
トｅＮＢとの間にＸ２インタフェースが存在する場合、ｅＮＢ間の協調はまた、ｅＮＢ間
レベルでＸ２インタフェースを介して達成することもできる。
【０１０４】
　ＷＴＲＵがＤ２Ｄサービスを終了したいとき、ＷＴＲＵは、サービス解体要求をそのＭ
ＭＥに送ることができる。ＭＭＥは、この要求をＤ２Ｄサーバに転送することができる。
Ｄ２Ｄサーバは、関係するエンティティに、このＷＴＲＵに対するＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラ
を除去するよう通知することができる。関係するＤ２Ｄサービスに対して残されたＷＴＲ
Ｕが１つしかない場合、Ｄ２Ｄサーバは、このＷＴＲＵに対するＤ２Ｄサービスの終了、
およびそのサービスに関係するＥＰＳベアラの除去を要求することができる。
【０１０５】
　Ｄ２Ｄサービスを登録解除する前に、ＷＴＲＵは、サービスがこのＷＴＲＵ上でアクテ
ィブである場合はサービス解体プロシージャを実施してサービスを終了することができる
。
【０１０６】
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　ＷＴＲＵは、登録解除したいサービスの一時サービス識別子を含むアプリケーション登
録解除ＮＡＳメッセージをＭＭＥに送ることによって、サービスを登録解除することがで
きる。ＭＭＥは、一時サービス識別子とＷＴＲＵのＤ２Ｄデバイス識別子とを含むこの要
求を、Ｄ２Ｄサーバに送ることができる。Ｄ２Ｄサーバは、このアプリケーションを、こ
のＷＴＲＵの利用可能サービスリストから除去することができる。必要なら、Ｄ２Ｄサー
バは、この変更をＡＳに通知することができる。
【０１０７】
　ＥＰＳは、実質上、接続指向の伝送ネットワークである。ＥＰＳは、２つのエンドポイ
ント（例えばＷＴＲＵとＰＧＷ）間で何らかのトラフィックを送れるようになる前に、こ
れらの間で「仮想」接続の確立を必要とするであろう。ＥＰＳにおいて、この仮想接続は
「ＥＰＳベアラ」と呼ばれ、これは、仮想接続が「ベアラサービス」（すなわち特定のＱ
ｏＳ属性を有するトランスポートサービス）を提供することを強調する用語である。しか
し、２つのＷＴＲＵ間の直接通信へのパラダイムシフトがある可能性、および、これがシ
ステムに対して有する影響がある可能性がある。
【０１０８】
　第１のＷＴＲＵと第２のＷＴＲＵとの間でＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラ／ｅｎｄ－
ｔｏ－ｅｎｄ　ＰＤＮ接続を確立するための方法および装置について述べる。直接ＷＴＲ
Ｕ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラまたはＰＤＮ接続が、一方のＷＴＲＵから開始して他方のＷＴ
ＲＵで終わることができる。このベアラは、２つのＷＴＲＵ間の直接ベアラである場合も
あり、または、ベアラのパス中に何らかの中間ネットワークがある場合もある。
【０１０９】
　ＷＴＲＵ中では、任意の時点で、異なるＱｏＳ要件をそれぞれが有する複数のアプリケ
ーションが実行されていることがある。複数のＱｏＳ要件をサポートするために、ＱｏＳ
にそれぞれ関連付けられる種々のベアラをＥＰＳ内でセットアップすることができる。ベ
アラは、それらが提供できるＱｏＳの性質に基づいて２つのカテゴリに分類することがで
きる。すなわち、最低保証ビットレート（ＧＢＲ）ベアラ、および非ＧＢＲベアラである
。
【０１１０】
　基地局は、無線インタフェースを介して、ベアラに対する必要なＱｏＳを保証すること
ができる。各ベアラは、関連するＱｏＳクラス識別子（ＱＣＩ）と、割振り保持優先順位
（ＡＲＰ）とを有することができる。各ＱＣＩは、優先順位、パケット遅延予算、および
許容可能なパケット損失レートを特徴とすることができる。ＱＣＩは、ベンダが、基礎を
なすサービス特性に関する同じ理解を持つことができ、したがって対応する処理（キュー
管理、条件付け、およびポリシング戦略を含む）を提供することができるように、標準化
されたものとすることができる。ベアラのＡＲＰは、呼許可制御に使用することができ、
また、新規ベアラ確立要求に関するプリエンプションのためのベアラの優先順位付けを管
理することもできる。
【０１１１】
　図１１に、複数のインタフェースにわたるＥＰＳベアラセットアップの例を示す。図１
１に示すように、ＰＧＷ１１０５とＳＧＷ１１１０との間で、Ｓ５／Ｓ８インタフェース
を確立することができ、ＳＧＷ１１１０とｅＮＢ（すなわち基地局）１１１５との間で、
Ｓ１インタフェースを確立することができ、ｅＮＢ１１１５とＷＴＲＵ１１２０との間で
、無線インタフェースを確立することができる。各インタフェースにわたり、ＥＰＳベア
ラを、それ自体のベアラ識別をそれぞれ使用して、より低いレイヤのベアラにマッピング
することができる。各ノードは、その異なるインタフェースにわたるベアラＩＤ間の結合
を常に把握していることができる。
【０１１２】
　ｅＮＢ１１１５は、無線ベアラＩＤとＳ１ベアラとの間の１対１マッピングを記憶して
、この２つの間のマッピングを生み出すことができる。同じＥＰＳベアラにマッピングさ
れるＩＰパケットは、同じベアラレベルのパケット転送処理を受けることができる。異な
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るベアラレベルのＱｏＳフローを提供するには、各ＱｏＳフローにつき別々のＥＰＳベア
ラが確立されてユーザＩＰパケットが種々のＥＰＳベアラにフィルタリングされることが
必要であろう。種々のベアラへのパケットフィルタリングは、トラフィックフローテンプ
レート（ＴＦＴ）に基づくことができる。
【０１１３】
　図１２に、ＷＴＲＵ１２０５、ｅＮＢ１２１０、ＭＭＥ１２１５、ＳＧＷ１２２０、Ｐ
ＧＷ１２２５、およびＰＣＲＦ１２３０を含むワイヤレス通信システム１２００中で実施
されるベアラ確立プロシージャの例示的な信号流れ図を示す。ベアラが確立されるとき、
上に論じたインタフェースの各々にわたるベアラが確立されてよい。ＰＣＲＦ１２３０は
、ベアラの必要ＱｏＳを示すポリシ制御および課金（ＰＣＣ）決定プロビジョンメッセー
ジを、ＰＧＷ１２２５に送ることができる。ＰＧＷ１２２５は、このＱｏＳポリシを使用
して、ベアラレベルＱｏＳパラメータを割り当てることができる。次いでＰＧＷ１２２５
は、ベアラに関連付けられたＱｏＳと、ＷＴＲＵ１２０５中で使用されることになるアッ
プリンクＴＦＴとを含む専用ベアラ生成要求メッセージ１２４０を、ＳＧＷ１２２０に送
ることができる。ＳＧＷ１２２０は、専用ベアラ生成要求メッセージ１２４５（ベアラＱ
ｏＳ、ＵＬ　ＴＦＴ、およびＳ１－ベアラＩＤを含む）をＭＭＥ１２１５に転送すること
ができる。次いでＭＭＥ１２１５は、ＵＬ　ＴＦＴとＥＰＳベアラ識別とを含むセッショ
ン管理構成情報のセットを構築し、これをベアラセットアップ要求メッセージ１２５０に
含めて、ｅＮＢ１２１０に送ることができる。セッション管理構成は、非アクセス層（Ｎ
ＡＳ）情報であり、ｅＮＢ１２１０によってトランスペアレントにＷＴＲＵ１２０５に送
ることができる。
【０１１４】
　ベアラセットアップ要求メッセージ１２５０はまた、ベアラのＱｏＳをｅＮＢ１２１０
に提供することができる。この情報は、呼許可制御のためにｅＮＢ１２１０によって使用
されてよく、また、ユーザのＩＰパケットの適切なスケジューリングによって必要ＱｏＳ
を保証することもできる。ｅＮＢ１２１０は、ＥＰＳベアラＱｏＳを無線ベアラＱｏＳに
マッピングすることができ、ＲＲＣ接続再構成メッセージ１２５５（無線ベアラＱｏＳ、
セッション管理構成、およびＥＰＳ無線ベアラ識別を含む）をＷＴＲＵ１２０５にシグナ
リングして、無線ベアラをセットアップすることができる。ＲＲＣ接続再構成メッセージ
１２５５は、無線インタフェースに関する全ての構成パラメータを含んでよい。これは、
レイヤ２（パケットデータ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）、無線リンク制御（ＲＬＣ）、お
よび媒体アクセス制御（ＭＡＣ）パラメータ）の構成のためであり、また、ＷＴＲＵ１２
０５がプロトコルスタックを開始するためのレイヤ１パラメータの構成のためでもある。
次いで、上記のパスに沿ったノード（ただしＷＴＲＵ１２０５からＰＣＲＦ１２３０に戻
る逆方向の）は、対応する応答メッセージ（ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ１２６０）
を生成して、ベアラが正しくセットアップされたことを確認することができる。
【０１１５】
　ＰＧＷ１２２５は、ＷＴＲＵ１２０５に対するＩＰアドレス割振り、ならびに、ＰＣＲ
Ｆ１２３０からの規則に従ったＱｏＳ施行およびフローベースの課金を担うことができる
。ＰＧＷ１２２５は、ダウンリンクユーザＩＰパケットを種々のＱｏＳベースベアラにフ
ィルタリングするのを担うことができる。これは、ＴＦＴに基づいて実施することができ
る。ＰＧＷ１２２５は、保証ビットレート（ＧＢＲ）ベアラに対するＱｏＳ施行を実施す
ることができる。
【０１１６】
　２つのＷＴＲＵ間の直接通信へとパラダイムが変化するのに伴い、新しいｅｎｄ－ｔｏ
－ｅｎｄベアラ概念の定義を修正する必要があるであろう。この新しいタイプのベアラは
、複数のシステム影響を有する場合がある。
【０１１７】
　例えば、無線ベアラ（ＲＢ）とバックホール（ＲＡＮおよび／またはＣＮ）ベアラ（Ｅ
ＰＳベアラと総称される）との間には、１対１のマッピングがある。１対１マッピングが
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もはや当てはまらない場合、ＮＡＳレイヤおよびＮＡＳプロシージャが影響を受けること
がある。
【０１１８】
　別の例では、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のための新しいベアラは、２つのＷＴ
ＲＵ間のＲＢに過ぎないものとすることができる。この場合、Ｓ１およびＳ５リソースが
必ずしもセットアップされることなくＷＴＲＵおよびＭＭＥ中で新しいベアラ（ＲＢのみ
）を扱うための方法について、本明細書に述べる。新しいタイプのベアラをより低いレイ
ヤ（ＰＤＣＰ、ＲＬＣなど）で定義できる場合は、ＩＰアドレスはもはや必要とされなく
てよいので、アドレス指定方式を修正する必要があるであろう。
【０１１９】
　直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接続は、ネットワーク中の基地局または他の何らかのエ
ンティティの中を通ることができる。この場合、ネットワークエンティティ（ＲＡＮおよ
び／またはＣＮ）の中を通る新しいｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラを、ＷＴＲＵ間で定義す
ることができる。この場合、ユーザプレーンリソースのいくつか（Ｓ１－Ｕトンネル）を
確立する必要はあるであろうが、他のリソース（Ｓ５／Ｓ８トンネル）は必要とされなく
てよい。したがって、このタイプのベアラをセットアップするためのプロシージャを定義
することができ、このようなベアラのコンテキストがどのように種々のネットワークノー
ド（例えば基地局、ＭＭＥ、ＳＧＷなど）によって保持されるかを決定することができる
。
【０１２０】
　ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接続では、ＰＤＮ－ＧＷがユーザパス中にない場合があるか
、または、ＰＤＮ－ＧＷはユーザプレーントンネルのエンドポイントではない。このＷＴ
ＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信モデルでは、ＰＤＮ－ＧＷ機能に関する影響に対処する必要が
ある。これは例えば、どの／どんなエンティティがＰＤＮ－ＧＷ機能を実施するか、ＷＴ
ＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のコンテキストにおけるＰＤＮ－ＧＷ機能の関連性、および、
追加のＰＤＮ－ＧＷ機能の必要性を含むことがある。
【０１２１】
　前述のケース１、ケース２、ケース３、およびケース４の各々の場合のＷＴＲＵ－ｔｏ
－ＷＴＲＵベアラの確立について、本明細書に述べる。
【０１２２】
　図１３に、第１のＷＴＲＵ１３０５、ｅＮＢ１３１０、ＭＭＥ１３１５、および第２の
ＷＴＲＵ１３２０を含むワイヤレス通信システム１３００中で実施される、ケース１の場
合のＷＴＲＵ間ＰＤＮ接続のためのＰＤＮ接続セットアッププロシージャの例示的な信号
流れ図を示す。ＷＴＲＵは、ＷＴＲＵがネットワークにアタッチしたときに確立されたデ
フォルトベアラを有することができる。
【０１２３】
　図１３に示すように、ケース１におけるＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ　ＰＤＮ接続は、Ｗ
ＴＲＵ１３０５がＰＤＮ接続要求メッセージ１３２５をＭＭＥ１３１５に送ることによっ
て開始することができる。このＰＤＮ接続要求メッセージ１３２５は、ＭＭＥ１３１５が
ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ　ＰＤＮ接続を確立するのを補助できる追加の情報要素（ＩＥ
）を含んでよい。例えば、追加のＩＥは、ＰＤＮ接続のタイプを示すことができるか、ま
たはＰＤＮ接続のタイプであってよい（すなわち、ＷＴＲＵ１３０５は、このＰＤＮ接続
が直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ間通信のためのものであることを、ＭＭＥ１３１５に通
知したいものとすることができる）。別の例示的なＩＥは、接続パスの選好のリストであ
ってよい（すなわち、ＷＴＲＵ１３０５は、それが好むＰＤＮ接続のパスをＭＭＥ１３１
５に通知したいものとすることができる）。例えば、ＷＴＲＵ１３０５は、直接ＷＴＲＵ
－ｔｏ－ＷＴＲＵパス（ケース１）、ｅＮＢ１３１０経由（ケース２）、またはＳＧＷ（
図示せず）経由（ケース３）を好む場合がある。別の例示的なＩＥは、名前、エイリアス
、移動局国際加入者ディレクトリ番号（ＭＳＩＳＤＮ）、アクセスポイント名（ＡＰＮ）
、パブリックユーザ識別（ＰＵＩ）、または、ＷＴＲＵ１３２０についての他の何らかの
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形の識別であってよい。要求元ＷＴＲＵ１３０５は、ＰＤＮ接続を確立したい相手である
ＷＴＲＵの識別を、ＭＭＥ１３１５に示すことができる。ＭＭＥ１３１５は、この情報を
使用して、ＰＤＮ接続確立に向けてネットワーク中の正しいＷＴＲＵを選択することがで
きる。
【０１２４】
　図１３を参照すると、ＭＭＥ１３１５は、ＰＤＮ接続要求１３２５をＷＴＲＵ１３０５
から受け取ると、ＷＴＲＵ１３０５から受け取った情報を使用して接続をセットアップす
ることができる。ＭＭＥ１３１５は、ＷＴＲＵ１３０５および１３２０ならびにネットワ
ークの能力に基づいて、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ　ＰＤＮ接続をセットアップする
と決定することができる。ＭＭＥ１３１５はまた、セル位置、測定値、加入情報などを使
用して、セットアップされるベアラのタイプ（すなわちケース１、ケース２、ケース３な
ど）を識別することもできる。次いでＭＭＥ１３１５は、ベアラセットアップ要求メッセ
ージ１３３０をｅＮＢ１３１０に送ることができ、このメッセージは、カプセル化された
ベアラアクティブ化ＮＡＳメッセージを含んでよい。ベアラセットアップ要求メッセージ
１３３０はまた、このベアラセットアップ要求メッセージ１３３０が直接ＷＴＲＵ－ｔｏ
－ＷＴＲＵ接続のためのものであることをｅＮＢ１３１０に示すこともでき、したがって
、ｅＮＢ１３１０は、直接接続のセットアップに関する必要な情報をＷＴＲＵ１３２０に
送ることができる。この情報は、ｅＮＢからＷＴＲＵ１３２０に送られるＲＲＣ再構成要
求メッセージ１３３５に含まれる、ＷＴＲＵ１３０５の無線ネットワーク一時識別子（Ｒ
ＮＴＩ）または他の何らかのレイヤ２識別、スケジューリング情報、このベアラの寿命の
間にＷＴＲＵ１３０５によって使用されることになるＱｏＳパラメータ、および他のレイ
ヤ２接続セットアップパラメータを含んでよい。ベアラセットアップ要求メッセージ１３
３０は、ＳＧＷ（図示せず）とのＳ１トンネルを生み出すのに必要とされるトンネリング
エンドポイントＩＤ（ＴＥＩＤ）および他のパラメータ（例えばＩＰアドレス、ポート番
号など）は含まなくてよい。
【０１２５】
　ＷＴＲＵ１３２０が、ＲＲＣ再構成要求メッセージ１３３５と、このＲＲＣ再構成要求
メッセージ１３３５中にカプセル化されたベアラアクティブ化ＮＡＳメッセージとを受け
取ると、ＷＴＲＵ１３２０は、ＲＲＣ再構成要求メッセージ１３３５を受諾または拒否す
ることができる。ＲＲＣ再構成要求メッセージ１３３５は、ＷＴＲＵ１３２０とｅＮＢ１
３１０との間で無線ベアラを確立するために通常のケースで送出されるパラメータを含ま
なくてよい。ＷＴＲＵ１３２０が要求を受諾する場合、ＷＴＲＵ１３２０はＲＲＣ再構成
応答メッセージ１３４０を送ることができ、このメッセージは、ＲＲＣ再構成応答メッセ
ージ１３４０のＮＡＳトランスポートコンテナに含まれるベアラアクティブ化受諾メッセ
ージを含んでよい。
【０１２６】
　ＷＴＲＵ１３２０はＰＧＷ（図示せず）の機能のいくつかを有することができるので、
ＷＴＲＵ１３２０はまた、ＷＴＲＵ１３０５についての割り振られたＩＰアドレス（この
ＰＤＮ接続にＩＰアドレスが割り振られる場合）を、ＲＲＣ再構成応答メッセージ１３４
０のＮＡＳトランスポートコンテナに含まれるＮＡＳメッセージに含めることもできる。
次いで、このＮＡＳメッセージは、ｅＮＢ１３１０によって、Ｓ１－ＡＰベアラセットア
ップ応答メッセージ１３４５中でＭＭＥ１３１５に転送することができる。ＭＭＥ１３１
５は今や、Ｓ１－ＡＰベアラセットアップ要求メッセージ１３５０中にカプセル化された
ＰＤＮ接続受諾メッセージを、ＷＴＲＵ１３０５に送ることができる。Ｓ１－ＡＰベアラ
セットアップ要求メッセージ１３５０は、本明細書に述べるような直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－
ＷＴＲＵ接続のための必要なレイヤ２パラメータをＷＴＲＵ１３０５に送るよう、ｅＮＢ
１３１０をトリガすることができる。これらのパラメータおよびＮＡＳ　ＰＤＮ接続受諾
メッセージは、ＲＲＣ再構成要求メッセージ１３５５中でＷＴＲＵ１３０５に送ることが
できる。
【０１２７】
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　ＰＤＮ接続受諾メッセージは、ＷＴＲＵ１３２０によってこのＰＤＮ接続に割り当てら
れたＩＰアドレスと、ＱｏＳパラメータ（この特定のＰＤＮ接続に使用されることになる
ＴＦＴおよびパケットフィルタを含む）とを含んでよい。ＷＴＲＵ１３２０はそれ自体の
ＩＰアドレスを含めることもでき、このＩＰアドレスは、ＷＴＲＵ１３０５において実行
されるピアツーピア（Ｐ２Ｐ）／ＰｒｏＳｅアプリケーションによって使用することがで
きる。図１３に示すように、次いでＷＴＲＵ１３０５は、ＲＲＣ再構成応答メッセージ１
３６０をｅＮＢ１３１０に送ることができ、したがってｅＮＢ１３１０は、ベアラセット
アップ応答メッセージ１３６５をＭＭＥ１３１５に送ることができる。プロシージャを完
了させるために、次いでＷＴＲＵ１３０５は、ＰＤＮ接続性完了メッセージ１３７０をア
ップリンク直接転送メッセージ中でＭＭＥ１３１５に送って、ＷＴＲＵ１３０５とＷＴＲ
Ｕ１３２０との間の直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ　ＰＤＮ接続をうまく確立できたこと
をＭＭＥ１３１５に示すことができる。次いで、ＷＴＲＵ１３０５とＷＴＲＵ１３２０の
両方は、この直接ＰＤＮ接続を介して相互にデータを送ることができる。
【０１２８】
　ＷＴＲＵ１３０５がＷＴＲＵ１３２０へのＰＤＮ接続要求メッセージ１３２５を送った
とき、ＭＭＥ１３１５は、ＰＤＮ接続確立プロシージャによって続行するのではなく、Ｐ
ＤＮ接続拒否メッセージをＷＴＲＵ１３０５に送る場合がある。これは、以下の理由のう
ちの１または複数によって生じることがあり、この理由は拒否メッセージに含めることが
できる。すなわち、１）ＷＴＲＵ１３２０のユーザが、入来した近接接続を受諾しなかっ
た場合があるか、２）ＷＴＲＵ１３２０が、もはや同じｅＮＢ／ＨｅＮＢに近接していな
いかもしくは同じｅＮＢ／ＨｅＮＢのカバレッジ下にない場合があるか、または、３）Ｗ
ＴＲＵ１３２０が、近接接続の最大数に達しており新しい接続を受諾できない場合がある
。
【０１２９】
　ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ　ＰＤＮ接続の代替として、ケース１における直接ｅｎｄ－
ｔｏ－ｅｎｄベアラを、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ専用ベアラを使用して達成するこ
とができる。この場合、ＷＴＲＵ１３０５と１３２０の両方が、デフォルトベアラを有す
ることができる（すなわち、ＰＧＷとのデフォルトＰＤＮ接続がすでにセットアップされ
ていてよく、ＷＴＲＵ１３０５と１３２０の両方が、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信
のためにそれらの間で直接専用ベアラをセットアップしていてよい）。
【０１３０】
　図１４に、上記のケースの接続確立プロシージャの例示的な信号流れ図を示すが、この
プロシージャにより、ＷＴＲＵ１３０５は、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ専用ベアラを
セットアップするために、ベアラリソース割振り要求ＮＡＳメッセージ１４００をＭＭＥ
１３１５に送ることができる。ＷＴＲＵ１３０５は、ベアラリソース割振り要求ＮＡＳメ
ッセージ１４００に、前述のようなＰＤＮ接続要求メッセージに含まれうる追加の情報要
素（ＩＥ）のうちの１または複数を含めることができる。ベアラリソース割振り要求ＮＡ
Ｓメッセージ１４００中ではまた、リンクトＥＰＳベアラＩＤ（ＬＢＩ）を、空白ＩＥと
してまたは特別な予約符号によって送ることができる。これは、専用ベアラが元のデフォ
ルトベアラにリンクされなくてよいことを、ＭＭＥ１３１５に示すことができる。さらに
、ＷＴＲＵ１３０５は、そのＩＰアドレスをベアラリソース割振りＮＡＳメッセージ１４
００に含めることができ、ＭＭＥ１３１５によってこのＩＰアドレスがＷＴＲＵ１３２０
に送られてよい。または、ＭＭＥ１３１５自体が、ＷＴＲＵ１３０５のＩＰアドレスをＷ
ＴＲＵ１３２０に送ってもよい。このＩＰアドレスは、ＷＴＲＵ１３２０上で実行される
Ｐ２ＰまたはＰｒｏＳｅアプリケーションによって使用することができる。これは、ＩＰ
アドレスがＷＴＲＵ１３２０によって割り当てられていないために必要なことがある。図
１４に示すプロシージャの残りの部分は、図１３に示したプロシージャと同様である。
【０１３１】
　ケース２の場合のｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄ　ＰＤＮ接続のセットアップのためのプロシー
ジャについて、本明細書に述べる。このプロシージャは、図１３に示したようなケース１
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に関連するプロシージャに類似するが、各メッセージの内容は、ケース１におけるメッセ
ージの内容とは異なる場合がある。図１３を再び参照すると、ケース２の場合のＰＤＮ接
続要求メッセージは、ケース１の場合のＰＤＮ接続要求メッセージ１３２５と同様とする
ことができる。ＭＭＥ１３１５は、ｅＮＢ１３１０を介したＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接
続のためにこのベアラを確立できることを、ベアラセットアップ要求メッセージ１３３０
中でｅＮＢ１３１０に通知することができる。これは、ｅＮＢ１３１０がマッピングＩＤ
を送ることによって、または、ベアラセットアップ要求メッセージ１３３０中で明示的な
指示を送ることによって、達成することができる。ケース２では、ＭＭＥ１３１５によっ
て進化型無線アクセスベアラ（Ｅ－ＲＡＢ）ＩＤを送ることができる。ｅＮＢ１３１０が
ＲＲＣ構成要求メッセージ１３３５をＷＴＲＵ１３２０に送ると、ｅＮＢ１３１０とＷＴ
ＲＵ１３０５との間でＲＡＢを確立することができる。ＭＭＥ１３１５は、同じマッピン
グＩＤを、ベアラセットアップ要求メッセージ１３５０中でｅＮＢ１３１０に送ることが
できる。これは、第１のＲＡＢからのデータを、ＳＧＷ（図示せず）に送る代わりに、確
立されているこのＲＡＢ上で送ることができることを、ｅＮＢ１３１０に示すことができ
る。これは、ＭＭＥ１３１５が明示的な指示を送ることによって達成することができる。
【０１３２】
　次いで、ｅＮＢ１３１０は、ＲＲＣ再構成要求メッセージ１３５５をＷＴＲＵ１３０５
に送って、ＷＴＲＵ１３０５とｅＮＢ１３１０との間でＲＡＢを確立することができる。
ＲＡＢが確立されると、ＷＴＲＵ１３０５は、ＰＤＮ接続性完了メッセージ１３７０をＭ
ＭＥ１３１５に送ることができ、ＷＴＲＵ１３０５と１３２０は、このＰＤＮ接続を介し
てデータを交換可能とすることができる。
【０１３３】
　通常のＰＤＮ接続または通常のＥＰＳベアラが各ＷＴＲＵとＰＧＷとの間で確立された
（すなわち、各ＷＴＲＵが、ＲＡＢならびに対応するＳ１およびＳ５ベアラを有する）ケ
ースについて、本明細書に述べる。しかし、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信の場合、
図３Ｃに示すように、ｅＮＢにおいてデータを一方のＲＡＢから他方のＲＡＢに直接に転
送することができる。このタイプのＰＤＮ接続は、デフォルトＰＤＮ接続または専用ベア
ラとすることができる。
【０１３４】
　このようなＰＤＮ接続がデフォルトＰＤＮ接続である場合、ケース１に関して上述した
ように、ＷＴＲＵのうちの一方（ＷＴＲＵ－１またはＷＴＲＵ－２）が、ＰＤＮ接続要求
ＮＡＳメッセージをＭＭＥに送ることができる。ＭＭＥは、このメッセージを受け取ると
、やはりケース１に関して上述した様々な考慮事項に基づいて、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－Ｗ
ＴＲＵ通信のためのこの種類の接続（ケース２）を確立すると決定することができる。次
いでＭＭＥは、ＷＴＲＵからのＰＤＮ接続要求をトリガするための指示／メッセージを送
ることができる。ＭＭＥは、このメッセージに、以下のパラメータのうちの１または複数
を含めることができる。すなわち、１）ＱｏＳパラメータ（ＱＣＩなど）、２）ＰＤＮ接
続が直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のためのものであることを示す指示、３）特定の
アクセスポイント名（ＡＰＮ）情報、４）ＷＴＲＵ－１のＩＰアドレス、などである。次
いで、ＷＴＲＵ－２は、これらのパラメータに基づいてＰＤＮ接続を要求することができ
る。あるいは、ＭＭＥが、上記のパラメータを含んでよいデフォルトＥＰＳベアラアクテ
ィブ化メッセージをＷＴＲＵに送ることによって、ＷＴＲＵ－２に対するＰＤＮ接続確立
プロシージャを開始することも可能であろう。
【０１３５】
　ＷＴＲＵ－１およびＷＴＲＵ－２に対するこれらのＰＤＮ接続のセットアッププロセス
中に、またはこれらのＰＤＮ接続の各々が確立された後で、ＭＭＥは、ベアラセットアッ
プ要求メッセージまたはいずれか他のダウンリンクＳ１－ＡＰメッセージ中で、各ベアラ
についてのマッピングＩＤをｅＮＢに送ることができる。このマッピングＩＤは、これら
のベアラの各々が直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のために確立されたことをｅＮＢに
示すことができ、ｅＮＢがＷＴＲＵ－１のＲＡＢ上で送信されたデータをＷＴＲＵ－２の
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ＲＡＢに送るのを、かつその逆を補助することができる。したがって、パケットは、Ｓ１
およびＳ５トンネルの中を通らなくてよい。
【０１３６】
　ｅＮＢを介した直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信（ケース３）もまた、専用ベアラ確
立によって達成することができる。ＷＴＲＵ－１は、専用ベアラアクティブ化要求を、こ
の要求が直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のためのものであることを示す指示と共に、
ＭＭＥに送ることができる。この要求は、前述のＰＤＮ接続要求の中のパラメータのいく
つかまたは全てを含んでよい。あるいは、ＷＴＲＵは、ＭＭＥにメッセージを送って、特
定のＷＴＲＵとの直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接続を望んでいることを示すことができ
、ＭＭＥは、各ＷＴＲＵにおける専用ベアラ確立プロシージャを開始することによって応
答することができる。ＷＴＲＵがＭＭＥに送るメッセージは、他方のＷＴＲＵの何らかの
形の識別（例えばＩＰアドレス、発見エイリアスなど）を含んでよい。
【０１３７】
　これらの専用ベアラの各々を確立する間、ＭＭＥは、本明細書に述べるように、ＷＴＲ
Ｕ－１からＲＡＢ上で入来するパケットをｅＮＢがＷＴＲＵ－２に対するＲＡＢにマッピ
ングできるように、マッピングＩＤをｅＮＢに送ることができ、したがって、パケットは
Ｓ１およびＳ５トンネルの中を通る必要はない。
【０１３８】
　各専用ベアラが確立されたとき、ＷＴＲＵのＮＡＳレイヤにおけるデフォルトベアラと
、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のために確立された対応する専用ベアラのＱＣＩが
、同じである場合がある。これは、ＷＴＲＵのＮＡＳレイヤでいくらかの混乱を引き起こ
す可能性がある。しかし、この混乱は、両方のＷＴＲＵについてのアップリンクとダウン
リンクの両方向でパケットフィルタおよびＴＦＴを正しくセットアップすることによって
、回避することができる。このような混乱を回避するために、パケットフィルタを、各Ｗ
ＴＲＵの正しいＩＰアドレス、および／または特定のポート番号で構成する必要があるで
あろう。
【０１３９】
　ケース３の別の例では、ＷＴＲＵは、２つ以上のＷＴＲＵとの近接接続を有することが
ある。このような場合、基地局は、パケットを正しい宛先ＷＴＲＵにルーティングできる
ように、パケットの宛先アドレスまたは他の何らかの宛先識別をチェックしてパケットを
適切なＲＡＢに送る必要があるであろう。この場合の基地局は、ディープパケットインス
ペクションまたは他の何らかの宛先アドレスチェック方法を利用してパケットの宛先アド
レスをチェックする能力を有することができる。何らかのレイヤ２またはレイヤ３アドレ
ス指定方式、例えばＲＮＴＩまたは何らかの特定の近接アドレスなどを使用することが可
能であろう。この場合、基地局は、レイヤ２またはレイヤ３メッセージ中でこのような宛
先アドレスを見つけたとき、このアドレスを使用してパケットを正しい宛先にルーティン
グすることができる。
【０１４０】
　図３Ｄに示すようなＳＧＷ３３０の中を通る直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のため
のｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラについて、本明細書に述べる。このベアラ確立プロシージ
ャは、関与するＷＴＲＵのいずれか（すなわちＷＴＲＵ－１またはＷＴＲＵ－２）によっ
て開始することができる。
【０１４１】
　図１５に、第１のＷＴＲＵ１５０５、ｅＮＢ１５１０、ＭＭＥ１５１５、ＳＧＷ１５２
０、および第２のＷＴＲＵ１５２５を含むワイヤレス通信システム１５００中で実施され
る、ケース４でＷＴＲＵ－１がＰＤＮ接続要求を開始する場合の例示的な信号流れ図を示
す。ＷＴＲＵ１５０５は、ＰＤＮ接続要求メッセージ１５３０を送ることができる。ＭＭ
Ｅ１５１５は、ＰＤＮ接続要求メッセージ１５３０を受け取ると、ＳＧＷ１５２０を介し
てこのベアラを確立すると決定することができる。次いでＭＭＥ１５１５は、ベアラセッ
トアップ要求メッセージ１５３５をｅＮＢ１５１０に送ることができ、このメッセージは
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、前述のようなＩＥを含んでよく、追加で、ＳＧＷ１５２０とのユーザプレーントンネル
をセットアップするための他のパラメータも含んでよい。例えば、ベアラセットアップ要
求メッセージ１５３５は、ＴＥＩＤ、ＩＰアドレス、ポート番号などを含んでよい。次い
で、ｅＮＢ１５１０は、ＲＲＣ再構成要求メッセージ１５４０を送るために無線ベアラを
生み出すことができる。
【０１４２】
　ＷＴＲＵ１５２５は、このケースではＰＧＷとしての役割を果たすこともでき、本明細
書に述べるようにこのＰＤＮ接続のためのＩＰアドレスをＷＴＲＵ１５０５に割り当てる
ことができる。このＩＰアドレスは、ベアラセットアップ応答メッセージ１５４５中でＭ
ＭＥ１５１５に送ることができる。ベアラセットアップ応答メッセージ１５４５はまた、
ＳＧＷ１５２０とのユーザプレーントンネルをセットアップするための、ｅＮＢ１５１０
からのパラメータを含んでもよい。
【０１４３】
　次いで、ＭＭＥ１５１５は、セッション生成要求メッセージ１５５０をＳＧＷ１５２０
に送ることによってＳ１－Ｕトンネルをセットアップすることに進むことができる。ＭＭ
Ｅ１５１５は、ＳＧＷ１５２０とｅＮＢ１５１０との間の各Ｓ１－Ｕトンネルにつき、２
つの別々のセッション生成要求メッセージ１５５０を送ってもよく、または、ＭＭＥ１５
１５は、１つのセッション生成要求メッセージ１５５０をｅＮＢ１５１０に送るだけでも
よい。後者の場合、ＭＭＥ１５１５は、セッション生成要求メッセージ１５５０が２つの
Ｓ１－Ｕトンネルを確立でき、各Ｓ１－Ｕトンネルの確立に必要なパラメータを含みうる
ことを、ＳＧＷ１５２０に示すことができる。また、いずれの場合も、セッション生成要
求メッセージ１５５０は、通常のＥＰＳベアラを確立する際にＳＧＷ１５２０に送られる
ものとは異なってもよい。
【０１４４】
　例えば、ＭＭＥ１５１５によって送られるセッション生成要求メッセージ１５５０は、
このトンネルを直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のために確立できること、およびこの
トンネルからＳＧＷ１５２０に到着するどんなデータもＳ５トンネルではなく対応するＳ
１－Ｕトンネルにルーティングされてよいことを、ＳＧＷ１５２０に示すための、マッピ
ングＩＤ、指示、または何らかの類似するものを含んでよい。ＭＭＥ１５１５はまた、セ
ッション生成要求メッセージをＰＧＷに送る（すなわちＳ５トンネルを生成するために）
ことをしないよう、ＳＧＷ１５２０に示すこともできる。
【０１４５】
　別の例では、セッション生成要求メッセージ１５５０は、対応するＳ１トンネルのパラ
メータ（対応するＳ１－ＵトンネルのＳ１－ＵベアラＩＤ）を含んでよい。
【０１４６】
　別の例では、ＭＭＥ１５１５は、このＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ　ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎ
ｄベアラのベアラＩＤを割り当て、これをセッション生成要求メッセージ１５５０中でＳ
ＧＷ１５２０に送ることができる。このベアラＩＤは、両方のセッション生成要求メッセ
ージ１５５０中で同じとすることができる。
【０１４７】
　別の例では、セッション生成要求メッセージ１５５０は、ＰＧＷまたはＰＤＮアドレス
を含まなくてよい。
【０１４８】
　ＭＭＥ１５１５がセッション生成応答メッセージ１５５５をＳＧＷ１５２０から受け取
ると、次いでＭＭＥ１５１５は、ベアラセットアップ要求メッセージ１５６０をｅＮＢ１
５１０に送ることができ、このメッセージは、ＷＴＲＵ１５０５に対するＰＤＮ接続性受
諾メッセージを含んでよい。これは、ｅＮＢ１５１０とＷＴＲＵ１５０５との間のＲＡＢ
の確立をトリガすることができる。また、ＭＭＥ１５１５がセッション生成応答メッセー
ジ１５５５をＳＧＷ１５２０から受け取ると、ＭＭＥ１５１５は、ＷＴＲＵ１５２５にサ
ービスするｅＮＢ１５１０にＳ１－Ｕユーザプレーントンネルパラメータをまだ送ってい
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ない場合には、そうすることができる。
【０１４９】
　さらに、本明細書に述べるように、このタイプのＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ接続のため
に専用ベアラをセットアップすることが可能であろう。このプロシージャは、メッセージ
の変更を伴って、このケースに関して上述したのと同様とすることができる。加えて、こ
の場合、パケットがＳＧＷ１５２０によってルーティングされる、ケース３と同様のケー
スも可能であろう。
【０１５０】
　近年、直接デバイス間通信は重要性を増しつつある。これにより、現在の３ＧＰＰアー
キテクチャおよび呼管理プロシージャの変更が必要となる。ローカルパスと２重無線アク
セス技術（ＲＡＴ）の両方のケースで、呼管理のためのプロシージャが必要とされる。ｅ
ＮＢ間、ＭＭＥ間、およびＰＬＭＮ間のケースをサポートする必要もある。
【０１５１】
　Ｄ２Ｄベアラが管理されるために、呼管理のためのプロシージャを作る必要がある。い
くつかの実施形態について以下に述べる。
【０１５２】
　Ｄ２Ｄ構成およびベアラセットアップ、Ｄ２Ｄベアラ再構成、ならびにＤ２Ｄベアラ解
体に関係する、ローカルパスのケースと２重ＲＡＴのケースの呼管理プロシージャについ
て、本明細書に述べる。また、２重ＲＡＴとローカルパスの両方の、ＰＬＭＮ内およびＰ
ＬＭＮ間のケース（ｅＮＢ内、ｅＮＢ間、およびＭＭＥ間のケースを含む）についても、
本明細書に述べる。ＲＲＣおよびＮＡＳメッセージならびにインタフェース（Ｓ１－ＡＰ
インタフェース更新、Ｘ２インタフェース更新、およびＳ１０インタフェース更新）に関
係する、プロシージャの詳細ならびに対応する更新についても述べる。Ｄ２Ｄを可能にす
るためのシステム情報更新についても述べる。
【０１５３】
　Ｄ２Ｄベアラ呼確立の前に、２つのＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵが、ネットワークカバレッジ下
にありネットワークに登録しているものとすることができ、Ｄ２Ｄベアラセットアップの
前に、各ＷＴＲＵによって個別にＮＡＳシグナリング接続およびＲＲＣ接続セットアップ
が完了しているものとすることができる。
【０１５４】
　以下に述べるプロシージャは３ＧＰＰ　ＬＴＥおよびＩＥＥＥ８０２．１１に関して説
明するが、これらのプロシージャは、ＷＣＤＭＡ、ＩＥＥＥ８０２．１６、ＣＤＭＡ２０
００など（ただしこれらに限定されない）任意のワイヤレス通信技術に適用可能とするこ
とができることに留意されたい。
【０１５５】
　以下、２重ＲＡＴの場合の呼管理に関する実施形態を開示する。
【０１５６】
　このケースでは、Ｄ２Ｄリンクは、３ＧＰＰ　ＲＡＴ以外の技術に基づく。便宜上、こ
の別のＲＡＴを８０２．１１ベースのものとして言及するが、他の任意の技法を、この別
のＲＡＴとして等しく適切に利用することもできる（例えばブルートゥース（登録商標）
など）。２重ＲＡＴの場合、以下のプロシージャは、Ｄ２Ｄ直接パスに当てはまり、ＰＬ
ＭＮ内およびＰＬＭＮ間のケース（ｅＮＢ内、ｅＮＢ間、およびＭＭＥ間のケースを含む
）をカバーする。
【０１５７】
　２重ＲＡＴのケースの、いくつかの発見および通信メカニズムを以下に提示する。発見
メカニズム（デバイス発見とサービス発見の両方）は、２つのＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵ間の通
信プロシージャから独立したものとすることができる。以下の発見および通信メカニズム
の任意の組合せが可能であることに留意されたい。
【０１５８】
　セルラベースのデバイス発見においては、最初に、Ｄ２Ｄデバイス発見をセルラＲＡＴ
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上で実施することができる。セルラ上でのデバイス発見は、８０２．１１ＲＡＴベースの
Ｄ２Ｄリンク上での通信のためのサービス発見と、８０２．１１ＲＡＴ上での後続のデバ
イス発見との、いずれかをトリガすることができる。セルラＲＡＴ上でのＤ２Ｄデバイス
発見は、位置情報（ＬＴＥ測位プロトコル、ＧＰＳ、または他の方法に基づく）、セル識
別子、セクタ識別子などから導出される情報に限定されることがある。
【０１５９】
　このケースでは、セルラＲＡＴがＤ２Ｄデバイス発見を実施して８０２．１１ＲＡＴベ
ースのＤ２Ｄリンクが実現可能であろうと識別する前には、８０２．１１ＲＡＴ無線はオ
ンにトリガすらされなくてよい。Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、セルラＲＡＴベースのＤ２Ｄデ
バイス発見結果をネットワークに提供することができる。次いで、ネットワークエンティ
ティ（１または複数）は、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵがデバイス発見結果をサービス発見に変換
するのを補助することができる。関与する可能性のあるＥＰＣエンティティは、ＭＭＥ、
Ｄ２Ｄサーバ、ＨＳＳ、アクセスネットワーク発見および選択機能（ＡＮＤＳＦ）、ポリ
シ制御および規則機能（ＰＣＲＦ）などを含むが、これらに限定されない。その後、８０
２．１１ＲＡＴは、８０２．１１ベースのデバイス発見を実施して、セルラＲＡＴ上での
Ｄ２Ｄ発見から見つかった結果を増強することができる。別の実施形態では、セルラＲＡ
Ｔ上で実施されたＤ２Ｄデバイス発見に基づいて、８０２．１１ＲＡＴ上での通信のため
のサービス発見プロシージャがトリガされてよい。
【０１６０】
　ネットワークは、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵに対して、その現在のポリシまたはプライバシ側
面と、どのユーザをＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵが意識していることが可能かとに基づいて、フィ
ルタを提供することができる。
【０１６１】
　別の実施形態では、デバイス発見は、一意の他ＲＡＴ　Ｄ２Ｄ識別子を使用して実施す
ることができる。８０２．１１ＲＡＴは、３ＧＰＰ（ＬＴＥ）ネットワークからのトリガ
なしでデバイス発見を実施することができる。他方のＲＡＴ上に、一意であり改ざんでき
ない一意のデバイス識別子（例えば８０２．１１ＭＡＣアドレス）があってよい。この一
意のデバイス識別子は、３ＧＰＰネットワークに知られているものとすることができる。
この一意の識別子は、ユーザがデバイスを購入したときに登録されてもよく、または、Ｄ
２Ｄ対応ＷＴＲＵから他ＲＡＴ情報の一部としてネットワークに通信される。
【０１６２】
　Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、まだ接続されていなければ、３ＧＰＰネットワークに接続する
。Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、ＬＴＥリリース８以降のリリースのベースラインプロシージャ
と同様のユニバーサル加入者識別モジュール（ＵＳＩＭ）情報に基づいて認証されてよい
。一実施形態では、他方のＲＡＴの認証プロシージャは、セルラネットワークによって提
供される認証に「依存」してよい。
【０１６３】
　Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、デバイス発見結果をネットワークに提供することができる。次
いで、ネットワークエンティティ（複数可）は、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵがデバイス発見結果
をサービス発見に変換するのを補助することができる。関与する可能性のあるＥＰＣエン
ティティは、ＭＭＥ、Ｄ２Ｄサーバ、ＨＳＳ、ＡＮＤＳＦ、ＰＣＲＦなどを含むが、これ
らに限定されない。他方のＲＡＴ上には、各２重ＲＡＴ　Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵについてネ
ットワークにおいて利用可能な一意のデバイス識別子があるので、ネットワークは、Ｄ２
Ｄデバイス識別子をサービス識別子に変換することができる。
【０１６４】
　ネットワークは、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵに対して、その現在のポリシまたはプライバシ側
面と、どのユーザをＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵが意識していることが可能かとに基づいて、フィ
ルタを提供することができる。
【０１６５】
　別の実施形態では、他方のＲＡＴに対するＤ２Ｄ識別子は、セルラネットワークによっ
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て割り振られてよい。Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、３ＧＰＰネットワークに接続する。登録／
アタッチまたは後続のＮＡＳプロシージャの一部として、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、他方の
ＲＡＴ中でのＤ２Ｄ動作が可能であることをネットワークに示すことができる。また、一
意のＤ２Ｄデバイス識別子をセルラネットワークが割り振ることを必要とすることも示す
ことができる。次いで、ネットワークは、一意のＤ２Ｄデバイス識別子を他方のＲＡＴに
対して割り振ることができる。関与する可能性のあるＥＰＣエンティティは、ＭＭＥ、Ｄ
２Ｄサーバ、ＨＳＳ、ＡＤＮＳＦ、ＰＣＲＦなどを含むが、これらに限定されない。
【０１６６】
　他方のＲＡＴは、そのＤ２Ｄデバイス発見プロシージャの一部として割り振られたこの
一意のＤ２Ｄ識別子を使用する。他方のＲＡＴ上のデバイス発見メッセージは、発見のた
めの「より高いレイヤの」メッセージとして見られることがある。デバイス発見が完了す
ると、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、デバイス発見結果をネットワークに提供することができる
。次いで、ネットワークは他方のＲＡＴのＤ２Ｄデバイス識別子とサービスレベルマッピ
ングとの間のマッピングを完全に意識しているので、ネットワークエンティティ（複数可
）は、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵがデバイス発見結果をサービス発見に変換するのを補助するこ
とができる。
【０１６７】
　ネットワークは、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵに対して、その現在のポリシまたはプライバシ側
面と、どのユーザをＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵが意識していることが可能かとに基づいて、フィ
ルタを提供することができる。
【０１６８】
　別の実施形態では、デバイス発見は、セルラネットワークによってトリガされてよい。
例えば、８０２．１１ＲＡＴ　Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵ－１が、ベースラインインフラストラ
クチャモードを介して、８０２．１１ＲＡＴ　Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵ－２に接続される。セ
ルラネットワークは、他方のＲＡＴ上でのＤ２ＤがＷＴＲＵ－１とＷＴＲＵ－２との間の
通信に可能であることを検出する。これは、位置情報、測定値、セルＩＤ、セクタＩＤな
ど（ただしこれらに限定されない）に基づくことができる。セルラネットワークは、ＷＴ
ＲＵ－１およびＷＴＲＵ－２に、それらの他方のＲＡＴ無線機をオンにして他方のＲＡＴ
上でのＤ２Ｄデバイス発見を開始するよう、要求することができる。他方のＲＡＴは、一
意のＤ２Ｄデバイス識別子に基づいて、または、８０２．１１ＲＡＴ上でセルラネットワ
ークによって割り振られたＤ２Ｄデバイス識別子を使用して、デバイス発見を実施する。
デバイス発見結果は、サービス発見に変換することができる。
【０１６９】
　８０２．１１ＲＡＴベースのＤ２Ｄリンクを使用した通信のために、２つのデータプレ
ーンプロトコル代替形態が考えられる。
【０１７０】
　一実施形態では、ＩＰが８０２．１１ＭＡＣ／ＰＨＹの上に位置することができる。こ
の実施形態では、ＩＰパケットは、８０２．１１ベースのＭＡＣおよびＰＨＹプロトコル
を介して直接に搬送される。セルラネットワークは、他方のＲＡＴベースのＤ２Ｄリンク
の構成を補助することができる。これは、ＮＡＳまたはＲＲＣメッセージによって可能に
することができる。
【０１７１】
　Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵの８０２．１１ＲＡＴ呼管理のための、セルラネットワークからの補
助は、８０２．１１ベースのＤ２Ｄリンクのための協調に必要とされる構成時間およびリ
ソースを低減することができる。例えば、２つのトライモード（tri-mode）８０２．１１
ＲＡＴ対応Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵが関与する場合、セルラネットワークは、対応するｅＮＢ－
ＷＴＲＵリンクを介して、８０２．１１ｎを使用するようこれらのＷＴＲＵに示すことが
でき、また、使用すべきチャネルおよび他の関連する構成パラメータを示すこともできる
。
【０１７２】
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　セルラネットワークは、呼に関与するＤ２Ｄ対応ＷＴＲＵが、８０２．１１ＲＡＴベー
スのＤ２Ｄ直接パスを介した通信に使用される鍵を導出することができる、という情報を
提供することができる。あるいは、８０２．１１ベースのセキュリティを利用することも
できる。セルラネットワークは、Ｄ２Ｄ８０２．１１ＲＡＴベースの直接パスのための新
しいＩＰアドレスを割り振るのを補助することができる。あるいは、Ｄ２Ｄリンクとイン
フラストラクチャリンクとに別々の論理インタフェースを定義することもできる。論理イ
ンタフェース定義は、別々のＤ２Ｄリンクおよびインフラストラクチャリンクに拡張する
ことができる。これらは、ＷＴＲＵがＤ２Ｄ直接パス、Ｄ２Ｄローカルパス、およびイン
フラストラクチャリンクを有することができるケースに適用することができる。
【０１７３】
　別の実施形態では、セルラ無線リンク制御（ＲＬＣ）およびパケットデータ収束プロト
コル（ＰＤＣＰ）レイヤが、８０２．１１ＭＡＣ／ＰＨＹの上に位置することができる。
セルラＲＬＣ／ＰＤＣＰプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）は、８０２．１１ベースの
ＭＡＣおよびＰＨＹプロトコルを介して直接に搬送される。セルラネットワークは、８０
２．１１ＭＡＣ／ＰＨＹの最上部にＲＬＣおよび／またはＰＤＣＰレイヤを構成すること
ができ、８０２．１１ベースのＤ２Ｄリンクの構成を補助することができる。これは、Ｎ
ＡＳまたはＲＲＣメッセージを使用して可能にすることができる。
【０１７４】
　ＰＤＣＰレイヤが構成される場合、セルラレイヤは、ベースラインと同様の、８０２．
１１ＲＡＴ　Ｄ２Ｄ直接パス伝送のためのセキュリティを提供することができる。新しい
セキュリティ鍵を導出または定義することができ、この鍵は、インフラストラクチャリン
クに使用される鍵とは異なってもよい。
【０１７５】
　この実施形態では、Ｄ２Ｄリンクに対する新しいＩＰアドレスの割振りは必要ない。Ｉ
Ｐアドレス割振りのためのアンカポイントはＰＧＷとすることができ、このことは、Ｄ２
Ｄベアラがインフラストラクチャモードに移行されるときにモビリティの助けとなること
ができる。
【０１７６】
　図１６Ａおよび１６Ｂは共に、第１のＷＴＲＵ１６０５、第２のＷＴＲＵ１６１０、ｅ
ＮＢ１６１５、ＭＭＥ１６２０、およびＤ２Ｄサーバ１６２５を含むワイヤレス通信シス
テム１６００における、一意のＤ２Ｄ識別子を使用するｅＮＢ内、ＭＭＥ内２重ＲＡＴの
場合のサービス要求プロシージャについての例示的なプロシージャの信号流れ図である。
この例では、ＷＴＲＵ１６０５と１６１０は両方とも、Ｄ２Ｄ８０２．１１ＲＡＴ対応と
することができ、ネットワークに登録されていてよい。ＷＴＲＵ１６０５と１６１０は両
方とも、ＲＡＴ上でのそれら自体のＤ２Ｄ識別子を有することができ、デバイスおよびサ
ービス発見（１６３０、１６３５）を実施することができる。デバイス発見（１６３０）
が完了すると、関連するアプリケーションは、サービス発見を意識していることができ、
Ｄ２Ｄベアラ確立のためのサービス要求プロシージャをトリガすることができる。図１６
Ａおよび１６Ｂの例は、セルラＲＬＣおよび／またはＰＤＣＰレイヤが８０２．１１ＲＡ
Ｔ（ＷｉＦｉ）ＭＡＣ／ＰＨＹの最上部に構成された場合を示す。
【０１７７】
　図１６Ａに示すように、ＷＴＲＵ１６０５が、８０２．１１ＲＡＴを使用してＷＴＲＵ
１６１０とのＤ２Ｄサービスを持ちたい場合、ＷＴＲＵ１６０５は、ＷＴＲＵ１６１０の
Ｄ２ＤデバイスＩＤと一時サービス名とを含むサービス要求１６４０を、ｅＮＢ１６１５
を介してＭＭＥ１６２０に送ることができる。ＭＭＥ１６２０は、サービス要求１６４５
をＤ２Ｄサーバ１６２５に転送することができる。Ｄ２Ｄサーバ１６２５は、ＰＣＲＦ（
図示せず）で要求を検証することができ、必要とされるポリシ情報があればそれを提供す
ることができる。
【０１７８】
　図１６Ｂに示すように、ＭＭＥ１６２０は、ＷＴＲＵ１６０５と１６１０との間で専用
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Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラ１６５０をセットアップするための無線構成を実施するよう、ｅＮ
Ｂ１６１５に通知することができる。ｅＮＢ１６１５は、無線ベアラ（ＲＢ）再構成プロ
シージャを使用して、ＷＴＲＵ１６０５および１６１０のためにＲＬＣおよび／またはＰ
ＤＣＰレイヤを構成することができる。ＭＭＥ１６２０またはｅＮＢ１６１５はまた、８
０２．１１ベースのＭＡＣおよびＰＨＹプロトコルを構成するのを補助することもできる
。
【０１７９】
　図１７に、近接サービスを求める要求をＷＴＲＵ１７００が開始する例を示す。近接サ
ービスベアラの確立は、ＷＴＲＵ１７００またはネットワークによって開始することがで
きる。ＷＴＲＵ１７００は、近接フィーチャＩＤと、最適化された近接接続（ＯＰＣ）を
確立することにＷＴＲＵ１７００が関心を有するであろう対象のバディ（buddy）のリス
トと、バディ近接性を決定することを求める要求と、のうちの少なくとも１つと共に、特
定のサービス品質（ＱｏＳ）要件を有するリソースを要求することができる。ＷＴＲＵ１
７００は、周囲のＷＴＲＵからブロードキャストされた値を使用して、かつ／または、ア
プリケーション機能によって提供された識別子を明示的に使用して、適切な情報要素（Ｉ
Ｅ）をＭＭＥに送ることができる。ＷＴＲＵ１７００は、Ｄ２Ｄベアラが同じＱｏＳクラ
ス識別子（ＱＣＩ）特性を共有できるかどうかを示す指示、発信ＷＴＲＵと終端ＷＴＲＵ
とが同じＱｏＳパラメータを有することができるかどうかを示す指示、および／または要
求元ＷＴＲＵが一時スポンサリング属性を呈することができるかどうかを示す指示と共に
、特定のＱｏＳ要件を有するリソースを要求することができる。
【０１８０】
　ＷＴＲＵ１７００は、ネットワークおよび無線リソースのセットアップを確立すること
ができる。これは、ベアラリソース割振り要求またはベアラリソース修正を介して実施す
ることができる。ネットワークは、近接プロシージャが特定のＷＴＲＵによってトリガさ
れうるかどうかを受諾または拒否することが可能であってよい。ＷＴＲＵが本明細書に記
載のメカニズムを使用してネットワークリソースを要求すると、ネットワークは、特定の
アプリケーションの要件に基づいて、その最も実行可能なプロシージャがどんなものであ
ろうかを決定して、最適化された接続を確立し位置情報を渡すことができる。
【０１８１】
　アプリケーションが、近接ベアラの確立を保証するリソースを要求することができる。
例えば、アプリケーションは、Ｒｘインタフェースを介してサービスまたはアクションを
要求することができ、これらのサービスまたはアクションは、ベアラの確立を、またはＯ
ＰＣをサポートするのに使用できるベアラの確立をトリガする規則を設定するよう、ポリ
シおよび課金規則機能（ＰＣＲＦ）に促すことができる。ＯＰＣをサポートするベアラの
確立をトリガできるサービスまたはアクションについては、本明細書に述べる。
【０１８２】
　あるいは、近接サービスを提供するアプリケーションが、ＯＰＣをサポートするための
ベアラの確立を要求することができる（例えばＲｘインタフェースを介して）。理由の完
全なリストではないが、なぜＯＰＣをサポートするためのリソースをアプリケーションが
要求することがあるかに関する可能性のある理由について、本明細書に述べる。あるいは
、近接サービスを要求するアプリケーションが、近接サーバまたは中央近接機能に近接サ
ービスを要求することができ、近接サーバまたは中央近接機能は、前述の方法のいずれか
を使用してｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄ近接ベアラを確立することができる。あるいは、ＷＴＲ
Ｕ内のアプリケーションが、ＯＰＣをサポートするのに使用されるベアラの確立を必要と
するであろうリソースを要求することができる。
【０１８３】
　図１８に、近接サービスに関するポリシおよび課金制御モデル１８００を示すが、この
モデルにより、ＰＣＲＦベースの近接駆動型ベアラを確立することができる。アプリケー
ション機能（ＡＦ）１８０５（例えば近接サーバ）は、ベアラを介してトランスポートさ
れるデータフローのニーズをサポートするためにこれらのベアラが準拠しなければならな
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い特性および／または要件を、ＰＣＲＦ１８１０に提供することができる。したがって、
ＡＦ１８０５は、近接サポートを必要とするであろうアプリケーションの「サポートされ
るフィーチャ」または「アプリケーション識別」を、ＰＣＲＦ１８１０に明示的に示すこ
とができる。これは、認証許可要求（ＡＡＲ）ｄｉａｍｅｔｅｒメッセージにすでに含ま
れる既存の属性値パラメータ（ＡＶＰ）を使用して実施することができる。ＰＣＲＦ１８
１０は、ポリシを使用して、「アプリケーション識別」または「サポートされるフィーチ
ャ」を、特定のＱｏＳ、ならびに／またはポリシおよび課金制御（ＰＣＣ）規則、ならび
に／または単一近接サービスＩＤと「バインド」することができる。
【０１８４】
　ポリシおよび課金制御モデル１８００はさらに、加入者プロファイルリポジトリ（ＳＰ
Ｒ）１８１５と、オンライン課金システム（ＯＣＳ）１８２０1および１８２０2と、ベア
ラ構築およびイベント報告機能（ＢＢＥＲＦ）１８２５と、トラフィック検出機能１８３
０と、ポリシ課金施行機能（ＰＣＥＦ）１８３５とを含んでよい。
【０１８５】
　単一近接サービスＩＤを使用して、近接サービスを必要とするであろうアプリケーショ
ンに加入する他の任意のメンバを関連付けることができる。これらのメンバは、ＯＰＣを
介して接続されうる、グループの一部または個別ＷＴＲＵであってよく、このＯＰＣは、
ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ通信のためのより短いパスをとる接続（例えば、ケース３にお
けるｅＮＢを介した近接接続）である。
【０１８６】
　近接サービスＩＤは、近接サポートを必要とするアプリケーションまたはサービスに関
連するグループＩＤまたはアプリケーションＩＤから導出することができる。単一近接サ
ービスＩＤ（ＳＰＳＩ）を使用して、単一のＴＦＴに関連しうる少なくとも２つのＷＴＲ
Ｕの接続を管理することができ、いつ、および／またはどこでこの接続を確立するかにつ
いての決定は、３ＧＰＰネットワークに完全に委ねられる。ＰＣＲＦは、関連するＰＧＷ
を介して、単一近接サービスＩＤをＭＭＥに渡すことができる。ＭＭＥは、この識別を使
用して、ＯＰＣを使用して接続されうる、近接サービスをサポートするＷＴＲＵがあるか
どうか判定することができる。同じ近接サービスＩＤを有する２つ以上のＷＴＲＵをＭＭ
Ｅが識別した場合、ＭＭＥは、これらのＷＴＲＵがＯＰＣを介して接続されうるかどうか
判定することができる。ＯＰＣは、同じＰＧＷ、同じＬＧＷ、同じｅＮＢ／ＨｅＮＢ／Ｈ
ｅＮＢ、または、同じ近接ベアラＩＤを介した直接ルーティングをサポートできるいずれ
か他のノードを含めた、種々のレベルで定義することができる。
【０１８７】
　ＳＰＳＩを使用することの他に、ＭＭＥは、いくつかの他の基準（候補ＯＰＣ　ＷＴＲ
Ｕの近接性をシグナリングする修正されたＷＴＲＵ近接指示を含めた）を使用して、ＯＰ
Ｃを許可／実行できるかどうか判定することもできる。
【０１８８】
　加えて、２つ以上のＷＴＲＵが候補ＯＰＣノードに接続されているとＭＭＥが判定でき
る限り、ＯＰＣを実行する候補ノードのノードＩＤを使用することができる。ＭＭＥは、
ＷＴＲＵベアラコンテキストから候補ＯＰＣノードＩＤを得ることができ、この情報は、
ＭＭＥ間およびＭＭＥ内ハンドオーバを含めたハンドオーバプロシージャ中に転送するこ
とができる。例えば、ベアラコンテキストをｈａｎｄｏｖｅｒ　ｒｅｑｕｉｒｅｄ（ハン
ドオーバ必要）メッセージおよびｆｏｒｗａｒｄ　ｒｅｌｏｃａｔｉｏｎ　ｒｅｑｕｅｓ
ｔ（再配置転送要求）メッセージ中で転送することができる。あるいは、グローバルｅＮ
Ｂ　ＩＤを使用して、２つ以上の近接対応ＷＴＲＵが同じｅＮＢに接続されているかどう
か識別することができる。さらに、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）ＩＤおよびロー
カルＨ（ｅ）ＮＢ）ネットワーク（ＬＨＮ）ＩＤを使用することもできる。
【０１８９】
　図１９に、ネットワークベースの近接トリガプロシージャの信号流れ図を示す。近接サ
ーバとしての役割を果たす可能性のあるアプリケーション機能（ＡＦ）１９０５が、近接
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サービス要求１９１０をＰＣＲＦ１９１５に送ることができる。近接サービス要求１９１
０は、近接サービスをＡＦ１９０５に要求する別個のＡＦによってトリガされたものとす
ることができる。サービス情報は、とりわけ、アプリケーションＩＤまたはフィーチャＩ
Ｄ、および単一近接サーバＩＤを含んでよい。ＰＣＲＦ１９１５は、加入者プロファイル
要求メッセージ１９２０を、ホーム加入者サーバ（ＨＳＳ）／加入者プロファイルリポジ
トリ（ＳＰＲ）１９２５に送って、アプリケーションＩＤ／フィーチャＩＤを渡すことが
できる。ＨＳＳ／ＳＰＲ１９２５は、この情報を使用して、潜在的な近接バディとして加
入者によって定義されてよい加入者のリストを取り出すことができる。このリストは、Ｈ
ＳＳ／ＳＰＲ１９２５によって送られるプロファイル応答メッセージ１９３０中で提供す
ることができる。近接バディリストは、アプリケーション／フィーチャＩＤと共に、メッ
セージチェーンを介してＭＭＥ１９３５に渡すことができる。ＭＭＥ１９３５は、この情
報を使用して、ＯＰＣを確立できるかどうか判定することができる。
【０１９０】
　一方または両方のＷＴＲＵがアイドルモードに移ったときの、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲ
Ｕベアラ上でのプロシージャおよび影響について、本明細書に述べる。さらに、他方のＷ
ＴＲＵがアイドルモードで送るべきデータを有するときに一方のＷＴＲＵを接続モードに
移行させることができるページングプロシージャについても述べる。プロシージャおよび
方法は、本明細書に述べるＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラケースに応じて異なる場合が
ある。
【０１９１】
　図３Ａに示すケース１では、一方のＷＴＲＵがアイドルモードになったとき、直接ＷＴ
ＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラは解体されてよい（すなわち無線ベアラは解放されてよい）
。しかし、ベアラのコンテキストは、両方のＷＴＲＵ中に留まることができる。ベアラコ
ンテキストは、無線ベアラコンテキスト、または完全もしくは部分的なＥＰＳベアラコン
テキストからなるものとすることができる。したがって、両方のＷＴＲＵが接続モードに
戻ったとき、同じベアラを再確立することができる。
【０１９２】
　図３Ａに示す例では、一方のＷＴＲＵがアイドルモードである場合、ＷＴＲＵ－１とＷ
ＴＲＵ－２との間のＲＡＢは解体されてよい。しかし、ＷＴＲＵ－２は、ＷＴＲＵ－１に
送るべきいくらかのピアデータを有することがあるが、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベ
アラが解体されているので、ＷＴＲＵ－２はしたがって、ＷＴＲＵ－１がアイドルモード
であることを知ることができ、したがってＷＴＲＵ－２は、デフォルトＰＤＮ接続を介し
て、またはＰＤＮ接続へのデフォルトベアラを介して、第１のパケットを送ることができ
る。この第１のパケットの宛先ＩＰアドレスはＷＴＲＵ－１のアドレスとすることができ
るので、第１のパケットは、ＰＧＷに、そして最終的にはＷＴＲＵ－１のＳＧＷにルーテ
ィングされることが可能である。これにより、ＷＴＲＵ－１を接続モードに移行させるた
めのＭＭＥによる通常のページングをトリガすることができる。ＷＴＲＵ－１が接続モー
ドになると、残りのパケットは、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラを介して送ること
ができる。あるいは、ページングをトリガする第１のパケットはｅＮＢまたはＳＧＷによ
って廃棄され、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラが再確立された後は、第１のパケットを
含めた全てのパケットが直接ベアラを介して送られてもよい。
【０１９３】
　図３Ｂに示す例（ケースＢ）では、一方のＷＴＲＵがアイドルモードに移行したとき、
ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラは解体されてよい（すなわち両方のＲＡＢは解放されてよい
）。しかし、ＲＡＢのコンテキストは、ＷＴＲＵ－１、ＷＴＲＵ－２、およびｅＮＢ中に
留まることができる。この場合、一方のＷＴＲＵが、アイドルモードであろう他方のＷＴ
ＲＵに送るべきパケットを有する場合は、前述の解決法がこのケースにも当てはまるであ
ろう。
【０１９４】
　一方のＷＴＲＵがアイドルモードである場合、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラの全体
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が解放されなくてもよく、ベアラのうちで特定のＷＴＲＵに接続された部分だけが解放さ
れればよい。
【０１９５】
　図３Ｂに示す例（ケースＢ）では、ＷＴＲＵ－１がアイドルモードに移行した場合、Ｗ
ＴＲＵ－１からｅＮＢへのＲＡＢは解放されてよいが、ＷＴＲＵ－２からｅＮＢへのＲＡ
Ｂは、ＷＴＲＵ－２が接続モードに留まるならば解放されなくてよい。ＷＴＲＵ－２が、
ＷＴＲＵ－１に送るべきいくらかの近接またはピアツーピアパケットを有する場合、ＷＴ
ＲＵ－２は、ＷＴＲＵ－１がアイドルモードであることを知らない可能性がある。という
のは、ＷＴＲＵ－２からｅＮＢへのＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラのためのＲＡＢは依
然としてアクティブだからである。したがって、ＷＴＲＵ－２は、このＲＡＢ上でパケッ
トを送ることができる。第１のパケットがｅＮＢに到着したとき、ｅＮＢは、ＷＴＲＵ－
１がアイドルモードであると知る。ｅＮＢは、ＷＴＲＵを接続モードにするよう、ＭＭＥ
に通知を送ることができ、ＭＭＥから応答を受け取ると、ＲＡＢを再構築するための無線
リソース制御（ＲＲＣ）再構成要求を送ることができる。ｅＮＢとＷＴＲＵ－１との間で
ＲＡＢが再確立されると、次いでｅＮＢは第１のパケットをＷＴＲＵに転送することがで
き、次いで、残りのパケットのいくつかまたは全ては、ｅＮＢに対してトランスペアレン
トにＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラを介して送信されてよい。ｅＮＢは第１のパケット
を廃棄することもでき、ベアラが再確立された後で、第１のパケットを含めた全てのパケ
ットがＷＴＲＵ－２によって送られてもよい。
【０１９６】
　図３Ｃには、パス中のｅＮＢまたはＨｅＮＢを介してベアラを確立する例を示す。図３
Ｃに示す例（ケース３）では、各ＷＴＲＵは、ＰＧＷまたはＰｒｏＳｅ－ＧＷへの別個の
ベアラを有することができるが、データパケットは、両方のＷＴＲＵに接続されたｅＮＢ
またはＨｅＮＢにおいて、一方のＲＡＢから他方のＲＡＢに直接に転送することができる
。したがって、このケースでは、一方のＷＴＲＵがアイドルモードに移った（例えばユー
ザが非アクティブである結果として）とき、このＷＴＲＵに関連する全てのＲＡＢおよび
Ｓ１－Ｕベアラは解体されてよく、ｅＮＢまたはＨｅＮＢ中で、全てのＷＴＲＵ関連のコ
ンテキスト情報は削除されてよい。しかし、ＥＰＳベアラコンテキストは、ＷＴＲＵおよ
びＭＭＥ中に留まることができる。
【０１９７】
　図３Ｃを参照すると、ＷＴＲＵ－１がアイドルモードになった場合、ｅＮＢ／ＨｅＮＢ
は、ＷＴＲＵ－１コンテキスト情報の削除の一部として、このベアラまたはＲＡＢの最適
化されたパスに関連付けられたマッピングＩＤを除去または非アクティブ化することがで
きる。したがって、ＷＴＲＵ－１に送るべきデータをＷＴＲＵ－２が有する場合、ｅＮＢ
／ＨｅＮＢは、データがｅＮＢ／ＨｅＮＢに到着したであろうとき、このベアラまたはＲ
ＡＢにマッピングＩＤが割り当てられていないと判定する。次いで、このデータは、通常
の（すなわち最適化されない）プロシージャに従って、最適化されたパスを可能にするた
めに対応するＳ１－Ｕトンネルに転送することができ、次いで、データは最終的に、Ｓ５
／Ｓ８トンネルに転送することができる。データは、ＷＴＲＵ－１のＰＧＷ／ＰｒｏＳｅ
－ＧＷおよびＳＧＷにルーティングし返すことができ、これにより、通常のページングプ
ロシージャをトリガして、ＷＴＲＵ－１を接続モードに移行させることができる。このペ
ージングプロシージャの間、新しいマッピングＩＤ、または、古いマッピングＩＤを再ア
クティブ化する指示を、ｅＮＢ／ＨｅＮＢに送ることができる。したがって、ＷＴＲＵ－
１が接続モードに戻ると、ｅＮＢ／ＨｅＮＢは、このベアラに対するｅＮＢ／ＨｅＮＢを
介したローカルパスを可能にすることができ、全てのピアツーピアデータは、ＷＴＲＵ－
１からこのパスを介してＷＴＲＵ－２に送ることができる。ケース４は、ケース２につい
て述べた状況と同様とすることができるが、ケース４の場合、一方のＷＴＲＵがアイドル
モードに移行したとき、ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラ全体が非アクティブ化されてもよく
、または、ベアラのうちでアイドルモードに移行したＷＴＲＵに関連付けられた部分が非
アクティブ化されてもよく、この部分は、このケースでは、ＲＡＢおよび対応するＳ１－
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Ｕベアラとすることができる。例えば、ＷＴＲＵ－１がアイドルモードに移行した場合、
ＷＴＲＵ－１とｅＮＢ／ＨｅＮＢとの間のＲＡＢ、およびｅＮＢ／ＨｅＮＢとＳＧＷとの
間のトンネルが非アクティブ化されてよいが、ＳＧＷとＷＴＲＵ－２にサービスするｅＮ
Ｂ／ＨｅＮＢとの間のＳ１－Ｕトンネル、および対応するＲＡＢは、アクティブのままと
することができる。
【０１９８】
　同様に、ＷＴＲＵ－２がＷＴＲＵ－１へのピアツーピアまたはＰｒｏＳｅパケットを有
するが、ＷＴＲＵ－１がアイドルモードである場合、パケットは、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴ
ＲＵベアラ全体が非アクティブ化されているという条件で、前述のようにデフォルトＰＤ
Ｎ接続を介して送ることができる。あるいは、パケットは、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベ
アラがＷＴＲＵ－２から見て依然としてアクティブである間に、ＷＴＲＵ－２によってＷ
ＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラ上で送ることができる。この場合、パケットがＲＡＢおよ
びＳ１－Ｕトンネルを使用してＳＧＷに到着したとき、ＳＧＷは、通常のページングプロ
シージャをトリガして、ＷＴＲＵ－１を接続モードに移行させることができる。ＷＴＲＵ
－１が接続モードになると、パケットは、ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラを介してＷＴ
ＲＵ－１に送ることができる。
【０１９９】
　近接性に関する非アクセス層（ＮＡＳ）発見方法について、本明細書に述べる。近接発
見のためのＷＴＲＵの登録は、近接発見サービスを使用して他のＷＴＲＵを探したいとい
う意向、および／または、他のＷＴＲＵによって発見可能または発見不可能として自身を
識別したいという意向を含んでよい。発見可能である場合、ユーザはまた、ネットワーク
が他のユーザに対して表示するための「ニックネーム」を提供することもでき、ユーザは
また、性別や関心のような、ネットワークが他のユーザに対して表示するための他の情報
を提供することもできる。ネットワークが発見サービスの使用をＷＴＲＵに対して承諾す
るかどうかは、加入プロファイルに基づくことができる。
【０２００】
　さらに、ＷＴＲＵはまた、使用している周知のアプリケーション（すなわちアプリケー
ション）を登録メッセージに含めることもできる。周知のアプリケーションは、ボイスオ
ーバインターネットプロトコル（ＶｏＩＰ）クライアント（Ｓｋｙｐｅ、Ｖｏｎａｇｅ）
および／またはソーシャルネットワーク（ＳＮＳ）アプリケーション（例えばＦａｃｅｂ
ｏｏｋ）など、近接サービスから利益を得ることのできる広く使用されているスマートフ
ォンアプリケーションである。情報は、さらに他の近接ベースサービスのために、ネット
ワークまたはアプリケーションサーバによって使用することができる。ネットワークは、
ＷＴＲＵの近接発見登録情報と、周知アプリケーション情報と、関連する位置情報（全地
球測位システム（ＧＰＳ）座標、セルＩＤ、ｅＮＢ　ＩＤ、ＣＳＧなど）を記録すること
ができる。
【０２０１】
　登録のために、新しい情報要素（ＩＥ）を、アタッチまたはトラッキングエリア更新（
ＴＡＵ）メッセージ中で追加することができる。ネットワークは、登録結果を応答メッセ
ージ中でＷＴＲＵに通知することができる。この目的で、新しいＮＡＳメッセージを考案
することもできる。
【０２０２】
　システムが近接発見をサポートする場合、セルは、ＲＲＣレベルでブロードキャストす
ることができる。
【０２０３】
　アプリケーション特有情報を要求することができる。周知アプリケーション登録が実施
される場合、ＭＭＥは、ニックネーム、ログインＩＤ、パスワードなど、いくらかのアプ
リケーション特有情報を送るようＷＴＲＵに要求することができる。情報は、近接ベース
サービスのために、ネットワークによって使用されるか、またはさらにアプリケーション
サーバに提供されてよい。この目的で、新しいＮＡＳメッセージを考案することもできる
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。
【０２０４】
　ＷＴＲＵは、その近接登録情報を修正する（例えば、発見可能から発見不可能に変更す
る）ことができる。位置移動（例えば別のセルへの再選択もしくはＨＯ）、または新しい
エリアでのＴＡＵの際、システムは、元のＭＭＥにおけるこのＷＴＲＵの近接情報を更新
もしくは削除することが可能であるかまたは更新もしくは削除すべきである。ＷＴＲＵが
ＧＰＳ対応である場合、ＷＴＲＵは、ＮＡＳを介してＧＰＳ座標を定期的に送って、位置
情報を更新するように構成されてよい。
【０２０５】
　近接発見情報を要求することができる。ＷＴＲＵは、近接発見情報（付近の発見可能に
なっている全てのＷＴＲＵ、または、特定の周知のアプリケーションについて付近にいる
このアプリケーションの他ユーザなど）を、ネットワークに要求することができる。この
目的で、新しいＮＡＳメッセージを考案することもできる。
【０２０６】
　システム間の近接情報交換を行うことができる。ＭＭＥは、近接情報（例えば、発見情
報、位置情報、近接能力情報、および／または近接ＱｏＳ情報など）を、サービング汎用
パケット無線サービス（ＧＰＲＳ）サポートノード（ＳＧＳＮ）など他のシステム要素と
交換することができる。ＭＭＥは、ある位置に関する近接関連情報（例えば、ＧＰＳ座標
、セル、またはトラッキングエリア）を送るようＳＧＳＮに要求することができる。ＳＧ
ＳＮは、位置をそれ自体の位置（セルまたはルーティングエリア）にマッピングし、その
位置における全ての発見可能なＷＴＲＵ、またはアプリケーション特有情報を返すことが
できる。ＭＭＥはまた、他のシステムにも同様の情報を提供することができる。新しいシ
ステム間メッセージを考案することもできる。
【０２０７】
　ＭＭＥとアプリケーションサーバとの間で通信を確立することができる。ＭＭＥは、現
在の近接情報を周知アプリケーションサーバに提供することができ、それにより、サーバ
は近接情報を有することができる。ユーザがアプリケーションに対してオンラインになっ
たとき、アプリケーションは、関連する近接情報をユーザに対して表示することができる
。ＭＭＥは、要求時にまたは定期的に、ＷＴＲＵの現在のトラッキングエリアＩＤまたは
ｅＮＢ　ＩＤを送ることができ、これらは、アプリケーションサーバおよび／または近接
サーバに登録されてよい。あるいは、近接サーバは、２つのＷＴＲＵが近接サーバを介し
て通信したいと望んでいるか否かをＭＭＥに通知することができる。第１のケースでは、
アプリケーションサーバ／近接サーバが、この情報を使用することができる（例えば、近
接サービスを要求した、かつ／または特定のアプリケーションを使用しているであろう、
２つのＷＴＲＵが、同じエリア内にあるか否かを識別するために、ＷＴＲＵのトラッキン
グエリアＩＤを使用することができる）。これらのＷＴＲＵが同じエリア内にあるとアプ
リケーションサーバが判定した場合、アプリケーションサーバまたは近接サーバは、２つ
以上のＷＴＲＵ間で近接接続を確立するよう、ＭＭＥおよび／またはネットワークに要求
することができる。
【０２０８】
　第２のケースでは、アプリケーションサーバが情報をＭＭＥに送ることができ、ＭＭＥ
は、アプリケーションサーバ／近接サーバからの情報に基づいて、同じトラッキングエリ
ア中にある２つのＷＴＲＵが相互に通信したいと思っているかどうか判定することができ
る。ＷＴＲＵが近接通信を望んでいるであろうこと、および／またはＷＴＲＵが近接通信
を実施できることが、ＭＭＥによって結論付けられた場合は、これらのＷＴＲＵ間で近接
接続を確立することができる。
【０２０９】
　図２０に示すように、アプリケーションゲートウェイ２００５をＭＭＥ２０１０に組み
込んで、アプリケーションサーバ２０１５との通信を可能にすることができる。
【０２１０】
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　ＰｒｏＳｅ（ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵ近接サービス）を実現し、ＷＴＲＵ－ｔｏ－Ｗ
ＴＲＵ通信を可能にするために、新しい論理ノードを設けることができる（本明細書では
近接サービスゲートウェイ（ＧＷ）（すなわちＰｒｏＳｅ－ＧＷ）と呼ぶ）。ＰｒｏＳｅ
－ＧＷは、ネットワークオペレータによって、または独立したＰｒｏＳｅサービスプロバ
イダによって、または企業によって配置することができる。ＰｒｏＳｅ－ＧＷは、複数の
ローカルホームネットワークおよび関連するローカルＧＷ（ＬＧＷ）にわたることがある
。同様に、ＰｒｏＳｅ－ＧＷは、複数の企業ローカルネットワークにわたることがある。
ＰｒｏＳｅ－ＧＷは、ＰｒｏＳｅ　ＰＤＮ接続によって使用されるＩＰアドレス割振りと
、ＱｏＳ施行をサポートするためのポリシ制御施行機能（ＰＣＥＦ）、およびＰＣＲＦ規
則に従ったフローベース課金機能とを含んでよい。
【０２１１】
　ＰｒｏＳｅ－ＧＷが企業または独立したＰｒｏＳｅプロバイダによって配置される場合
は、ＰＣＥＦおよびフローベース課金機能は、ＰｒｏＳｅ－ＧＷ中に位置しなくてよい。
このような場合、ＰｒｏＳｅは、ユーザサービスレベル合意による事前定義済みのＱｏＳ
レベルにより、ＰＤＮ接続またはベアラ（ＷＴＲＵデフォルトベアラなど）を使用してサ
ポートされてよい。
【０２１２】
　ＰｒｏＳｅ－ＧＷはまた、近接サービスに関与するＷＴＲＵに向けた以下の機能を含ん
でよく、これらはＳＧＷ機能とすることもできる。ＷＴＲＵがＰｒｏＳｅ　ＰＤＮ接続の
みを有するとき、ＷＴＲＵがｅＮＢ間またはＨｅＮＢ間で移動する際にデータベアラと共
にローカルモビリティアンカを使用することができる。ＷＴＲＵが遊休状態（例えば、Ｅ
ＰＳモビリティ管理（ＥＭＭ）遊休、またはＥＰＳ接続管理（ＥＣＭ）遊休）のときであ
って、ＭＭＥがＷＴＲＵのページングを開始してベアラを再確立する間にダウンリンクデ
ータを少なくとも一時的にバッファリングするとき、ベアラに関する情報を保持すること
ができる。ローミングしているＷＴＲＵについて、課金のための情報（例えばユーザとの
間で送受信されるデータのボリューム）および合法的傍受のための情報を収集することが
できる。
【０２１３】
　例えば、近接サービス（ＰｒｏＳｅ）エリアを、セルの集まり（例えば、同じＣＳＧ　
ＩＤを有するセル、またはＣＳＧ　ＩＤのリストに属するセル）と、ローカルホームネッ
トワークまたはローカル企業ネットワークの集まりと、のうちの１または複数として定義
することができる。ＰｒｏＳｅエリアは複数のＰＬＭＮからのセルにわたることもあり、
または、ＰｒｏＳｅエリアは複数のＣＳＧにわたることもある。
【０２１４】
　ＰｒｏＳｅエリアは、グローバル一意識別子とすることのできる識別子に関連してよい
。このような識別子は、このＰｒｏＳｅエリア中のセルによってブロードキャストするこ
とができる。ＰｒｏＳｅエリア識別子はまた、ＷＴＲＵ間で、またはＷＴＲＵとネットワ
ークエンティティとの間で、専用ＲＲＣメッセージまたはＮＡＳメッセージ中で交換する
ことができる。ＰｒｏＳｅエリア識別子は、ＰｒｏＳｅ発見、またはＰｒｏＳｅピアＷＴ
ＲＵもしくはＷＴＲＵグループの発見をサポートするために、ＷＴＲＵまたはネットワー
クエンティティ（ＭＭＥ、ｅＮＢ／ＨｅＮＢ、ＧＷ（ＰｒｏＳｅ　ＧＷを含む））によっ
て使用することができる。同じＰｒｏＳｅエリア中のＷＴＲＵは、ＰｒｏＳｅ通信に携わ
ることができる。
【０２１５】
　ＰｒｏＳｅアクセスは、アクセシビリティ制御と、アクティブ化トリガと、いつどのよ
うにＰｒｏＳｅアクセスを提供できるかを決定するための決定ノードとを使用して提供す
ることができる。ＰｒｏＳｅ制御では、おそらくはＰｒｏＳｅを使用可能にし制御するた
めに、以下の情報を、ＷＴＲＵにまたはユーザの加入プロファイルに組み込むことができ
る。
【０２１６】
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　ＰｒｏＳｅ許可は、ＷＴＲＵがＰｒｏＳｅに携わるための許可として定義することがで
きる。さらに、ＨＳＳにおけるＰＤＮ加入コンテキストは、以下のような様々な粒度のＰ
ｒｏＳｅ許可を含んでよい。すなわち、アクセスポイント名（ＡＰＮ）、および、Ｐｒｏ
ＳｅがＡＰに対して可能とされるか禁止されるかを示すＡＰＮに関する指示；ＡＰＮ、お
よび、このＡＰＮに対してＰｒｏＳｅのみがサポートされるかどうかを示す指示；ＡＰＮ
、および、サポートされるＰｒｏＳｅが条件付き（例えばＰｒｏＳｅ条件付き）かどうか
を示す指示；ＰＧＷもしくはＰｒｏＳｅ　ＧＷ（例えばデフォルトＰｒｏＳｅ　ＧＷ）の
識別、およびＡＰＮ；ＰｒｏＳｅエリア（例えばＰｒｏＳｅエリアのリスト）およびＡＰ
Ｎ；ＰｒｏＳｅがローミング中に可能かどうか（例えば、訪問先公衆陸上モバイルネット
ワーク（ＶＰＬＭＮ）中で）；ＰｒｏＳｅがローミング中に訪問先ネットワークＰｒｏＳ
ｅ　ＧＷまたはＰＧＷを介して可能かどうか；ＰｒｏＳｅが特定のＰｒｏＳｅグループ（
オープングループ、クローズグループ、私的グループ、公開グループ）に対して可能かど
うか；ＡＰＮ、および、ＰｒｏＳｅが特定のＰｒｏＳｅグループまたはグループタイプに
対して可能かどうかを示す指示；ＷＴＲＵが別のＷＴＲＵをＰｒｏＳｅ通信に招待するこ
とが可能かどうか（招待されるＷＴＲＵがＰｒｏＳｅに加入していなくても）；ならびに
／または、ＡＰＮ、および、可能とされるＰｒｏＳｅサービスレベルを示す指示（それに
より、多くのＰｒｏＳｅサービスレベルがありうる）；ＰｒｏＳｅがデフォルトＰＤＮ接
続ベアラ上で確立されることが可能か、または専用ベアラもしくは専用ＰＤＮ接続上で確
立されることが可能か；ＰｒｏＳｅが発信呼のみに可能とすることができるか終端呼のみ
に可能とすることができるか、またはその両方か；許可は、特定のＱｏＳ属性および関連
しきい値（最大ビットレート、ＱｏＣクラス識別子（ＱＣＩ）、割振りおよび保持優先順
位（ＡＲＰ）など）について承諾されうる；許可の有効性；許可は、特定のサービスタイ
プについて承諾されうる；ならびにユーザ同意（これは上記と同じ粒度レベルを有してよ
い）などである。
【０２１７】
　このような情報は、ＨＳＳ中にあってよい。さらに、この情報は、ＣＮノード（ＭＭＥ
、ＳＧＳＮ、ＳＧＷ、またはＰＧＷなど）に提供することができる（例えばＨＳＳによっ
て）。情報はまた、本明細書に述べるＰｒｏＳｅ　ＧＷに提供することもできる。
【０２１８】
　加えて、ＰｒｏＳｅは、同じローカルネットワーク下のＷＴＲＵ間で、または、定義さ
れたローカルネットワークのリストに属するＷＴＲＵ間で、可能とすることができる。Ｐ
ｒｏＳｅは、同じＣＳＧに属するＷＴＲＵ間で可能とすることができる。許可は、常に可
能、常に禁止、かつ／または条件付きとすることができる。
【０２１９】
　ＰｒｏＳｅ通信のサポートはまた、ネットワーク構成および能力の影響を受けることが
ある。同様に、ＰｒｏＳｅ通信のサポートは、ＷＴＲＵ構成、ならびに、その能力、およ
びプロトコル／ハードウェアバージョンまたはリリースの影響を受けることがある。例え
ば、ＭＭＥ、ＳＧＷ、およびＰＧＷの中には、ＰｒｏＳｅをサポートするものもあればサ
ポートしないものもあるであろう。同様に、ｅＮＢまたはＨｅＮＢの中には、ＰｒｏＳｅ
をサポートするものもあればサポートしないものもあるであろう。
【０２２０】
　モビリティの間、サービングネットワークまたはネットワークノード（ＭＭＥ、ＳＧＷ
／ＰＧＷ、またはｅＮＢもしくはＨｅＮＢ）は、ターゲットネットワークまたは特定のタ
ーゲットネットワークノードにおけるＰｒｏＳｅのサポートを検証することができる。タ
ーゲットネットワーク（または、ＷＴＲＵにサービスしていることになる特定のターゲッ
トネットワークノード）がＰｒｏＳｅをサポートしない場合、サービングネットワークは
、ＰｒｏＳｅ　ＰＤＮ接続を非アクティブ化することができる。非アクティブ化は、ｅＮ
ＢもしくはＨｅＮＢ、ＭＭＥ、および／または、ＳＧＷ、ＰＧＷ、もしくはＰｒｏＳｅ－
ＧＷによって開始することができる。
【０２２１】
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　ＰｒｏＳｅへのトリガ、およびＰｒｏＳｅをトリガできる時点について、本明細書に述
べる。ＰｒｏＳｅは、近くの友達が発見されたとき、または友達または関心ポイントが近
いことが通知されたときに、トリガされてよい。通知は、ネットワークからまたはＷＴＲ
Ｕからユーザに向けて送ることができる。例えば、ユーザは、ユーザ友達リスト上にまだ
ないであろう友達または関心ポイントが発見されたときに通知を発行するよう、ＷＴＲＵ
を構成することができる。
【０２２２】
　通知は、ＷＴＲＵに向けて送ることができる。例えば、ＷＴＲＵは、ネットワークまた
はピアＷＴＲＵまたは関心ポイントから通知があると、何らかのアクションを自律的に行
う（例えば友達リストを更新する）ように構成されてよい。
【０２２３】
　ＰｒｏＳｅは、ＰｒｏＳｅエリアに入ったとき、またはＰｒｏＳｅエリアＩＤをシステ
ム情報ブロードキャストから読み取ったときにトリガされてよい。
【０２２４】
　ＰｒｏＳｅは、ユーザからの要求時にトリガされてよい。例えば、ユーザは、近くの友
達を検出するようＷＴＲＵをトリガすることができる。「友達」という用語は、例えば、
それが近くにある場合にユーザがそれとの接触を確立したいであろう個別エンティティ（
例えば人物、店など）、加入者のグループまたはソーシャルネットワークグループ、Ｐｒ
ｏＳｅエリアサーバまたはＰｒｏＳｅ－ＧＷ、ローカルネットワークをとりわけ指す。
【０２２５】
　ＰｒｏＳｅは、ネットワークからのページング時またはＰｒｏＳｅ開始要求時にトリガ
されてよい。例えば、ページングは、ＰｒｏＳｅ通信を確立したい友好的なＷＴＲＵの結
果である場合がある。
【０２２６】
　ＰｒｏＳｅは、ＰｒｏＳｅ可能リストが更新されたとき、近接性指示があったとき、ネ
ットワークによってフィーチャがアクティブ化されたとき、ＰｒｏＳｅをサポートするセ
ルを選択したときもしくはＰｒｏＳｅをサポートするセルへのハンドオーバを選択したと
き、ＰｒｏＳｅをサポートするネットワークを選択したときもしくはＰｒｏＳｅをサポー
トするセルかＰｒｏＳｅ　ＧＷのカバレッジに入ったとき、特定のＣＳＧ　ＩＤもしくは
特定のＡＰＮかＧＷ識別を選択したとき、ローカルＩＰアクセス（ＬＩＰＡ）サービス、
管理されるリモートアクセス（ＭＲＡ）サービス、もしくは選択的ＩＰトラフィックオフ
ロード（ＳＩＰＴＯ）サービスをアクティブ化したとき、または、ＰｒｏＳｅ制御セクシ
ョンで述べたＰｒｏＳｅ許可制御パラメータのいずれかを選択したときに、トリガされて
よい。
【０２２７】
　ＷＴＲＵまたはネットワークは、ＰｒｏＳｅをトリガする決定を行うことができる。例
えば、ＰｒｏＳｅは、ＷＴＲＵによってまたはユーザによって、別のユーザに向けて、ま
たは、別のユーザもしくはユーザグループもしくはソーシャルグループもしくは店などか
らの要求に応答して、トリガされてよい。
【０２２８】
　ＰｒｏＳｅは、ネットワーク（またはＰｒｏＳｅサービスプロバイダ）からのプッシュ
サービスとすることができる。ネットワークは、ＰｒｏＳｅを自律的に開始することがで
きる。例えば、ネットワークは、広告サービスを提供することができる。広告サービスを
提供できるユーザが関心ポイントに近接すると、ネットワークオペレータまたはサービス
プロバイダは、（例えばユーザプロファイルおよび事前に打ち合わせられた同意に基づい
て）、ＰｒｏＳｅをトリガして、ＷＴＲＵ画面上に表示されるべき広告情報をプッシュす
ることができる。このような広告情報はまた、情報が依然としてＷＴＲＵの位置に関連が
あると仮定した場合にＷＴＲＵによっていつでも表示されるように利用可能な、ＷＴＲＵ
へのプッシュとすることもできる。このようなＰｒｏＳｅ開始は、ＭＭＥ、ＳＧＷ、ＰＧ
Ｗ、ＰｒｏＳｅ－ＧＷ、またはｅＮＢ／ＨｅＮＢによってトリガすることができる。
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【０２２９】
　ＰｒｏＳｅの終了、および、ＰｒｏＳｅベアラまたは接続の解放を行うことができる。
ＰｒｏＳｅは、ＰｒｏＳｅ許可制御パラメータのいずれかに変化があり、それによりＰｒ
ｏＳｅがもはや可能でなくなったときに、終了させることができる。例えば、ＰｒｏＳｅ
通信は、ネットワークによって承諾された有効時間が切れたとき、ネットワーク構成もし
くはＷＴＲＵ構成が変化したとき、または、ＰｒｏＳｅがサポートされないネットワーク
部分もしくはネットワークへのモビリティがあったとき（ネットワークの全体もしくは当
該部分がＰｒｏＳｅをサポートしないかＰｒｏＳｅをサポートするように構成されていな
いため、または新しいネットワークがＰｒｏＳｅをサポートしないため、または新しいｅ
ＮＢ、ＨｅＮＢ、ＭＭＥ、ＳＧＷ、もしくはＰＧＷがＰｒｏＳｅをサポートしないため）
、または、ネットワーク、ＷＴＲＵもしくはユーザがＰｒｏＳｅを終了すると決定したと
きに、終了してよい。ＷＴＲＵは、近接データを送るために、許容しきい値に達すればよ
い。
【０２３０】
　課金モデルは、ＰｒｏＳｅをサポートするネットワークアーキテクチャに影響を及ぼす
ことがある。オペレータは、ＰｒｏＳｅサービスと、独立ＰｒｏＳｅプロバイダと、企業
によって配置されるＰｒｏＳｅと、家庭によって配置されるＰｒｏＳｅとを配置すること
ができる。課金は、固定レート（例えば月ごと）の課金に基づくことができる。
【０２３１】
　事前合意済み／事前構成済みＱｏＳ属性を有するデフォルトＷＴＲＵベアラもしくはデ
フォルトＰＤＮ接続、または、事前合意済み／事前構成済みＱｏＳ属性を有する専用ＰＤ
Ｎを確立して、ＰｒｏＳｅ通信をサポートすることができる。この方式では、ＰｒｏＳｅ
－ＧＷ、または、ネットワークオペレータによって信頼されるいずれか他のノード（ＳＧ
ＷもしくはＰＧＷなど）が使用される場合は、ダウンリンクにおけるＱｏＳ（例えばＡＰ
Ｎ　ＡＭＢＲに基づくレートポリシング）のためのポリシ制御施行機能（ＰＣＥＦ）が、
ｅＮＢまたはＨｅＮＢ中にあってよい。
【０２３２】
　また、消費されるデータボリュームを、Ｓ１アプリケーションプロトコル（Ｓ１－ＡＰ
）メッセージを使用してネットワークに報告するための機能を、ｅＮＢまたはＨｅＮＢに
おいて指定することもできる。
【０２３３】
　ＡＦは、近接サポートを必要とするアプリケーションの「サポートされるフィーチャ」
または「アプリケーション識別」をＰＣＲＦに明示的に示すことができる。これらは、Ａ
ＡＲ　ｄｉａｍｅｔｅｒメッセージにすでに含まれる既存の属性値パラメータ（ＡＶＰ）
を使用して実施することができる。
【０２３４】
　単一近接サービスＩＤを使用して、近接サービスを必要とするであろうアプリケーショ
ンに加入する他の任意のメンバを関連付けることができる。これらのメンバは、最適化さ
れた近接接続（ＯＰＣ）を介して接続されうる、グループの一部または個別ＷＴＲＵとす
ることができる。
【０２３５】
　ＷＴＲＵのうちの一方がアイドルモードになったときの１または複数のシナリオでは、
直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラは解体されてよいが、ベアラのコンテキストは両方
のＷＴＲＵ中に留まることができる。したがって、両方のＷＴＲＵが接続モードに戻った
とき、同じベアラを再確立することができる。また、一方のＷＴＲＵがアイドルモードで
ある場合、ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラの全体が解放されなくてもよく、ベアラのうちで
この特定のＷＴＲＵに接続された部分だけが解放されればよいことも可能であろう。
【０２３６】
　このページングプロシージャ中に、これまで未知の「マッピングＩＤ」、または、古い
マッピングＩＤを再アクティブ化するようｅＮＢに示す指示を、ｅＮＢに送ることができ
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る。したがって、ＷＴＲＵ－１が接続モードに戻ると、ｅＮＢは、このベアラに対するｅ
ＮＢを介したローカルパスを使用可能にすることができ、全てのピアツーピアデータは、
このパス上でＷＴＲＵ－１からＷＴＲＵ－２に行くことができる。
【０２３７】
　ＷＴＲＵは、使用している周知のアプリケーションを、登録メッセージに含めることが
できる。周知のアプリケーションは、ＶｏＩＰクライアント（Ｓｋｙｐｅ、Ｖｏｎａｇｅ
）またはＳＮＳアプリケーション（Ｆａｃｅｂｏｏｋ）など、近接サービスから利益を得
ることのできる広く使用されているスマートフォンアプリケーションとすることができる
。情報は、さらに他の近接ベースサービスのために、ネットワークまたはアプリケーショ
ンサーバによって使用することができる。
【０２３８】
　ＷＴＲＵは、ネットワークおよび無線リソースのセットアップを確立することができる
。これは、ベアラリソース割振り要求またはベアラリソース修正を介して実施することが
できる。ネットワークは、近接プロシージャが特定のＷＴＲＵによってトリガされうるか
どうかを受諾または拒否することが可能であってよい。
【０２３９】
　図２１Ａおよび２１Ｂは共に、第１のＷＴＲＵ２１０５、第２のＷＴＲＵ２１１０、ｅ
ＮＢ２１１５、ＭＭＥ２１２０、Ｄ２Ｄサーバ２１２５、およびＰＧＷ２１３０を含むワ
イヤレス通信システム２１００における、セルラトリガ式デバイス発見を伴うｅＮＢ内、
ＭＭＥ内２重ＲＡＴの場合の例示的なサービス要求プロシージャの信号流れ図である。Ｎ
ＡＳレイヤアタッチプロシージャの一部としての登録（２１３５）の間、両方のＷＴＲＵ
２１０５および２１１０は、８０２．１１ＲＡＴを使用してそれらがＤ２Ｄ対応であるこ
とを示すことができ、それぞれのＤ２Ｄ能力をＭＭＥ２１２０またはＤ２Ｄサーバ２１２
５に送ることができる。ＭＭＥ２１２０は、ＷＴＲＵの登録時に、またはいずれか後の更
新時に例えばトラッキングエリア更新（ＴＡＵ）プロシージャを使用して、ＷＴＲＵ２１
０５および２１１０のＤ２Ｄ能力でＤ２Ｄサーバ２１２５を更新することができる。
【０２４０】
　ＷＴＲＵ２１０５は、ベースラインプロシージャにより、ＷＴＲＵ２１１０への公共安
全（ＰＳ）呼を確立することを試みることができる。ＷＴＲＵ２１０５および２１１０は
、ベースラインＬＴＥプロシージャによりセットアップされたデフォルトＥＰＳベアラを
確立することができる。ＷＴＲＵ２１０５は、ランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）お
よび接続セットアッププロシージャを使用して、ＲＲＣ接続状態に移ることができる。Ｗ
ＴＲＵ２１１０がまだＲＲＣ接続状態でない場合、ＭＭＥ２１２０は、ページングプロシ
ージャを使用して、ＷＴＲＵ２１１０をＲＲＣ接続状態にすることができる。この段階の
後には、ＷＴＲＵ２１０５とＷＴＲＵ２１１０は両方とも、ＰＧＷ２１３０に接続された
デフォルトＥＰＳベアラ２１４０を有することができる。
【０２４１】
　ＭＭＥ２１２０は、単独で、またはＤ２Ｄサーバ２１２５（もしくはＡＮＤＳＦやＰＣ
ＲＦなど他のＥＰＣエンティティ）と協働して、ＷＴＲＵ２１０５および２１１０がＤ２
Ｄ対応であること、およびそれらが８０２．１１ＲＡＴベースのＤ２Ｄリンクを使用して
通信可能であろうことを識別することができる（２１４５）。これは、位置情報、測定値
、セルＩＤ、セクタＩＤなど（ただしこれらに限定されない）に基づくことができる。Ｗ
ＴＲＵ２１０５および２１１０は、デバイスおよびサービス発見を実施することができる
。
【０２４２】
　図２２Ａおよび２２Ｂは共に、第１のＷＴＲＵ２２０５、第２のＷＴＲＵ２２１０、ｅ
ＮＢ２２１５、ＭＭＥ２２２０、およびＤ２Ｄサーバ２２２５を含むワイヤレス通信シス
テム２２００における、ｅＮＢ内ローカルパスをセットアップするための例示的なプロシ
ージャの信号流れ図である。ローカルパス（単一ＲＡＴ）の呼管理のために、登録時（ア
タッチプロシージャ中で）、ＷＴＲＵ２２０５および２２１０は、それらがＤ２Ｄ対応で
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あることを示すことができ、それぞれのＤ２Ｄ能力を送ることができる。ＭＭＥ２２２０
は、ＷＴＲＵの登録時に、またはいずれかの後続の更新時に例えばＴＡＵプロシージャを
使用して、ＷＴＲＵ２２０５および２２１０のＤ２Ｄ能力でＤ２Ｄサーバ２２２５を更新
することができる。
【０２４３】
　ＷＴＲＵ２２０５は、ＷＴＲＵ２２１０のＩＰアドレス、または別の特定の識別子を、
セッション開始プロトコル（ＳＩＰ）プロシージャ（ＩＰマルチメディアサブシステム（
ＩＭＳ）を含む）を介して得ることができる。ＷＴＲＵ２２０５は、サービス要求ＮＡＳ
メッセージに、ＷＴＲＵ２２１０のＩＰアドレス、ＳＩＰユニフォームリソース識別子（
ＵＲＩ）、移動局国際加入者ディレクトリ番号（ＭＳＩＳＤＮ）、または、ＷＴＲＵ２２
１０を識別するのに使用できる他の一時識別子を含めることができる。
【０２４４】
　図２２Ａを参照すると、ＷＴＲＵ２２０５は、ベースラインプロシージャにより、ＷＴ
ＲＵ２２１０へのＰＳ呼を確立することを試みる。ＷＷＴＲＵ２２０５および２２１０は
、ベースラインＬＴＥプロシージャによりセットアップされたデフォルトＥＰＳベアラを
確立することができる。ＷＴＲＵ２２０５は、ＲＡＣＨおよび接続セットアッププロシー
ジャ２２３０を使用して、ＲＲＣ接続状態に移ることができる。ＷＴＲＵ２２１０がまだ
ＲＲＣ接続状態でない場合、ＭＭＥ２２２０は、ページングプロシージャを使用して、Ｗ
ＴＲＵ２２１０をＲＲＣ接続状態にすることができる。この段階の後には、ＷＴＲＵ２２
０５および２２１０は、ＰＧＷ（図示せず）に接続されたデフォルトＥＰＳベアラを有す
ることができる。
【０２４５】
　ＭＭＥ２２２０は、単独で、またはＤ２Ｄサーバ２２２５（もしくはＡＮＤＳＦ、ＰＣ
ＲＦ、ＨＳＳなど、他のＥＰＣエンティティ）と協働して、ＷＴＲＵ２２０５と２２１０
が両方ともＤ２Ｄ対応であること、およびそれらが同じｅＮＢ２２１５とのローカルパス
の範囲内であろうことを識別することができる（２２３５）。Ｄ２Ｄサーバ２２２５は、
論理エンティティとすることができ、その機能は種々のＥＰＣノード中で実行されてよい
。
【０２４６】
　図２２Ｂを参照すると、ＭＭＥ２２２０は、ＷＴＲＵ２２０５と２２１０との間のロー
カルパスを表すＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラに対応する２つの無線ベアラ２２４５をセットアッ
プするために、１または複数の修正Ｓ１－ＡＰ　Ｅ－ＲＡＢベアラセットアップ要求メッ
セージ２２４０をｅＮＢ２２１５に送ることができる。Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラは、ｅＮＢ
２２１５とＳＧＷとの間のＳ１ベアラと、ＳＧＷとＰＧＷとの間のＳ５／Ｓ８ベアラとを
有さない、特別なＥＰＳベアラである。
【０２４７】
　ローカルパスを有するＥＰＳベアラ（Ｄ２Ｄ　ＥＰＳベアラ）に対するＰＣＥＦ機能を
、ｅＮＢ２２１５において実行することができる。ＰＧＷおよびＳＧＷはもはやＤ２Ｄロ
ーカルパスのデータ転送に関与しないであろうから、これは有益であろう。また、これに
より、ＰＧＷがローカルパスに対応するＤ２Ｄ　ＥＰＳベアラのセットアップに関与する
必要性をなくすことができる。
【０２４８】
　図２２Ｂを再び参照するが、ｅＮＢ２２１５は、Ｓ１－ＡＰ　Ｅ－ＲＡＢベアラセット
アップ要求メッセージ２２４０を受け取った後、ベースラインＬＴＥプロシージャにより
無線ベアラをセットアップするために、ＲＲＣ接続再構成要求メッセージ２２５０をＷＴ
ＲＵ２２０５および２２１０に送ることができる。ＷＴＲＵ２２０５および２２１０は、
ＲＲＣ接続再構成完了メッセージ２２５５で応答して、無線ベアラがうまく確立されたこ
とを示すことができる。ｅＮＢ２２１５は、２つのそれぞれの無線ベアラを介してＷＴＲ
Ｕ２２０５と２２１０との間でデータを中継して、特定のＤ２Ｄ接続のためのローカルパ
スを形成することができる。
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【０２４９】
　ローカルパスを有することについての決定は、例えばＭＭＥ２２２０、Ｄ２Ｄサーバ２
２２５、および／または他のＥＰＣノードとの協調により、ｅＮＢ２２１５によって行う
ことができる。
【０２５０】
　図２３Ａおよび２３Ｂは共に、第１のＷＴＲＵ２３０５、第２のＷＴＲＵ２３１０、第
１のｅＮＢ２３１５、第２のｅＮＢ２３２０、ＭＭＥ２３２５、およびＤ２Ｄサーバ２３
３０を含むワイヤレス通信システム２３００における、ｅＮＢ間ローカルパスをセットア
ップするための例示的なプロシージャの信号流れ図である。ｅＮＢ間ローカルパスは、ｅ
ＮＢ２３１５と２３２０との間にＸ２インタフェースがあることを必要とする。
【０２５１】
　ｅＮＢ内のケースと同様、ＭＭＥ２３２５が、ＷＴＲＵ２３０５および２３１０が呼に
関与しておりＤ２Ｄローカルパス接続を有することができると識別したとき、ＭＭＥ２３
２５は、ＷＴＲＵ２３０５および２３１０に対するローカルパスをセットアップする決定
を行うことができる。ＭＭＥは、２つのＷＴＲＵに対する２つの無線ベアラをセットアッ
プするために、修正Ｓ１－ＡＰ　Ｅ－ＲＡＢベアラセットアップ要求メッセージ２３３５
をｅＮＢ２３１５および２３２０の各々に送ることができる。
【０２５２】
　図２３Ｂに示すように、ＷＴＲＵ２３０５と２３１０との間でローカルパスデータを交
換するために、ｅＮＢ２３１５と２３２０との間でＧＰＲＳトンネリングプロトコル（Ｇ
ＴＰ）トンネル２３４０をセットアップすることができる。対応するｅＮＢのｅＮＢ特有
識別子を、修正Ｓ１－ＡＰ　Ｅ－ＲＡＢベアラセットアップ要求メッセージ２２３５中で
搬送することができる。
【０２５３】
　図２３Ａおよび２３Ｂを参照すると、アクセス層スタックプロトコルのデータプレーン
レイヤ（例えばＰＤＣＰ、ＲＬＣ、ＭＡＣ、ＰＨＹ）は、ＷＴＲＵ２３０５および２３１
０上で終端することができる。ｅＮＢ２３１５および２３２０は、協調して、これらのプ
ロトコルレイヤに使用されるパラメータを決定することができる。ＷＴＲＵ２３０５に対
するｅＮＢ２３１５は、確立されつつあるこの特定のＤ２Ｄローカルパスのための制御ｅ
ＮＢになることができる。ｅＮＢ２３１５は、Ｄ２Ｄローカルパスに使用されることにな
るパラメータを協調させることおよび決定することを担うことができる。ローカルパスに
関与するＷＴＲＵ２３１０に対するｅＮＢ２３２０は、Ｘ２－ＡＰインタフェースを介し
てＷＴＲＵ無線アクセス能力情報要素（ＩＥ）を搬送する新しいメッセージを使用するこ
とによって、ＷＴＲＵ２３１０の無線アクセス能力をｅＮＢ２３１５に送って決定の実施
を補助することができる。
【０２５４】
　Ｘ２－ＡＰインタフェースを介してＷＴＲＵ無線セットアップパラメータＩＥを搬送す
るメッセージによって、ｅＮＢ２３１５からの構成情報をｅＮＢ２３２０に送ってＷＴＲ
Ｕ２３１０の構成を可能にすることができる。これにより、ＷＴＲＵ２３０５についての
Ｄ２Ｄ構成情報が、ＷＴＲＵ２３１０についての構成情報と合致すること、およびその逆
であることを、確実にすることができる。
【０２５５】
　ローカルパスに関与するＷＴＲＵ２３０５および２３１０が２つの異なるＭＭＥを伴う
場合（すなわちＭＭＥ間のケース）、２つのＭＭＥは、協調して、ＷＴＲＵ２３０５およ
び２３１０がローカルパスを有することができると識別することができる。これは、Ｄ２
Ｄサーバ２３３０および／または他のＥＰＣノードからの補助を必要とする場合がある。
ＷＴＲＵ２３０５に対するＭＭＥ２３２５は、確立されつつあるこの特定のＤ２Ｄローカ
ルパスのための制御ＭＭＥになることができる。
【０２５６】
　ＭＭＥ２３２５は、ｅＮＢ２３１５と２３２０との間でローカルパスを確立できる可能
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性について、他方のＭＭＥと交渉することができる。これは、これらの交渉を可能にする
ようにＳ－１０インタフェースを拡張することによって、実施することができる。他方の
ＭＭＥがＭＭＥ２３２５と合意する場合は、他方のＭＭＥは、ｅＮＢ２３１５と協調して
前述と同じかまたは同様のやり方でＷＴＲＵのためのローカルパス無線ベアラを構成する
よう、ｅＮＢ２３２０に通知することができる。
【０２５７】
　ＰＬＭＮ間ローカルパス呼の場合のローカルパスセットアッププロシージャは、異なる
ＰＬＭＮからのｅＮＢ２３１５と２３２０との間にＸ２インタフェースがあるという条件
で、ｅＮＢ間ローカルパスについて上述したものと同様とすることができる。
【０２５８】
　図２４に、パケットデータ収束プロトコル（ＰＤＣＰ）レイヤまでのアクセス層データ
プレーンプロトコルスタックレイヤがＷＴＲＵとｅＮＢとの間で終端するときの、例示的
なプロトコルアーキテクチャを示す。このケースでは、ローカルパス無線ベアラについて
のプロトコルアーキテクチャは、ベースラインＬＴＥにおけるものと同様とすることがで
きる。データパケットは、ＷＴＲＵ－１からＷＴＲＵ－２に、ｅＮＢにおいてＩＰレベル
でルーティングすることができる。ローカルＩＰゲートウェイ機能をｅＮＢにおいて追加
して、ローカルパスのためのＩＰレベルルーティングを可能にすることができる。
【０２５９】
　別の実施形態では、ＰＨＹおよびＭＡＣレイヤ以外のアクセス層データプレーンプロト
コルレイヤは、ローカルパスに関与する２つのＷＴＲＵ間で直接に終端することができる
。
【０２６０】
　図２５に、Ｄ２Ｄローカルパスについての別の例示的なデータプレーンプロトコルスタ
ックを示す。この例では、関与するｅＮＢは、ＭＡＣサービスデータユニット（ＳＤＵ）
とＲＬＣ　ＳＤＵとのいずれかとすることのできるデータパケットを中継することができ
る。このケースでは、ＩＰレベルルーティングは必要ない。
【０２６１】
　このプロトコルアーキテクチャは、ローカルパスの動作に対して以下の影響を有するこ
とがある。このプロトコルアーキテクチャは、ある無線ベアラ（例えばｅＮＢ－１とＷＴ
ＲＵ－１との間）からのペイロードが別の無線ベアラ（例えばｅＮＢ－２とＷＴＲＵ－２
との間）上で送信されるようにするために、対応するｅＮＢにおいてＭＡＣセグメント化
またはＲＬＣ再セグメント化を必要とする場合がある。追加のプロシージャをｅＮＢにお
いて実行し、ベースラインＰＤＣＰ廃棄プロシージャと同様のプロシージャに準拠して、
第２のリンク上の輻輳の後でｅＮＢのバッファの中に立ち往生したデータがあればそれを
クリーンアップすることができる。ソースＷＴＲＵから宛先ＷＴＲＵまでｅｎｄ－ｔｏ－
ｅｎｄでＲＬＣ再送を実施することができ、これはまた、再送に関連する遅延に影響を及
ぼすことがある。これは、アクセス層データプレーンレイヤがＷＴＲＵとｅＮＢとの間で
終端される場合と比較して、ｅＮＢ上の処理オーバヘッドおよび遅延を緩和することがで
きる。
【０２６２】
　ＬＴＥ　Ｄ２Ｄ直接パスベアラを利用できるアプリケーションは、２つのグループに分
類される。すなわち、Ｄ２Ｄを意識しているアプリケーションと、Ｄ２Ｄを意識していな
いアプリケーションである。
【０２６３】
　Ｄ２Ｄを意識しているアプリケーションは、Ｄ２Ｄ接続を使用することの潜在的な利益
を意識している。Ｄ２Ｄを意識しているアプリケーションは、Ｄ２Ｄ接続をセットアップ
するようセルラモデムに要求することができる。Ｄ２Ｄを意識しているアプリケーション
はまた、それが接続のセットアップを要求している場合に、Ｄ２Ｄパス（および／または
直接パスもしくはローカルパスに対する選好）が利用可能かどうか、またはＤ２Ｄパスが
好まれるかどうかを示すこともできる。
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【０２６４】
　Ｄ２Ｄを意識しているアプリケーションのためのサービス登録を実施することができ、
一時サービス名を割り振ることができる。Ｄ２Ｄを意識しているアプリケーションは、Ｄ
２Ｄサービス発見プロシージャに登録して、Ｄ２Ｄサービス発見の結果を利用することが
できる。Ｄ２Ｄデバイス発見は、Ｄ２Ｄサービス発見の前に完了させることができる。
【０２６５】
　セルラモデムは、Ｄ２Ｄアプリケーションに代わって、呼の間によりよい体感品質（Ｑ
ｏＥ）を得るために、Ｄ２Ｄサービスが実現可能なときにＤ２Ｄサービスを持つことをサ
ービス要求メッセージ中で明示的に要求することができる。このメッセージは、利用可能
なら相手のＤ２Ｄデバイス識別子および一時サービス名を含んでよい。
【０２６６】
　Ｄ２Ｄを意識しているアプリケーションは、Ｄ２Ｄ接続アプリケーションを使用するこ
との潜在的な利益を知らないか、または、サービスがベースラインＬＴＥベアラによって
提供されるかそれともＤ２Ｄベアラを介して提供されるかを気にしない。
【０２６７】
　このような場合、オペレータは、接続を最適化する機会を認識することができ、元の呼
がベースラインＬＴＥプロシージャを介して確立された後で、２つの通信側の間でＤ２Ｄ
接続を構成することができる。
【０２６８】
　ベースライン／インフラストラクチャ呼がベースラインＬＴＥにより確立され、オペレ
ータは、２つの通信側の間でＤ２Ｄ直接パス接続を有する機会を見出す。オペレータは、
Ｄ２Ｄ直接パスサービスハンドオーバのためのインフラストラクチャのためのプロシージ
ャを開始することができる。
【０２６９】
　以下、Ｄ２Ｄ呼管理を可能にするためのメッセージングおよびインタフェース更新につ
いての実施形態を開示する。これらの更新は、ネットワーク中のＵｕインタフェースなら
びに他のいくつかのインタフェース（Ｘ２インタフェース、Ｓ１－ＡＰインタフェース、
およびＳ１０インタフェースを含むがこれらに限定されない）上のいくつかのＲＲＣおよ
びＮＡＳメッセージに影響を及ぼす。
【０２７０】
　Ｄ２Ｄ構成は、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを介して提供する
ことができる。一実施形態では、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージによって、Ｄ２Ｄ直接パスリンクを構成することができる。Ｄ２Ｄリン
クは、２次セルに類似する別のキャリアと考えることができる。これは、ｓＣｅｌｌＴｏ
ＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ－ｒ１０中のｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄの新しいＤ２Ｄ要素を使
用してＤ２Ｄリンクを表すことによって、達成することができる。Ｄ２Ｄリンクの新しい
フィールドをｓＣｅｌｌＴｏＡｄｄＭｏｄに加えて、追加されることになる新しいキャリ
アがＤ２Ｄ直接パスリンクであることを示すことができる。
【０２７１】
　Ｄ２Ｄリンクの無線リソース構成情報など、他の構成情報は、従来のフィールド中で搬
送することができる。直接パス通信の目的で、１または複数の新しい無線ベアラが各ＷＴ
ＲＵ中でセットアップされる。直接パスを介して種々のＱｏＳ要件を有する種々のフロー
を通信する必要がある場合は、複数のベアラを構成することができる。ベアラセットアッ
プは、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージ中のｄＴｂ－ｔｏＡｄｄＭｏ
ｄＬｉｓｔ　ＩＥを使用して行うことができる。
【０２７２】
　Ｄ２Ｄリンクを含むｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔを使用して確立されたＤ２Ｄ無
線ベアラは、Ｄ２Ｄ直接無線ベアラと考えることができる。あるいは、Ｄ２Ｄ直接パス無
線ベアラは、Ｄ２Ｄリンクを新しいキャリアとして追加せずに、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏ
ｄＬｉｓｔへの拡張を使用して確立することもできる。新しいフィールドであるＤ２Ｄ－
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Ｃｏｎｆｉｇを、ｄｒｂ－ＴｏＡｄｄＭｏｄＬｉｓｔ中のＤＲＢ－ＴｏＡｄｄＭｏｄ要素
に追加することができ、このフィールドは、ＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉ
ｇｕｒａｔｉｏｎメッセージに含まれるＲａｄｉｏＲｅｓｏｕｒｃｅＣｏｎｆｉｇＤｅｄ
ｉｃａｔｅｄ　ＩＥ中のＤ２Ｄ無線ベアラを表すことができる。Ｄ２Ｄ－Ｃｏｎｆｉｇは
、無線ベアラに関するＤ２Ｄ特有情報を含むことができ、この情報は、Ｄ２Ｄ　ＲＢのタ
イプ：直接パス、および、Ｄ２Ｄに関係する一連の構成要素（例えば、ＸＰＳＣＨ＿ｃｏ
ｎｆｉｇ：スケジューリングや基準シンボル電力など、ＸＰＦＢＣＨ＿ｃｏｎｆｉｇ：電
力やリソースなど、Ｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔ＿ｃｏｎｆｉｇ：Ｄ２Ｄについての新しい測
定タイプ）を含むが、これらに限定されない。
【０２７３】
　Ｄ２Ｄローカルパスリンクを構成するためのＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆ
ｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージは、ベースライン無線ベアラをセットアップするのに使用
されるものと、ある程度同一であってよい。
【０２７４】
　ｍｏｂｉｌｉｔｙＣｏｎｔｒｏｌＩｎｆｏ　ＩＥを使用して、または異なるＩＥによっ
て、直接パスに関する周波数帯域情報をＷＴＲＵに通信することができる。これは例えば
、直接パス通信が発見プロセスとは異なる帯域で行われる場合に、または、ＰＬＭＮ間の
ケースで２つのＰＬＭＮが異なる帯域を直接パス通信に使用する場合に、必要であること
がある。
【０２７５】
　無線構成パラメータは、ＷＴＲＵ－１とＷＴＲＵ－２との間で合致してよい。例えば、
ＴＤＤ－Ｃｏｎｆｉｇ　ＩＥ中でＷＴＲＵ－１に対して指定されたｓｕｂｆｒａｍｅＰａ
ｔｔｅｒｎは、ＷＴＲＵ－２についての対応する構成をミラーリングすることができ、し
たがって、一方のＷＴＲＵの送信間隔は、他方のＷＴＲＵの受信間隔に対応する。
【０２７６】
　アクセス層上のセキュリティを提供するために、ＲＲＣ再構成プロセスの一部として、
直接パスベアラをそれ自体の暗号化鍵で構成することができる。これらの鍵は、インフラ
ストラクチャ通信に使用される鍵とは異なってもよい。というのは、後者は、ネットワー
クにとっては利用可能だが他のＷＴＲＵにとっては利用不可能なＷＴＲＵの秘密データか
ら導出されるからである。異なる無線ベアラ（インフラストラクチャベアラと直接パス）
に対して異なる鍵を使用することは、ベースラインＲ８／Ｒ１０　ＬＴＥ標準からの逸脱
である。この目的で、ｋｅｙＣｈａｎｇｅＩｎｄｉｃａｔｏｒの代わりに、Ｄ２Ｄベアラ
に対する新しいｋｅｙＡｄｄＩｎｄｉｃａｔｏｒを、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージ内のｓｅｃｕｒｉｔｙＣｏｎｆｉｇＨＯ　ＩＥに追加することができる
。
【０２７７】
　ＷＴＲＵは、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージを受け取って処理し
た後、直接パス上でハンドシェーク信号を交換する。これらのハンドシェーク信号は、物
理レイヤにおけるものとすることができる。ＷＴＲＵは、これらのハンドシェーク信号を
受け取ると、ＲＲＣ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ　Ｃｏｍｐｌｅｔｅメッセージを
ｅＮＢに送信することができる。この後には、ＷＴＲＵは、直接パス上でデータを送受信
する準備ができている。
【０２７８】
　ネットワークは、ＷＴＲＵのＤ２Ｄ能力情報を得ることができる。例えばこれは、ＷＴ
ＲＵＣａｐａｂｉｌｉｔｙＥｎｑｕｉｒｙメッセージ中で搬送されるｕｅ－Ｃａｐａｂｉ
ｌｉｔｙＲｅｑｕｅｓｔ中のＵＥ－Ｄ２Ｄ－Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙの新しいフィールドを
追加して、ＷＴＲＵ　Ｄ２Ｄ無線アクセス能力を返すようＷＴＲＵをトリガするようにす
ることによって、達成することができる。
【０２７９】
　Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵは、そのＤ２Ｄ能力についてネットワークに通知することができ、
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これは例えば、ＷＴＲＵＣａｐａｂｉｌｉｔｙＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎメッセージを使用
して、ＵＥ－ＣａｐａｂｉｌｉｔｙＲＡＴ－ＣｏｎｔａｉｎｅｒＬｉｓｔ中のＵＥ－ＥＵ
ＴＲＡ－Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ＩＥと同様のＵＥ－Ｄ２Ｄ－Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉ
Ｅを含めて、ＷＴＲＵのＤ２Ｄ無線アクセス能力を搬送することによって、行うことがで
きる。ＷＴＲＵ能力情報は、Ｄ２Ｄ対応ＷＴＲＵが動作できる帯域内／帯域外キャリア周
波数を含んでよい。ＷＴＲＵ能力情報は、Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵが単一ＲＡＴ（例えば３ＧＰ
Ｐ　ＲＡＴ）を使用して動作できるかどうか、およびＲＡＴに対するいずれかの関連する
制限、または、異なるＲＡＴ（例えば、８０２．１１やＢｌｕｅｔｏｏｔｈなどの非３Ｇ
ＰＰ　ＲＡＴ）上で動作できるかどうかを含んでよい。Ｄ２Ｄリンクの３ＧＰＰ　ＲＡＴ
能力は、ＦＤＤおよび／またはＴＤＤに対するサポート、ならびに、ＰＨＹ、ＭＡＣ、Ｒ
ＬＣ、およびＰＤＣＰレイヤの無線アクセス能力などを含んでよい。Ｄ２Ｄリンクの非３
ＧＰＰ　ＲＡＴ能力は、例えば、８０２．１１のどの改正か（ａ、ｂ、ｅ、ｇ、ｎ、ａｃ
、ａｄなど）を含んでよい。ＷＴＲＵ能力情報はまた、以下のうちの少なくとも１つを含
んでよい。すなわち、シームレスなハンドオーバサポートに関係する能力；インフラスト
ラクチャ、Ｄ２Ｄ直接パス、および／またはＤ２Ｄローカルパスにわたる集約に対するサ
ポート；単方向Ｄ２Ｄに対するサポート；Ｄ２Ｄリンクを介してサポートされる暗号化お
よびセキュリティプロトコル；ＷＴＲＵ中でのＰＣＥＦ実行のための信頼ゾーン能力；デ
バイス発見に関係するサポート；Ｄ２Ｄリンクについての最大送信電力能力；Ｄ２Ｄリン
クについての最大バッファリング能力；ＩＰの下の論理インタフェースサポートに関係す
る能力；Ｄ２Ｄポリシに関係する選好；Ｄ２Ｄマルチキャストに対するサポートなどであ
る。
【０２８０】
　Ｄ２Ｄサービスをサポートするために、ＮＡＳメッセージに対する更新を行うことがで
きる。サービス要求メッセージは、以下のＤ２Ｄパラメータを含んでよい。すなわち、宛
先ＵＥのＤ２Ｄデバイス識別子と、選択されたもしくは好ましいＤ２Ｄ関連サービス（Ｄ
２Ｄ直接パス、Ｄ２Ｄローカルパス、他ＲＡＴ直接パスなど）を示すための、Ｓｅｒｖｉ
ｃｅ　Ｔｙｐｅ　ＩＥの新しい値とである。または、サービス要求メッセージは、Ｄ２Ｄ
パス選好を示すための、Ｄ２Ｄ　Ｐｒｅｆｅｒｒｅｄ　Ｐａｔｈの新しいＩＥタイプを定
義することができる。
【０２８１】
　ＷＴＲＵから受け取ったＤ２Ｄ無線能力は、ＷＴＲＵ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　Ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ　Ｓ１－ＡＰメッセージに含めることができる
。直接パスは、ユーザプレーンデータのみ、または、ユーザプレーンと制御プレーンの両
方のデータ（例えばＲＲＣおよびＮＡＳ）を搬送することができる。これらの目的の各々
で、別々のセキュリティ鍵を構成することができる。ＮＡＳ　Ｓｅｃｕｒｉｔｙ　Ｍｏｄ
ｅ　Ｃｏｍｍａｎｄを使用して、ＮＡＳのためのセキュリティをセットアップすることが
できる。
【０２８２】
　Ｓ１－ＡＰ　Ｅ－ＲＡＢ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージに対する更新を行っ
て、Ｄ２ＤベアラをセットアップするようＭＭＥがｅＮＢに通知できるようにすることが
できる。新しいフィールドであるＤ２Ｄ－Ｔｙｐｅを、Ｅ－ＲＡＢ　Ｔｏ　Ｂｅ　Ｓｅｔ
ｕｐ　Ｉｔｅｍ　ＩＥに追加することができる。このフィールドが存在する場合、このフ
ィールドは、セットアップされることになる無線ベアラがＤ２Ｄ直接パスまたはＤ２Ｄロ
ーカルパス無線ベアラであることを示す。
【０２８３】
　追加の情報をＭＭＥからｅＮＢに提供して、Ｄ２Ｄ直接パスとＤ２Ｄローカルパスの両
方の場合のｅＮＢ間、ＭＭＥ間、またはＰＬＭＮ間のケースを容易にすることができる。
これらは、対応するｅＮＢのｅＮＢ識別子（例えばＧＵＭＭＥＩ＋ｅＮＢ　ＩＤ）、宛先
ＷＴＲＵの一時ＷＴＲＵ識別、リモートＷＴＲＵのＷＴＲＵ　Ｄ２Ｄ能力情報、リモート
ＷＴＲＵのポリシ情報（適用可能なら）、リモートＷＴＲＵの発見可能性選好、一時サー
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ビス名（適用可能なら）、このサービスがｅＮＢ中でいずれかによってすでに使用されて
いるかどうかチェックするための一時サービス名に関係するクエリ、などを含んでよいが
、これらに限定されない。
【０２８４】
　２つのｅＮＢ間のＸ２－ＡＰインタフェースに対する更新を行って、Ｄ２Ｄベアラをセ
ットアップするための協調、Ｄ２Ｄリンクスケジューリングを実施するための協調、ロー
カルパスに関係するデータ交換などを含めた（ただしこれらに限定されない）フィーチャ
をサポートすることができる。
【０２８５】
　以下の新しいメッセージを追加することができる。Ｄ２Ｄ　ＲＡＢ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅ
ｑｕｅｓｔメッセージは、Ｄ２Ｄ直接パスＲＢ構成に関する協調を要求するために、制御
（マスタ）ｅＮＢによって、協働する（スレーブ）ｅＮＢに送ることができる。このメッ
セージは、以下のパラメータを搬送することができる。すなわち、制御ｅＮＢのｅＮＢ識
別子、ならびに、ソースおよびターゲットＷＴＲＵのＤ２Ｄデバイス識別子、提案される
Ｄ２Ｄリンク構成（例えば、アンテナ、帯域幅、周波数帯域、多元接続方式、スケジュー
リングオプション等）、ＱｏＳパラメータ、サポートされるセキュリティパラメータなど
である。
【０２８６】
　Ｄ２Ｄ　ＲＡＢ　Ｓｅｔｕｐ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージは、協働するｅＮＢによっ
て制御ｅＮＢに送ることができる。このメッセージは、以下のパラメータを搬送すること
ができる。すなわち、制御ｅＮＢによってＤ２Ｄ　Ｓｅｔｕｐ　ｒｅｑｕｅｓｔメッセー
ジ中で提供された提案されるＤ２Ｄリンク構成からのターゲットｅＮＢの選好、セキュリ
ティパラメータに関するターゲットｅＮＢの選好、Ｄ２Ｄリンクに利用できる無線リソー
スに関する選好である。
【０２８７】
　Ｄ２Ｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージは、ＸＬ上の新しいスケジュー
リングが必要なときに、制御ｅＮＢによって、協働するｅＮＢに送ることができる。この
メッセージは、提案されるスケジューリングパラメータ（例えば、ＲＢ割振り、最大Ｔｘ
電力レベル、期間など）を含んでよい。
【０２８８】
　Ｄ２Ｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅメッセージは、Ｄ２Ｄ　Ｓｃｈｅｄｕｌ
ｅ　Ｒｅｑｕｅｓｔメッセージに応答するために、協働するｅＮＢによって制御ｅＮＢに
送ることができる。このメッセージは、ターゲットｅＮＢによって好まれるスケジューリ
ングパラメータを含んでよい。
【０２８９】
　Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙメッセージは、
協働するｅＮＢによって制御ｅＮＢに送ることができ、Ｄ２Ｄ　ＷＴＲＵの無線アクセス
能力（ＵＥからのＵＥ－Ｄ２Ｄ－Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ　ＩＥ）を搬送することができる
。
【０２９０】
　Ｓ１０インタフェースを更新して、Ｄ２ＤサービスをサポートするようにＭＭＥ間およ
びＰＬＭＮ間のケースを処理することができる。Ｄ２Ｄベアラ確立に潜在的に関与する可
能性のあるＭＭＥは、以下の情報を交換することができる。すなわち、Ｄ２Ｄがターゲッ
トＭＭＥによってサポートされる場合に、ターゲットＭＭＥによってサポートされるＤ２
Ｄサービス、対応するｅＮＢのｅＮＢ識別子（例えばＧＵＭＭＥＩ＋ｅＮＢ　ＩＤ）、宛
先ＷＴＲＵの一時ＷＴＲＵ識別、リモートＷＴＲＵのＷＴＲＵ　Ｄ２Ｄ能力情報、リモー
トＷＴＲＵのポリシ情報（適用可能なら）、リモートＷＴＲＵの発見可能性選好、一時サ
ービス名（適用可能なら）、このサービスがｅＮＢ中でいずれかによってすでに使用され
ているかどうかチェックするための一時サービス名に関係するクエリなどだが、これらに
限定されない。
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【０２９１】
　２つのｅＮＢ間で利用可能なＸ２－ＡＰインタフェースがない場合、Ｄ２Ｄ無線ベアラ
およびＤ２Ｄスケジューリングを構成する協調は、Ｓ１０インタフェースを介してＭＭＥ
の助けにより達成することができる。Ｘ２－ＡＰインタフェースについて上に指定したの
と同様のメッセージを、Ｓ１０インタフェース上で使用されるＧＴＰｖ２－Ｃ仕様に追加
することができる。
【０２９２】
　Ｄ２Ｄサポートのためにシステム情報を更新することができる。以下の情報をシステム
情報に含めることができる。すなわち、Ｄ２Ｄ動作が現在可能かどうかを示すインジケー
タ；Ｄ２Ｄについての負荷インジケータ；Ｄ２Ｄマルチキャストサービスがサポートされ
るかどうかを示すためのインジケータ；２重ＲＡＴ　Ｄ２Ｄリンクに対するサポートおよ
び他のＲＡＴ詳細、Ｄ２Ｄローカルパスに対するサポート；Ｄ２Ｄ直接パスに対するサポ
ート；Ｄ２Ｄリンクのキャリア周波数および対応する帯域幅（リソースは動的にスケジュ
ールされることがある）ならびに近傍発見ゾーン帯域幅および位置（例えばＵＳＩＭ中で
事前定義済みであることがある）を含めた、帯域内情報；Ｄ２Ｄリンクのキャリア周波数
および対応する帯域幅（リソースは動的にスケジュールされることがある）ならびに近傍
発見ゾーン帯域幅および位置（例えばＵＳＩＭ中で事前定義済みであることがある）を含
めた、帯域外情報などだが、これらに限定されない。
【０２９３】
　実施形態
　１．データを転送するために第１のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）によって実
施される方法であって、
　第１のＷＴＲＵがアイドルモードに移行することであって、第１のＷＴＲＵと第２のＷ
ＴＲＵとの間に接続された直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラが解体されること、およ
び、
　第１のＷＴＲＵがページング信号の受信に応答して接続モードに移行することであって
、ページング信号は、デフォルトパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続を介してま
たはＰＤＮ接続へのデフォルトベアラを介して第１のＷＴＲＵに送信された複数のパケッ
トのうちの第１のパケットによってトリガされ、第１のパケットは第１のＷＴＲＵの宛先
インターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを有することを含む方法。
【０２９４】
　２．第１のＷＴＲＵがＰＤＮ接続のＩＰアドレスを受信することをさらに含み、ＰＤＮ
接続のＩＰアドレスは、第１のパケットを送信した第２のＷＴＲＵによって割り当てられ
る、実施形態１の方法。
【０２９５】
　３．第１のＷＴＲＵが、新たに確立された直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラを介し
て、第２のＷＴＲＵから複数のパケットのうちの残りのパケットを受信することをさらに
含む、実施形態１～２のいずれか１つにおける方法。
【０２９６】
　４．第１のパケットは廃棄され、
　第１のＷＴＲＵが、新たに確立された直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラを介して、
複数のパケットのうちの第１のパケットおよび残りのパケットを受信することをさらに含
む、実施形態１～３のいずれか１つにおける方法。
【０２９７】
　５．ページング信号は、進化型Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮＢ）またはサービングゲートウェイ
（ＳＧＷ）からトリガメッセージを受信するのに応答してモビリティ管理エンティティ（
ＭＭＥ）においてトリガされる、実施形態１～４のいずれか１つにおける方法。
【０２９８】
　６．第１のＷＴＲＵが、少なくとも１つの近接対応デバイスを接続するための複数のリ
ソースを要求するベアラリソース割振り要求メッセージを生成することをさらに含む、実
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施形態１～５のいずれか１つにおける方法。
【０２９９】
　７．ベアラリソース割振り要求メッセージは近接ＷＴＲＵユーザのリストを含み、第１
のＷＴＲＵは、最適なデバイス間（Ｄ２Ｄ）通信をサポートするための最適化された近接
接続（ＯＰＣ）を近接ＷＴＲＵユーザと確立することができる、実施形態６の方法。
【０３００】
　８．第１のＷＴＲＵおよび第２のＷＴＲＵは、同じトラッキングエリア中にあり相互に
通信したいと望んでいると決定される、実施形態１～７のいずれか１つにおける実施形態
１の方法。
【０３０１】
　９．データを転送するためにネットワークノードによって実施される方法であって、
　ネットワークノードが、ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）がアイドルモードに移
行するのに応答して、ネットワークノードとＷＴＲＵとの間に接続されたｅｎｄ－ｔｏ－
ｅｎｄベアラの第１の部分を解体すること、
　ネットワークノードがｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラの第２の部分を介して複数のパケッ
トのうちの第１のパケットを受信すること、
　ネットワークノードが、接続モードに移行するようＷＴＲＵをトリガするための第１の
メッセージを送信すること、および、
　ネットワークノードが、ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラの第１の部分を再確立するための
第２のメッセージを送信することを含む方法。
【０３０２】
　１０．第１のメッセージはモビリティ管理エンティティ（ＭＭＥ）に送信される、実施
形態９の方法。
【０３０３】
　１１．第２のメッセージは無線リソース制御（ＲＲＣ）再構成要求メッセージである、
実施形態９の方法。
【０３０４】
　１２．ネットワークノードは進化型Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮＢ）である、実施形態９の方法
。
【０３０５】
　１３．別のＷＴＲＵがｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラを介して残りのパケットを送信する
、実施形態９～１２のいずれか１つにおける方法。
【０３０６】
　１４．第１のパケットは廃棄され、
　ネットワークノードがｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラを介して複数のパケットのうちの第
１のパケットおよび残りのパケットを受信することをさらに含む、実施形態９～１３のい
ずれか１つにおける方法。
【０３０７】
　１５．データを転送するために第１のネットワークノードによって実施される方法であ
って、
　第１のネットワークノードが、第１のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）がアイド
ルモードに移行するのに応答して、第２のＷＴＲＵと通信するために第１のＷＴＲＵによ
って使用される第１のベアラに関連付けられた第１のマッピング識別（ＩＤ）を非アクテ
ィブ化すること、
　第１のネットワークノードが第２のベアラを介して複数のパケットのうちの第１のパケ
ットを受信すること、および、
　第１のネットワークノードが第１のパケットを第２のネットワークノードに転送するこ
とであって、第１のパケットは、第１のＷＴＲＵに送信されるページング信号をトリガす
ることを含む方法。
【０３０８】
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　１６．ページング信号は第１のＷＴＲＵを接続モードに移行させる、実施形態１５の方
法。
【０３０９】
　１７．第２のマッピングＩＤに応答して、または第１のマッピングＩＤを再アクティブ
化する指示に応答して、第１のＷＴＲＵと第２のＷＴＲＵとの間でデータを転送する際に
経由できるローカルパスが確立される、実施形態１６の方法。
【０３１０】
　１８．第１のネットワークノードはパケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＧＷ
）またはサービングゲートウェイ（ＳＧＷ）である、実施形態１５～１７のいずれか１つ
における方法。
【０３１１】
　１９．第１のネットワークノードは近接サービス（ＰｒｏＳｅ）ゲートウェイである、
実施形態１５～１８のいずれか１つにおける方法。
【０３１２】
　２０．第２のネットワークノードは進化型Ｎｏｄｅ－Ｂ（ｅＮＢ）である、実施形態１
５～１９のいずれか１つにおける方法。
【０３１３】
　２１．第１のワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）であって、
　デフォルトパケットデータネットワーク（ＰＤＮ）接続を介してまたはＰＤＮ接続への
デフォルトベアラを介して複数のパケットのうちの第１のパケットを第２のＷＴＲＵに送
信するようにさらに構成された回路を備え、第１のパケットは第２のＷＴＲＵの宛先イン
ターネットプロトコル（ＩＰ）アドレスを有し、
　回路は、ＰＤＮ接続にＩＰアドレスを割り当て、ＰＤＮ接続のＩＰアドレスを第２のＷ
ＴＲＵに送信するようにさらに構成された、第１のＷＴＲＵ。
【０３１４】
　２２．回路は、直接ＷＴＲＵ－ｔｏ－ＷＴＲＵベアラを介して残りのパケットを送信す
るようにさらに構成された、実施形態２１の第１のＷＴＲＵ。
【０３１５】
　２３．回路は、少なくとも１つの近接対応デバイスを接続するための複数のリソースを
要求するベアラリソース割振り要求メッセージを生成するようにさらに構成された、実施
形態２１～２２のいずれか１つにおける第１のＷＴＲＵ。
【０３１６】
　２４．ワイヤレス送受信ユニット（ＷＴＲＵ）がアイドルモードに移行するのに応答し
て、ネットワークノードとＷＴＲＵとの間に接続されたｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラの第
１の部分を解体するように構成された回路と、
　ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラの第２の部分を介して複数のパケットのうちの第１のパケ
ットを受信するように構成された回路と、
　接続モードに移行するようＷＴＲＵをトリガするための第１のメッセージを送信するよ
うに構成された回路と、
　ｅｎｄ－ｔｏ－ｅｎｄベアラの第１の部分を再確立するための第２のメッセージを送信
するように構成された回路とを備えるネットワークノード。
【０３１７】
　２５．パケットデータネットワークゲートウェイ（ＰＧＷ）またはサービングゲートウ
ェイ（ＳＧＷ）である、実施形態２４のネットワークノード。
【０３１８】
　２６．近接サービス（ＰｒｏＳｅ）ゲートウェイである、実施形態２４のネットワーク
ノード。
【０３１９】
　以上では特徴および要素を特定の組合せで述べているが、各特徴または要素は、単独で
、または他の特徴および要素との任意の組合せで使用できることを、当業者なら理解する
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であろう。加えて、本明細書に述べた方法は、コンピュータまたはプロセッサによって実
行されるようにコンピュータ可読媒体に組み入れられたコンピュータプログラム、ソフト
ウェア、またはファームウェアにおいて実施することができる。コンピュータ可読媒体の
例としては、電子信号（有線またはワイヤレス接続を介して伝送される）、およびコンピ
ュータ可読記憶媒体が挙げられる。コンピュータ可読記憶媒体の例としては、読取専用メ
モリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、レジスタ、キャッシュメモリ、半
導体メモリデバイス、磁気媒体（例えば内蔵ハードディスクまたは取外し可能ディスク）
、光磁気媒体、および、コンパクトディスク（ＣＤ）またはディジタル多用途ディスク（
ＤＶＤ）などの光学媒体が挙げられるが、これらに限定されない。ＷＴＲＵ、ＵＥ、端末
、基地局、Ｎｏｄｅ－Ｂ、ｅＮＢ、ＨＮＢ、ＨｅＮＢ、ＡＰ、ＲＮＣ、ワイヤレスルータ
、または任意のホストコンピュータ中で使用するための、無線周波数送受信機を、プロセ
ッサをソフトウェアと共に使用して実現することができる。

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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